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第 １ 章  反 す う と 注 意 の 範 囲 に 関 す る 研 究 動 向 と 課 題  
 
第 １ 節  う つ 病 と 抑 う つ の 概 観  
第 １ 項  う つ 病 の 概 要  
精 神 疾 患 の 診 断 ・ 統 計 マ ニ ュ ア ル で あ る D i a g n o s t i c  a n d  
S t a t i s t i c a l  M a n u a l - 5 （ D S M - 5 :  A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  
A s s o c i a t i o n ;  A P A ,  2 0 1 3  高 橋 ・ 大 野 監 訳 ， 2 0 1 4） に よ る と ， う つ
病 と は ， ２ 週 間 に わ た り ， ほ と ん ど １ 日 中 ， ほ と ん ど 毎 日 の 抑 う つ 気 分
と 興 味 ・ 喜 び の 喪 失 を 中 核 症 状 と し た 精 神 疾 患 で あ る 。 D S M - 5 の う つ
病 の 診 断 基 準 を Ta b l e  1 - 1 に 示 す 。  
う つ 病 は ， 日 本 を 含 む 世 界 で 主 要 な 精 神 疾 患 の １ つ で あ り ， 深 刻 な 社
会 問 題 と な っ て い る 。 世 界 保 健 機 関 （ Wo r l d  H e a l t h  O r g a n i z a t i o n ,  2 0 1 7）
は ， う つ 病 の 人 は 世 界 で 推 計 ３ 億 2 2 0 0 万 人 に 上 る と 指 摘 し て い る 。 ま
た ， 日 本 で の う つ 病 の 生 涯 有 病 率 は 6 . 3 % で あ り ， 1 2 か 月 有 病 率 は
2 . 1 % で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 立 森 ・ 長 沼 ・ 小 山 ・ 小 山 ・ 川 上 ，
2 0 0 7 ）。 さ ら に ， 日 本 に お け る う つ 病 の 経 済 的 損 失 は ， 2 0 0 8 年 で 約 １
兆 2 8 7 0 億 円 と 推 計 さ れ て い る （ O k u m u r a  &  H i g u c h i ,  2 0 1 1）。 こ の 損 失
は ， う つ 病 に よ る 労 働 生 産 性 の 低 下 に 伴 う 罹 病 費 用 と ， 自 殺 に よ る 死 亡
費 用 が 大 半 を 占 め て お り ， う つ 病 患 者 は 健 常 者 よ り も 自 殺 念 慮 ， 自 殺 計
画 ， 自 殺 未 遂 の 相 対 危 険 度 が 有 意 に 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る
（ O k u m u r a  &  H i g u c h i ,  2 0 1 1）。  
う つ 病 の 治 療 法 と し て は ， 認 知 行 動 療 法 の 単 独 ま た は 薬 物 療 法 と の 併
用 で の 有 効 性 が 実 証 さ れ て い る （ C u i j p e r s ,  K a r y o t a k i ,  W e i t z ,  
A n d e r s s o n ,  H o l l o n  &  v a n  S t r a t e n ,  2 0 1 4 ）。 た と え ば ， 急 性 期 お
よ び 維 持 期 の う つ 病 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 有 効 性 が 証 明 さ れ て お り ，  
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A.
注：明らかに他の医学的疾患に起因する症状は含まない。
(1) その人自身の言葉（例：悲しみ，空虚感，または絶望を感じる）か，他者の観察（例：涙を流
しているように見える）によって示される，ほとんど1日中，ほとんど毎日の抑うつ気分。
注：子どもや青年では易怒的な気分もありうる。
(2) ほとんど１日中，ほとんど毎日の，すべて，またはほとんどすべての活動における興味また
は喜びの著しい減退（その人の説明，または他者の観察によって示される）。
(3) 食事療法をしていないのに，有意の体重減少，または体重増加（例：１ヵ月で体重の５％以
上の変化）。またはほとんど毎日の食欲の減退または増加。
注：子どもの場合，期待される体重増加が見られないことも考慮せよ。
(4) ほとんど毎日の不眠または過眠。
(5) ほとんど毎日の精神運動焦燥または制止（他者によって観察可能で，ただ単に落ち着きが
ないとか，のろくなったという主観的感覚ではないもの）。
(6) ほとんど毎日の疲労感，または気力の減退。
(7) ほとんど毎日の無価値感，または過剰であるか不適切な罪責感（妄想的であることもある。
単に自分をとがめること，または病気になったことに対する罪悪感ではない）。
(8) 思考力や集中力の減退，または決断困難がほとんど毎日認められる（その人自身の言明
による，または他者によって観察される）。
(9) 死についての反復思考（死の恐怖だけではない）。特別な計画はないが反復的な自殺念
慮，または自殺企図，または自殺するためのはっきりした計画。
B.
C. そのエピソードは物質の生理学的作用，または他の医学的疾患によるものではない。
注：基準A～Cにより抑うつエピソードが構成される。
D.
E. 躁病エピソード，または軽躁病エピソードが存在したことがない。
Table 1-1
注：躁病様または軽躁病様のエピソードのすべてが物質誘発性のものである場合，または他の
医学的疾患の生理学的作用に起因するものである場合は，この除外は適応されない。
うつ病の診断基準（APA, 2013 高橋・大野監訳，2014）
以下の症状のうち５つ（またはそれ以上）が同じ２週間の間に存在し，病前の機能からの変化を
起こしている。これらの症状のうち少なくとも１つは(1)抑うつ気分，または(2)興味または喜びの喪
失である。
その症状は，臨床的に意味のある苦痛，または社会的，職業的，または他の重要な領域におけ
る機能の障害を引き起こしている。
注：重大な喪失（例：親しい者との死別，経済的破綻，災害による損失，重篤な医学的疾患・障
害）への反応は，基準Aに記載したような強い悲しみ，喪失の反芻，不眠，食欲不振，体重減少
を含むことがあり，抑うつエピソードに類似している場合がある。これらの症状は，喪失に際し生じ
ることは理解可能で，適切なものであるかもしれないが，重大な喪失に対する正常な反応に加え
て，抑うつエピソードの存在も入念に検討すべきである。その決定には，喪失についてどのよう
に苦痛を表現するかという点に関して，各個人の生活史や文化的規範に基づいて，臨床的な判
断を実行することが不可欠である。
抑うつエピソードは統合失調感情障害，統合失調症，統合失調様障害，妄想性障害，または他
の特定および特定不能の統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害群によってはう
まく説明されない。
 
3 
 
認 知 療 法 は 薬 物 療 法 と 同 等 ま た は そ れ 以 上 の 有 効 性 が 示 さ れ て い る
（ D r i e s s e n  &  H o l l o n ,  2 0 1 0 ;  H o l l o n  e t  a l . ,  2 0 0 5 ;   
R a v i n d r a n  e t  a l . ,  1 9 9 9 ）。 ま た ， 認 知 行 動 療 法 は 薬 物 療 法 よ り も う
つ 病 の 再 発 予 防 に も 有 効 で あ る こ と が 示 さ れ て い る （ H o l l o n ,  S t e w a r t ,  &  
S t r u n k ,  2 0 0 6 ;  Vi t t e n g l ,  C l a r k ,  D u n n ,  &  J a r r e t t ,  2 0 0 7）。 さ ら に ， う つ 病 に
対 す る 認 知 行 動 療 法 の 有 効 性 は 国 内 で も 報 告 さ れ て い る （ 伊 藤 ら ，
2 0 1 2 ）。  
し か し な が ら ， う つ 病 患 者 全 体 に 対 し て 十 分 な 治 療 効 果 が 得 ら れ て い
る と は 言 い 難 い 。 た と え ば ， う つ 病 の 治 療 に 関 す る 大 規 模 臨 床 試 験 と し
て S e q u e n c e d  T r e a t m e n t  A l t e r n a t i v e s  t o  R e l i e v e  
D e p r e s s i o n （ S T A R * D ） 試 験 が あ る 。 S TA R * D 試 験 は ，「 抗 う つ 薬 の
１ つ を 使 用 し て よ く な ら な い 場 合 の 最 善 の 治 療 法 は 何 か 」 と い う 臨 床 疑
問 を 解 決 す る た め に 実 施 さ れ た 臨 床 試 験 で あ る 。 具 体 的 に は ， 選 択 的 セ
ロ ト ニ ン 再 取 り 込 み 阻 害 薬 の １ つ で あ る c i t a l o p r a m の 非 盲 検 単 独 治
療 か ら 開 始 し ， そ の 他 の 抗 う つ 薬 治 療 や 認 知 療 法 に よ る 寛 解 率 を 転 機 と
し て 段 階 的 に 実 施 し た 。 そ の 結 果 ， c i t a l o p r a m か ら の 薬 物 変 更 か 増 強
療 法 と し て b u p r o p i o n ， b u s p i r o n e ， 認 知 療 法 の い ず れ か を 導 入 し た
第 ２ 段 階 で の 累 積 寛 解 率 は 4 8 % で ， 最 終 的 な 第 ４ 段 階 ま で の 実 際 の 累
積 寛 解 率 は 5 1 % に す ぎ な か っ た （ F i g u r e  1 - 1 ;  R u s h ,  T r i v e d i ,  Wi s n i e w s k i ,  
N i e r e n b e r g ,  S t e w a r t ,  W a r d e n ,  &  F a v a ,  2 0 0 6 ）。 こ れ ら の こ と
か ら ， う つ 病 の 認 知 行 動 的 特 徴 の 解 明 や そ れ に 基 づ く さ ら な る 治 療 法 の
模 索 が 必 要 で あ る 。  
 
第 ２ 項  う つ 病 と 抑 う つ の 連 続 性  
う つ 病 の 主 要 な 症 状 で あ る 抑 う つ は ， 健 常 群 と 臨 床 群 で 連 続 性 が 仮 定  
 
4 
 
 
 
F i g u r e  1 - 1 .  S TA R * D 試 験 の 結 果 概 要  
（ G h a e m i ,  2 0 0 8  松 崎 監 訳 ， 2 0 1 3； R u s h  e t  a l . ,  2 0 0 6 を 参 考 に 作 成 ）  
  
第１段階（n  = 3671）
寛解率 33%
寛解維持率 20%
第２段階（n  = 1439）
寛解率 30%
累積寛解率 48%
寛解維持率 25%
第３段階（n  = 390）
寛解率 14%
累積寛解率 50%
寛解維持率 26%
第４段階（n  = 123）
寛解率 13%
実際の累積寛解率 51%
寛解維持率 26%
薬物変更（bupropion，セルトラリン，venlafaxineの
いずれか）あるいは増強療法（bupropion，buspirone，
認知療法のいずれか）
薬物変更（ノルトリプチリン，ミルタザピンのいずれか）
あるいは増強療法（リチウム，甲状腺ホルモンの
いずれか）
薬物変更（tranylcypromine）あるいは併用療法
（ミルタザピンとvenlafaxine）
３ヵ月間のcitalopram非盲検試験
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さ れ て い る 。 健 常 群 と 臨 床 群 の 連 続 性 や 非 連 続 性 を 検 討 す る 方 法 と し て
Ta x o m e t r i c 分 析 が あ る 。 Ta x o m e t r i c 分 析 と は ， 健 常 群 と 臨 床 群 を 含 む 大
規 模 サ ン プ ル を も と に 症 状 の 分 布 の 連 続 性 や 非 連 続 性 を 検 討 す る 方 法 で
あ り （ 杉 浦 ， 2 0 0 9）， こ の 分 析 を 用 い た 多 く の 研 究 で 抑 う つ の 分 布 の 連
続 性 が 示 さ れ て い る （ F r a n k l i n ,  S t r o n g ,  &  G r e e n e ,  2 0 0 2 ;  H a n k i n ,  F r a l e y,  
L a h e y,  &  Wa l d m a n ,  2 0 0 5 ;  P r i s c i a n d a r o  &  R o b e r t s ,  2 0 0 5 ;  R u s c i o  &  R u s c i o ,  
2 0 0 0 ;  R u s c i o  &  R u s c i o ,  2 0 0 2 ;  S l a d e  &  A n d r e w s ,  2 0 0 5）。 た と え ば ，
P r i s c i a n d a r o  &  R o b e r t s（ 2 0 0 5） は ， 大 規 模 コ ミ ュ ニ テ ィ サ ン プ ル を 対 象
に 構 造 化 診 断 面 接 の C o m p o s i t e  I n t e r n a t i o n a l  D i a g n o s t i c  I n t e r v i e w を 用 い
て 抑 う つ の 重 症 度 評 定 を 行 っ た と こ ろ ， 抑 う つ は 次 元 的 （ 連 続 的 ） 構 造
に よ っ て 特 徴 づ け ら れ る こ と を 明 ら か に し た 。 加 え て ， 健 常 者 を 対 象 と
す る こ と で 抑 う つ を 維 持 ・ 悪 化 さ せ る 要 因 の 検 討 が 可 能 に な る た め ， 本
研 究 で は 抑 う つ の 分 布 の 連 続 性 を 仮 定 し た う え で ， 大 学 生 と 大 学 院 生 を
対 象 と す る こ と と し た 。  
 
第 ２ 節  抑 う つ と 反 す う の 関 連 性  
 抑 う つ の 維 持 や 悪 化 と 関 連 す る 認 知 行 動 的 反 応 の １ つ に 反 す う
（ r u m i n a t i o n） が あ る 。 反 す う と は ，「 抑 う つ の 症 状 や 原 因 ， 意 味 ， 結
果 に 繰 り 返 し 焦 点 づ け ら れ て い る 反 応 様 式 」 と 定 義 さ れ る （ N o l e n -
H o e k s e m a ,  1 9 9 1）。 こ れ ま で の 研 究 か ら ， 抑 う つ と 反 す う の 関 連 性 が 明
ら か に さ れ て い る 。 た と え ば ， 縦 断 研 究 に お い て ， 反 す う は 抑 う つ の 持
続 や 悪 化 ， う つ 病 の 発 症 や 再 発 を 予 測 す る こ と が 報 告 さ れ て い る （ J u s t  
&  A l l o y,  1 9 9 7 ;  N o l e n - H o e k s e m a ,  2 0 0 0 ;  S p a s o j e v i c  &  A l l o y,  2 0 0 1）。 加 え
て ， 反 す う は 薬 物 療 法 と 認 知 療 法 に 対 す る 治 療 反 応 の 低 さ と 関 連 が あ る
（ A l d a o ,  N o l e n - H o e k s e m a ,  &  S c h w e i z e r ,  2 0 1 0 ;  C i e s l a  &  R o b e r t s ,  2 0 0 2 ;  
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J o n e s ,  S i e g l e ,  &  T h a s e ,  2 0 0 8 ;  S c h m a l i n g ,  D i m i d j i a n ,  K a t o n ,  &  S u l l i v a n ,  
2 0 0 2） こ と や ， 現 在 ま た は 過 去 に う つ 病 の 診 断 を 受 け た 者 は そ う で な い
者 よ り も 反 す う 傾 向 が 高 い （ R o b e r t ,  G i l b o a ,  &  G o t l i b ,  1 9 9 8） こ と が 示
さ れ て い る 。 こ れ ら の こ と か ら ， 認 知 行 動 療 法 に よ る 抑 う つ の 治 療 効 果
を 高 め る た め に は ， 反 す う の 認 知 行 動 的 特 徴 に 焦 点 を 当 て た 研 究 が 必 要
で あ る 。  
 
第 ３ 節  従 来 の 反 す う モ デ ル の 概 観 と そ の 問 題 点  
第 １ 項  個 人 差 に 焦 点 を 当 て た 反 す う モ デ ル の 概 観  
 こ れ ま で の 研 究 か ら ， 反 す う の 維 持 や 悪 化 を 説 明 す る モ デ ル が 数 多 く
提 唱 さ れ て い る 。 そ の な か で ， 反 す う を 比 較 的 安 定 し た 特 性 や 個 人 差 と
と ら え る モ デ ル が 存 在 す る 。 第 １ に ， N o l e n - H o e k s e m a（ 1 9 9 1） の 反 応 ス
タ イ ル 理 論 が あ る 。 こ の 理 論 に お け る 反 応 ス タ イ ル と は ， 抑 う つ に 対 す
る 認 知 行 動 的 反 応 を 指 し ， 反 す う と 気 そ ら し （ d i s t r a c t i o n） に 分 類 さ れ
る 。 そ の な か で ， 反 す う は 抑 う つ の 維 持 や 悪 化 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 明
ら か に さ れ て い る （ N o l e n - H o e k s e m a ,  Wi s c o ,  &  Ly u b o m i r s k y,  2 0 0 8）。 反
応 ス タ イ ル 理 論 で は ， 抑 う つ の 発 症 要 因 で は な く ， 維 持 ・ 悪 化 要 因 と し
て 反 す う に 焦 点 を 当 て て い る 点 が 特 徴 で あ る 。  
第 ２ に ， M a r t i n  &  Te s s e r（ 1 9 8 9） の 反 す う の 目 標 進 捗 理 論 が あ る 。 こ
の 理 論 に お い て ， 反 す う は 現 状 に 対 す る 目 標 が 達 成 で き な か っ た と き に
生 じ る 意 識 的 思 考 で あ る と 説 明 さ れ る 。 つ ま り ， 現 状 と 目 標 の 乖 離 が 大
き く な る ほ ど 反 す う は 持 続 し ， そ れ に よ っ て 苦 痛 度 や 制 御 困 難 性 が 高 ま
る と 説 明 さ れ る （ C a r v e r  &  S c h e i e r ,  1 9 9 0 ;  M a r t i n  &  Te s s e r ,  1 9 9 6）。 ま
た ， こ の 理 論 で は ， 反 す う の 思 考 内 容 は 抑 う つ に 関 連 し た も の に 限 定 し
て い な い 点 が 特 徴 で あ る 。  
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第 ３ に ， 反 応 ス タ イ ル 理 論 と 反 す う の 目 標 進 捗 理 論 を 包 括 し 発 展 さ せ
た モ デ ル と し て 習 慣 目 標 モ デ ル が あ る （ Wa t k i n s  &  N o l e n - H o e k s e m a ,  
2 0 1 4）。 こ の モ デ ル に お い て ， 反 す う は 現 状 と 目 標 の 乖 離 に よ っ て 引 き
起 こ さ れ ， 抑 う つ 状 態 下 な ど の 反 す う が 繰 り 返 し 生 じ る 文 脈 と の 自 動 的
な 連 合 プ ロ セ ス を 通 じ て 習 慣 化 さ れ た も の と 仮 定 さ れ る 。 そ の う え で ，
反 す う と 文 脈 の 随 伴 性 が 形 成 さ れ る こ と で ， ネ ガ テ ィ ブ な 内 容 や 抽 象
的 ・ 受 動 的 な 自 己 注 目 が 促 進 さ れ ， 反 す う の 習 慣 が 形 成 さ れ る 。 そ し
て ， 反 す う の 習 慣 が 形 成 さ れ る こ と で ， 現 状 と 目 標 の 乖 離 の 程 度 に 関 わ
ら ず 文 脈 を 手 が か り に 反 す う が 生 じ て し ま う た め に ， 反 す う を 制 御 す る
こ と が 困 難 に な る と 説 明 さ れ る 。  
ほ か に も ， 自 己 調 整 実 行 機 能 モ デ ル （ We l l s  &  M a t t h e w s ,  1 9 9 4） や 反
す う の メ タ 認 知 モ デ ル （ P a p a g e o r g i o u  &  We l l s ,  2 0 0 3） な ど ， メ タ 認 知 的
信 念 の 観 点 か ら 反 す う の 特 徴 を 説 明 し た モ デ ル が あ る 。 こ の モ デ ル に お
け る メ タ 認 知 的 信 念 と は ， あ る 思 考 の 機 能 や 性 質 に 関 す る と ら え 方 や 思
考 の 制 御 に 関 す る 信 念 を 表 す 。 そ の う え で ，「 反 す う に よ っ て 自 分 自 身
の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 」 な ど の ポ ジ テ ィ ブ な メ タ 認 知 的 信 念
と ，「 反 す う は や め た く て も や め る こ と が で き な い 」 な ど の ネ ガ テ ィ ブ
な メ タ 認 知 的 信 念 が 反 す う を 動 機 づ け る こ と で 反 す う が 維 持 さ れ る と 説
明 さ れ る （ R a e s ,  H e r m a n s ,  Wi l l i a m s ,  B i j t t e b i e r ,  &  E e l e n ,  2 0 0 8）。  
 
第 ２ 項  認 知 的 情 報 処 理 に 焦 点 を 当 て た 反 す う モ デ ル の 概 観  
反 す う の 維 持 や 悪 化 を 説 明 す る モ デ ル は ， 特 性 や 個 人 差 と し て の 反 す
う だ け で な く ， 状 態 反 す う を 含 む 認 知 的 情 報 処 理 モ デ ル も 提 唱 さ れ て い
る 。 こ れ ま で の 研 究 か ら ， 状 態 反 す う は 気 分 や 思 考 プ ロ セ ス ， 問 題 解 決
行 動 ， 精 神 病 理 に 悪 影 響 を 及 ぼ す （ L y u b o m i r s k y ,  L a y o u s ,  
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C h a n c e l l o r ,  &  N e l s o n , 2 0 1 5 ） こ と や ， 反 す う の 日 内 変 動 と し て 朝
と 夜 の 時 間 帯 に 状 態 反 す う が 悪 化 す る （ M o b e r l y  &  W a t k i n s ,  
2 0 0 8 ;  T a k a n o  &  T a n n o , 2 0 1 1 ） こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 加 え て ， 反
す う な ど の 精 神 症 状 を 状 態 と し て 扱 う こ と で ， 反 す う と 関 連 が あ る ほ か
の 変 数 と の 因 果 関 係 を 強 く 主 張 す る こ と が で き る （ 杉 浦 ， 2 0 0 9 ） こ と
か ら も ， 認 知 的 情 報 処 理 の 焦 点 を 当 て た 反 す う モ デ ル の 理 解 が 重 要 で あ
る 。  
第 １ に ， 反 す う の 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス が あ る （ J o o r m a n n ,  2 0 1 0 ;  
K o s t e r ,  L i s s n y d e r ,  D e r a k s h a n ,  &  D e  R a e d t ,  2 0 1 1）。 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス
は ， 感 情 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル （ B o w e r ,  1 9 8 1） を も と に 説 明 さ れ る 。 感
情 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル と は ， 外 的 な ネ ガ テ ィ ブ 刺 激 に 対 す る 注 意 の 向 き
や す さ や 偏 り を 説 明 す る モ デ ル で あ る 。 こ の モ デ ル で は ， 知 識 構 造 の ネ
ッ ト ワ ー ク に 感 情 の ノ ー ド が 存 在 し ， そ れ ら の 感 情 を 経 験 し た 過 去 の 出
来 事 の 記 憶 ， そ れ ら の 感 情 に 伴 う 表 出 行 動 や 自 律 神 経 反 応 な ど の ノ ー ド
が 連 結 さ れ て い る こ と を 仮 定 す る 。 た と え ば ， 抑 う つ が 喚 起 さ れ る と 当
該 感 情 ノ ー ド が 活 性 化 す る こ と で ， 抑 う つ と 感 情 価 が 一 致 す る 情 報 を 選
択 的 に 処 理 す る と い う 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス が 生 じ る と 説 明 さ れ る
（ B o w e r ,  1 9 8 1）。 こ の 場 合 ， 反 す う に よ っ て 思 考 内 容 の 感 情 価 と 一 致 す
る 情 報 に 対 し て 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス が 生 じ る こ と が 想 定 さ れ る 。 実 際
に ， 反 す う は ネ ガ テ ィ ブ 刺 激 に 対 す る 注 意 の 捕 捉 を 促 進 す る （ K o s t e r ,  
D e  L i s s n y d e r ,  &  D e  R a e d t ,  2 0 1 3） こ と や ， ネ ガ テ ィ ブ 情 報 の 更 新 や 切 り
替 え が 困 難 に な る こ と と 関 連 す る （ D e  L i s s n y d e r ,  K o s t e r ,  G o u b e r t ,  
O n r a e d t ,  Va n d e r h a s s e l t ,  &  D e  R a e d t ,  2 0 1 2） こ と が 報 告 さ れ て い る 。 し た
が っ て ， 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス は ， ネ ガ テ ィ ブ 刺 激 の 選 択 的 処 理 や ， ネ
ガ テ ィ ブ 刺 激 の 処 理 か ら の 切 り 替 え の 困 難 さ と い う 反 す う の 認 知 的 情 報
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処 理 の 特 徴 を 説 明 す る モ デ ル と い え る 。  
第 ２ に ， 資 源 分 配 モ デ ル （ E l l i s  &  A s h b r o o k ,  1 9 8 8） と 資 源 消 耗 モ デ ル
（ L e v e n s ,  M u h t a d i e ,  &  G o t l i b ,  2 0 0 9） が あ る 。 こ れ ら の モ デ ル で は ， 反
す う を す る こ と で 一 定 の 認 知 資 源 が 枯 渇 し て し ま い ， 反 す う の 制 御 や 目
標 志 向 的 な 処 理 が 阻 害 さ れ る こ と を 仮 定 す る 。 こ こ で の 認 知 資 源 の 枯 渇
と は ， あ る 対 象 か ら ほ か の 対 象 に 注 意 を 切 り 替 え る こ と の 困 難 さ を 説 明
す る 概 念 で あ る 。 そ の た め ， い っ た ん あ る 刺 激 に 注 意 が 向 け ら れ る と ，
そ の 情 報 の 処 理 に 多 く の 認 知 資 源 が 消 耗 さ れ て し ま い ， そ の 刺 激 か ら 別
の 刺 激 に 注 意 を 切 り 替 え る こ と が 困 難 に な る と 説 明 さ れ る 。 実 際 に ， 反
す う を 誘 導 す る と ワ ー キ ン グ メ モ リ や 実 行 機 能 に 関 連 す る 認 知 課 題 の 成
績 が 低 下 す る こ と が 報 告 さ れ て い る （ P h i l i p p o t  &  B r u t o u x ,  2 0 0 8 ;  
Wa t k i n s  &  B r o w n ,  2 0 0 2）。 た と え ば ， Wa t k i n s  &  B r o w n（ 2 0 0 2） は ， 抑 う
つ 群 と 非 抑 う つ 群 を 対 象 に 反 す う か 気 そ ら し を 誘 導 し た う え で ， 実 行 機
能 を 測 定 す る 課 題 で あ る 乱 数 生 成 課 題 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 抑 う つ 群 で
反 す う を 誘 導 す る と 乱 数 生 成 課 題 の 成 績 が 低 下 す る こ と が 示 さ れ た 。 こ
の こ と か ら も ， 反 す う を す る こ と で 認 知 資 源 が 枯 渇 し ， 問 題 解 決 に 向 け
た 認 知 資 源 の 配 分 が 妨 げ ら れ る こ と で 実 行 機 能 に 関 す る 課 題 の 成 績 が 低
下 す る と 説 明 す る こ と が で き る 。 し た が っ て ， 認 知 資 源 の 枯 渇 と い う 概
念 は ， 実 行 機 能 や ワ ー キ ン グ メ モ リ の 観 点 か ら ， 反 す う に よ っ て ほ か に
取 り 組 む べ き 思 考 や 問 題 解 決 行 動 の プ ラ ン ニ ン グ に 意 識 を 注 ぐ こ と が で
き な く な る と い う 状 態 像 を 説 明 す る 概 念 と い え る 。 な お ， 本 研 究 で は ，
資 源 分 配 モ デ ル と 資 源 消 耗 モ デ ル を 包 括 し て 認 知 資 源 の 枯 渇 モ デ ル と 操
作 的 に 定 義 す る 。  
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第 ３ 項  従 来 の 反 す う モ デ ル の 問 題 点  
こ れ ま で 述 べ て き た よ う に ， 反 す う の 維 持 や 悪 化 を 説 明 す る た め に 複
数 の モ デ ル が 提 唱 さ れ て い る が ， こ れ ら の モ デ ル で は 説 明 す る こ と が で
き な い 知 見 も 報 告 さ れ て い る 。 認 知 的 情 報 処 理 に 基 づ く 反 す う モ デ ル の
う ち ， 感 情 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル で は ， 反 す う に よ っ て ネ ガ テ ィ ブ 刺 激 に
対 し て 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス が 生 じ る こ と を 仮 定 す る 。 ま た ， 認 知 資 源
の 枯 渇 モ デ ル で は ， 反 す う に よ っ て 一 定 量 の 認 知 資 源 が 消 耗 さ れ て し ま
い ， 実 行 機 能 を 必 要 と す る 認 知 的 処 理 が 困 難 に な る こ と を 仮 定 す る 。 し
か し な が ら ， 感 情 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル に 基 づ く 先 行 研 究 で は ， 不 安 と 比
べ て 抑 う つ や 反 す う の 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス は 知 見 が 一 貫 し て い な い こ
と が 指 摘 さ れ て い る （ D o n a l d s o n ,  L a m ,  &  M a t h e w s ,  2 0 0 7 ;  G o t l i b  &  
J o o r m a n n ,  2 0 1 0 ;  M a t h e w s  &  M a c L e o d ,  2 0 0 5 ;  M o g g  &  B r a d l e y,  2 0 0 5）。 ま
た ， 認 知 資 源 の 枯 渇 モ デ ル に 基 づ く 先 行 研 究 で は ， 反 す う 傾 向 が 高 い ほ
ど 課 題 に 関 連 し た 情 報 の 保 持 が 容 易 で あ る （ A l t a m i r a n o ,  M i y a k e ,  &  
W h i t m e r ,  2 0 1 0） こ と や ， 注 意 を 捕 捉 す る よ う な 外 的 情 報 か ら の 干 渉 を
受 け に く い （ A l t a m i r a n o  e t  a l . ,  2 0 1 0 ;  Z e t s c h e ,  D ’ Av a n z a t o ,  &  J o o r m a n n ,  
2 0 1 2） こ と が 報 告 さ れ て い る 。 必 要 と さ れ る 情 報 を 干 渉 か ら 保 護 し 保 持
す る こ と は ， 実 行 機 能 に よ る 認 知 的 情 報 処 理 で あ る と 考 え ら れ る た め ，
こ れ ら の 結 果 は 認 知 資 源 の 枯 渇 モ デ ル に 基 づ く 予 測 と 一 致 し な い 。 こ れ
ら の こ と か ら ， 反 す う の 維 持 や 悪 化 を 説 明 す る 新 た な モ デ ル を 検 討 す る
必 要 が あ る 。  
 
第 ４ 節  注 意 の 範 囲 モ デ ル の 概 観  
第 １ 項  注 意 の 範 囲 モ デ ル の 概 要  
従 来 の 反 す う モ デ ル の 問 題 点 を 克 服 し う る モ デ ル と し て ， 注 意 の 範 囲
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モ デ ル （ a t t e n t i o n a l  s c o p e  m o d e l ;  W h i t m e r  &  G o t l i b ,  2 0 1 3） が あ る 。 気 分
の 拡 張 ―形 成 理 論 （ F r e d r i c k s o n ,  2 0 0 1） で は ， 感 情 状 態 が 注 意 の 範 囲 を
調 整 し て 情 報 の 選 択 や 取 り 入 れ を 変 化 さ せ る こ と を 仮 定 す る 。 こ の 理 論
を ふ ま え て ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル で は ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 繰 り 返 し 考 え
る と 注 意 の 範 囲 が 狭 く な り ， 思 考 の コ ン ト ロ ー ル に 必 要 な 情 報 の 取 り 込
み が 制 限 さ れ る 。 そ の こ と で ， 特 定 の 話 題 に 限 定 さ れ た 思 考 が 繰 り 返 し
生 じ ， 反 す う が 持 続 す る と 説 明 さ れ る （ W h i t m e r  &  G o t l i b ,  2 0 1 3）。  
本 研 究 に お け る 注 意 の 範 囲 と は ， 先 行 研 究 （ F a n g ,  S a n c h e z - L o p e s ,  &  
K o s t e r ,  2 0 1 7） に 基 づ き ，「 環 境 か ら 直 接 知 覚 さ れ る 情 報 の 総 量 」 と 定 義
す る 。 す な わ ち ， 視 空 間 上 の 注 意 の 範 囲 が 狭 い 場 合 に は 知 覚 さ れ る 情 報
の 総 量 が 少 な い と 理 解 す る こ と が で き る 。 注 意 の 範 囲 を 情 報 の 総 量 か ら
定 義 す る こ と で ， 注 意 の 範 囲 と い う 構 成 概 念 を 客 観 的 に 測 定 や 操 作 を す
る こ と が 可 能 に な る 。 そ の た め ， 本 研 究 で は F a n g  e t  a l .（ 2 0 1 7） の 定 義
を 採 用 す る こ と と し た 。  
注 意 の 範 囲 モ デ ル を 支 持 す る 知 見 と し て ， G r o l ,  H e r t e l ,  K o s t e r ,  &  D e  
R a e d t（ 2 0 1 5） は ， A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k を 用 い て 反 す う が 自 己 関 連
刺 激 に 対 す る 注 意 の 範 囲 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  
Ta s k は ， 基 準 と な る 刺 激 か ら タ ー ゲ ッ ト と な る 刺 激 ま で の 物 理 的 な 距
離 を も っ て 注 意 の 範 囲 を 測 定 す る 課 題 で あ る 。 そ の 結 果 ， 反 す う の ネ ガ
テ ィ ブ な 下 位 因 子 で あ る 考 え 込 み （ b r o o d i n g） は ， 自 己 関 連 刺 激 に 対 す
る 注 意 の 範 囲 の 狭 さ に 正 の 影 響 を 与 え る こ と が 示 さ れ た 。 ま た ， F a n g  
e t  a l .（ 2 0 1 7 ;  2 0 1 8 b） は ， M o v i n g  W i n d o w  Ta s k を 用 い て G r o l  e t  a l .
（ 2 0 1 5） と 同 様 の 検 討 を 行 っ た 。 M o v i n g  Wi n d o w  Ta s k は ， 視 線 追 跡 装
置 と 同 期 さ せ て 視 線 対 象 の 可 視 範 囲 を 変 動 さ せ る こ と で 注 意 の 範 囲 を 実
験 的 に 操 作 す る 課 題 で あ る 。 そ の 結 果 ， 注 意 の 範 囲 が 狭 い 条 件 に お い
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て ， 特 性 反 す う 高 群 は 低 群 よ り も 総 読 み 取 り 時 間 が 短 く ， 視 線 固 定 回 数
が 少 な か っ た 。 こ の 結 果 は 刺 激 の 種 類 に よ る 違 い は な く ， 感 情 状 態 や 抑
う つ を 統 制 し て も 同 様 の 結 果 が 示 さ れ た 。 こ れ ら の こ と か ら ， 反 す う は
注 意 の 範 囲 を 狭 く す る と 考 え ら れ る 。  
注 意 の 範 囲 モ デ ル の 特 徴 と し て ， 反 す う の 持 続 や 制 御 に 関 わ る 情 報 選
択 の プ ロ セ ス を 注 意 の 範 囲 と い う 自 動 的 な 認 知 的 情 報 処 理 で 説 明 す る 点
が 挙 げ ら れ る 。 実 際 に ， 注 意 の 範 囲 は セ ル フ コ ン ト ロ ー ル や 感 情 制 御 に
重 要 な 役 割 を 果 た す こ と が 指 摘 さ れ て い る （ H a n i f ,  F e r r e y,  F r i s c h e n ,  
P o z z o b o n ,  E a s t w o o d ,  S m i l e k ,  &  F e n s k e ,  2 0 1 2 ;  L u t z ,  S l a g t e r ,  D u n n e ,  &  
D a v i d s o n ,  2 0 0 8）。 ま た ， 注 意 と い う 認 知 的 情 報 処 理 は 感 覚 処 理 か ら 情
報 選 択 や 反 応 出 力 な ど 複 数 の 処 理 段 階 で 構 成 さ れ （ L a v i e  &  Ts a i ,  1 9 9 4 ;  
Vo g e l ,  M c C o l l o u g h ,  &  M a c h i z a w a ,  2 0 0 5）， な か で も 注 意 の 範 囲 は 初 期 の
感 覚 段 階 で 処 理 さ れ る と 考 え ら れ て い る （ 守 谷 ・ 河 西 ・ 入 戸 野 ，
2 0 1 1）。 こ れ は ， 注 意 の 範 囲 は 初 期 段 階 の 感 覚 処 理 を 表 す 事 象 関 連 電 位
（ E R P） の N 1 成 分 や P 1 成 分 と 関 連 が あ る と い う 知 見 （ H a n i f  e t  a l . ,  
2 0 1 2 ;  L u c k ,  Wo o d m a n ,  &  Vo g e l ,  2 0 0 0） か ら も 推 察 さ れ る 。  
 
第 ２ 項  注 意 の 範 囲 モ デ ル の 利 点 と 従 来 の 知 見 の 説 明  
注 意 の 範 囲 モ デ ル は ， 本 モ デ ル を 直 接 的 に 検 討 し た 研 究 は い ま だ 少 な
い と い う 問 題 点 は あ る も の の ， 従 来 の 反 す う モ デ ル で 説 明 で き な か っ た
知 見 を 含 め ， 多 く の 知 見 を 説 明 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 す な わ
ち ， 反 す う に よ っ て 注 意 の 範 囲 が 狭 く な れ ば ， 無 関 連 な 外 的 情 報 か ら の
干 渉 は 生 じ に く く な り （ A l t a m i r a n o  e t  a l . ,  2 0 1 0 ;  Z e t s c h e  e t  a l . ,  2 0 1 2），
注 意 を 向 け た 情 報 の 保 持 は 容 易 に な る （ A l t a m i r a n o  e t  a l . ,  2 0 1 0）。 そ の
一 方 で ， 取 り 組 む べ き 課 題 が 変 更 さ れ た 場 合 に は ， そ れ ま で 利 用 し て い
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た 情 報 か ら 注 意 を 切 り 替 え ， 新 た な 情 報 に 更 新 す る と い う 認 知 的 処 理 が
困 難 に な る （ R o b e r t s ,  Wa t k i n s ,  &  W i l l s ,  2 0 1 7 ;  W h i t m e r  &  B a n i c h ,  2 0 0 7）
と 説 明 す る こ と が で き る 。  
ま た ， 注 意 の 範 囲 を い う 概 念 を 用 い る こ と で ， こ れ ま で 説 明 で き な か
っ た 知 見 だ け で な く ， 感 情 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル や 認 知 資 源 の 枯 渇 モ デ ル
で 説 明 さ れ て き た 知 見 も 包 括 的 に 説 明 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。
す な わ ち ， 感 情 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル で は ， 思 考 内 容 の 感 情 価 と 一 致 す る
情 報 に 対 し て 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス が 生 じ る こ と で 反 す う が 持 続 す る こ
と を 想 定 す る 。 こ れ は ， ま ず ， 反 す う 状 態 で は 自 動 的 な 処 理 と し て 注 意
の 範 囲 が 狭 く な る 。 そ し て ， 反 す う に よ っ て ネ ガ テ ィ ブ 情 報 へ の 注 意 の
偏 り （ す な わ ち 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス ） が 生 じ る こ と で ， 注 意 の 範 囲 内
に 占 め る ネ ガ テ ィ ブ 情 報 の 割 合 が 多 く な り ， 反 す う が 持 続 す る と 説 明 す
る こ と が で き る 。 ま た ， 認 知 資 源 の 枯 渇 モ デ ル で は ， ネ ガ テ ィ ブ な 思 考
を 制 御 す る の に 必 要 な 認 知 資 源 が 枯 渇 す る こ と で 反 す う が 持 続 す る こ と
を 想 定 す る 。 こ れ は ， 反 す う が 注 意 の 範 囲 を 狭 め る こ と で ， 広 い 範 囲 か
ら 多 く の 情 報 を 取 り 込 む 必 要 の あ る 認 知 的 処 理 （ 例 ： 更 新 や 切 り 換 え ）
は 妨 害 さ れ る が （ E l l i s  &  A s h b r o o k ,  1 9 8 8 ;  L e v e n s  e t  a l . ,  2 0 0 9）， 狭 い 範
囲 で 情 報 を 保 持 す る よ う な 認 知 的 処 理 は 容 易 に な る （ A l t a m i r a n o  e t  a l . ,  
2 0 1 0 ;  Z e t s c h e  e t  a l . ,  2 0 1 2） と 説 明 す る こ と が で き る 。  
 
第 ５ 節  反 す う と 注 意 の 範 囲 に 関 す る 先 行 研 究 の 問 題 点  
第 １ 項  横 断 研 究 に よ る 内 的 妥 当 性 に 関 す る 課 題  
こ れ ま で 述 べ て き た よ う に ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル は 反 す う に 関 す る 多 く
の 知 見 を 説 明 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る が ， 以 下 の 問 題 点 が 存 在 す
る 。 第 １ の 問 題 点 と し て ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル を 支 持 す る 先 行 研 究 は ， 主
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に 横 断 研 究 デ ザ イ ン で 反 す う と ワ ー キ ン グ メ モ リ の 関 連 を 検 討 し て い る
た め （ W h i t m e r  &  G o t l i b ,  2 0 1 3）， 変 数 間 の 因 果 関 係 は 限 定 的 で あ る 。 ま
た ， 縦 断 研 究 デ ザ イ ン を 用 い た 場 合 で も ， 抑 う つ や 感 情 状 態 が 剰 余 変 数
と し て 反 す う と 注 意 の 範 囲 に 影 響 す る 可 能 性 を 排 除 す る こ と が で き な
い 。 一 方 で ， 精 神 症 状 に 関 す る 実 験 を 用 い た 研 究 の 利 点 と し て ， ( a )実
験 に よ っ て 時 間 の 前 後 関 係 が 保 証 さ れ る 点 で 変 数 間 の 因 果 関 係 を 強 く 主
張 で き る こ と ， ( b )操 作 可 能 ・ 管 理 可 能 な 原 因 を 明 ら か に す る こ と が で
き る こ と ， ( c )健 常 者 で あ っ て も あ る 条 件 が 加 わ れ ば 症 状 と 類 似 し た 状
態 を 示 す こ と が で き る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ 杉 浦 ， 2 0 0 9）。 そ の た
め ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 に 関 す る 内 的 妥 当 性 の 高 い 知 見 を 示 す た め に
は ， 反 す う や 注 意 の 範 囲 を 実 験 的 に 操 作 す る 必 要 が あ る が ， そ う し た 研
究 は ほ と ん ど な い 。  
 
第 ２ 項  本 邦 で 標 準 化 さ れ た 状 態 反 す う 尺 度 に 関 す る 課 題  
第 ２ の 問 題 点 と し て ， 反 す う を 状 態 と と ら え ， 実 験 的 に 操 作 す る う え
で ， 本 邦 で 標 準 化 さ れ た 状 態 反 す う 尺 度 が 作 成 さ れ て い な い 。 た と え
ば ， 佐 藤 ・ 伊 藤 ・ 鈴 木 （ 2 0 1 7） で は ， 反 す う を 実 験 的 に 操 作 し た う え で
長 期 記 憶 の 抑 制 を 表 す 検 索 誘 導 性 忘 却 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し て い る 。 こ
の 研 究 で は ， 操 作 チ ェ ッ ク 質 問 紙 （ E h r i n g ,  F u c h s ,  &  K l ä s e n e r ,  2 0 0 9） を
実 験 操 作 に 合 わ せ て 修 正 し た も の を 用 い て 状 態 反 す う を 測 定 し て お り ，
( a )課 題 へ の 集 中 度 ， ( b )自 己 に 関 す る 嫌 な 経 験 の 想 起 ， ( c )苦 痛 度 ， ( d )嫌
な 経 験 を 考 え 込 む 程 度 の ４ 項 目 で 構 成 さ れ て い る 。 そ の 結 果 ， 状 態 反 す
う 群 で は 統 制 群 よ り も 実 験 操 作 の 前 後 で 操 作 チ ェ ッ ク 質 問 紙 の 得 点 が 高
く な り ， 刺 激 の 感 情 価 に 関 わ ら ず 長 期 記 憶 の 抑 制 が 困 難 に な る こ と が 示
唆 さ れ た （ 佐 藤 ら ， 2 0 1 7）。 そ の 一 方 で ， 佐 藤 ら （ 2 0 1 7） が 用 い た 操 作
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チ ェ ッ ク 質 問 紙 の 信 頼 性 と 妥 当 性 は 検 討 さ れ て い な い 。 反 す う を 実 験 的
に 操 作 し た 場 合 ， 操 作 チ ェ ッ ク と し て 状 態 反 す う を 定 量 的 に 測 定 す る 必
要 が あ る が ， 本 邦 で は そ う し た 尺 度 は 作 成 さ れ て い な い 。  
こ れ ま で 開 発 さ れ て い る 状 態 反 す う を 測 定 す る 尺 度 と し て は ，
R u m i n a t i o n  a b o u t  a n  I n t e r p e r s o n a l  O f f e n s e  S c a l e（ R I O ;  Wa d e ,  Vo g e l ,  L i a o ,  
&  G o l d m a n ,  2 0 0 8） が あ る 。 R I O は 今 現 在 の 対 人 関 係 で 生 じ る ネ ガ テ ィ
ブ な 気 持 ち の 反 応 と し て の 状 態 反 す う を 測 定 す る 尺 度 で あ り ， 反 す う に
関 す る 定 義 や 文 献 か ら 反 す う を 測 定 す る 尺 度 を レ ビ ュ ー し て 項 目 が 作 成
さ れ た 。 こ の 尺 度 は ， 尺 度 開 発 の た め に 大 学 生 5 1 4 名 ， 信 頼 性 と 妥 当 性
の 検 討 の た め に 大 学 生 3 4 0 名 ， 臨 床 群 と し て 対 人 関 係 上 の 悩 み で 治 療 を
受 け て い る 大 学 生 1 1 3 名 の ３ つ の サ ン プ ル を 対 象 に し て 開 発 さ れ た 。
R I O の 構 造 的 妥 当 性 は ， 全 て の サ ン プ ル で ６ 項 目 １ 因 子 構 造 で あ る こ と
が 確 認 さ れ て い る 。 信 頼 性 と し て R I O の 内 的 整 合 性 は ， 全 て の サ ン プ
ル で C r o n b a c h の α 係 数 が . 9 1～ . 9 2 で あ っ た 。 ま た ， 検 査 ―再 検 査 の 間
隔 を 1 0 週 間 以 上 と 設 定 し た う え で 4 0 名 の デ ー タ で 再 検 査 信 頼 性 を 検 討
し た と こ ろ ， R I O の 再 検 査 信 頼 性 係 数 は r  =  . 5 1 で あ っ た 。 そ し て ， R I O
の 構 成 概 念 妥 当 性 は ， 怒 り 反 す う の 各 下 位 尺 度 （ 怒 り 体 験 想 起 ， 報 復 思
考 ， 怒 り 記 憶 ）， 対 人 関 係 上 の 傷 つ き に 対 す る 反 応 の 各 下 位 尺 度 （ 報
復 ， 回 避 ）， 抑 う つ な ど で 検 討 さ れ て い る 。 そ の 結 果 ， R I O は 怒 り 体 験
想 起 と r  =  . 4 6， 報 復 思 考 と r  =  . 3 5， 怒 り 記 憶 と r  =  . 5 1， 報 復 と r  
=  . 3 2， 回 避 と r  =  . 1 4， 抑 う つ と r  =  . 2 8 の 相 関 が そ れ ぞ れ 示 さ れ た （ p s  
<  . 0 0 1）。 こ れ ら の こ と か ら ， R I O は 状 態 反 す う を 測 定 す る の に 有 用 な
尺 度 で あ る と 考 え ら れ る が ， R I O の 日 本 語 版 は 作 成 さ れ て い な い 。  
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第 ３ 項  反 す う 操 作 に お け る 思 考 時 間 に 関 す る 課 題  
第 ３ の 問 題 点 と し て ， 反 す う が 注 意 の 範 囲 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る う
え で ， 従 来 の 反 す う 操 作 で は 思 考 内 容 の 感 情 価 の み を 操 作 し て お り ， 思
考 時 間 が 操 作 さ れ て い な い 。 反 す う を 実 験 的 に 操 作 す る 手 続 き と し て ，
N o l e n - H o e k s e m a  &  M o r r o w（ 1 9 9 3） の 反 応 課 題 が あ る 。 こ の 課 題 で は ，
自 身 の ネ ガ テ ィ ブ な 気 持 ち ， 考 え ， 身 体 感 覚 な ど に 注 意 を 向 け る 反 す う
条 件 と ， ニ ュ ー ト ラ ル な 対 象 に 注 意 を 向 け る 気 そ ら し 条 件 を 設 定 し て ，
い ず れ か の 条 件 を ８ 分 間 経 験 さ せ る こ と で 状 態 反 す う を 操 作 し て い る 。
そ の 一 方 で ， 反 す う は ネ ガ テ ィ ブ な 思 考 内 容 だ け で な く ， 思 考 の 持 続 性
も そ の 特 徴 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ O l a t u n j i ,  N a r a g o n - G a i n e y,  &  
Wo l i t z k y - Ta y l o r ,  2 0 1 3 ;  S m i t h  &  A l l o y,  2 0 0 9）。 ま た ， 気 分 の 拡 張 ―形 成
理 論 で は ， ポ ジ テ ィ ブ 感 情 が 注 意 焦 点 を 拡 張 さ せ る こ と は 繰 り 返 し 報 告
さ れ て い る が （ G a r l a n d ,  F r e d r i c k s o n ,  K r i n g ,  J o h n s o n ,  M e y e r ,  &  P e n n ,  
2 0 1 0）， ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 注 意 焦 点 を 狭 く す る こ と は 知 見 が 一 貫 し て い
な い （ F r e d r i c k s o n  &  B r a n i g a n ,  2 0 0 5 ;  R o w e ,  H i r s h ,  &  A n d e r s o n ,  2 0 0 7）。
そ の 一 方 で ， 反 す う が 注 意 の 範 囲 を 狭 く す る 可 能 性 は 複 数 の 先 行 研 究 で
指 摘 さ れ て い る こ と か ら （ G r o l  e t  a l . ,  2 0 1 5 ;  F a n g  e t  a l . ,  2 0 1 7 ;  2 0 1 8 b），
思 考 内 容 の 感 情 価 と 思 考 時 間 が 注 意 の 範 囲 を 狭 め る 要 因 で あ る 可 能 性 が
あ る が ， こ の 点 に つ い て は 検 討 さ れ て い な い 。  
 
第 ４ 項  反 す う と 注 意 の 範 囲 が 抑 う つ を 維 持 ・ 悪 化 さ せ る プ ロ セ ス に 関
す る 課 題  
第 ４ の 問 題 点 と し て ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 が 抑 う つ を 維 持 ・ 悪 化 さ せ
る プ ロ セ ス は 明 ら か に さ れ て い な い 。 こ れ ま で の 研 究 で は ， 反 す う と 注
意 の 範 囲 の 関 連 に つ い て は 検 討 さ れ て い る が （ G r o l  e t  a l . ,  2 0 1 5 ;  F a n g  
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e t  a l . ,  2 0 1 7 ;  2 0 1 8 b）， 反 す う が 注 意 の 範 囲 を 狭 く す る こ と で 抑 う つ が 悪
化 す る プ ロ セ ス ま で は 検 討 さ れ て い な い 。  
Te a s d a l e（ 1 9 8 5） の 抑 う つ 的 処 理 活 性 仮 説 で は ， 抑 う つ と ネ ガ テ ィ ブ
な 認 知 情 報 処 理 の 相 互 影 響 性 を 仮 定 し て い る 。 具 体 的 に こ の モ デ ル で
は ， 抑 う つ が 高 い 者 や 大 う つ 病 エ ピ ソ ー ド を 経 験 し た 者 は ， ネ ガ テ ィ ブ
な ラ イ フ イ ベ ン ト を 経 験 す る と ネ ガ テ ィ ブ な 記 憶 を 想 起 し や す く な り ，
普 段 は ネ ガ テ ィ ブ に 感 じ な い 体 験 で さ え も ネ ガ テ ィ ブ に 感 じ や す く な る
と い っ た 抑 う つ 的 情 報 処 理 が 活 性 化 す る 。 そ の こ と で ， も と も と の 体 験
が さ ら に 嫌 悪 的 で 制 御 す る こ と が 困 難 で あ る と 感 じ る よ う に な り ， 抑 う
つ が さ ら に 悪 化 し て し ま う と い う 悪 循 環 が 形 成 さ れ る と 説 明 さ れ る 。 実
際 に ， 抑 う つ 的 情 報 処 理 が 活 性 化 し た 状 態 で あ る 反 す う が 抑 う つ を 高 め
る だ け で な く ， 抑 う つ が 反 す う を 高 め る こ と が 報 告 さ れ て い る （ N o l e n -
H o e k s e m a ,  S t i c e ,  Wa d e  &  B o h o n ,  2 0 0 7 ;  高 野 ・ 丹 野 ， 2 0 0 8 a）。  
反 す う が 注 意 の 範 囲 に 及 ぼ す 影 響 だ け で な く ， 注 意 の 範 囲 が 反 す う に
及 ぼ す 影 響 も 検 討 す る こ と は ， 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 に お け る 基 礎 的 知 見
の 提 供 に も つ な が る と 考 え ら れ る 。 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 と は ， ネ ガ テ ィ
ブ な 認 知 的 情 報 処 理 を 改 善 さ せ る た め の 認 知 訓 練 を 行 う こ と で 抑 う つ ，
不 安 ， 反 す う と い っ た 臨 床 症 状 の 低 減 を 目 指 す 治 療 法 で あ る （ K o s t e r ,  
H o o r e l b e k e ,  O n r a e d t ,  O w e n s ,  &  D e r a k s h a n ,  2 0 1 7） 。 認 知 バ イ ア ス 修 正 法
の 利 点 と し て ， ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 的 情 報 処 理 と 臨 床 症 状 の 因 果 関 係 を 明
ら か に す る こ と が で き る こ と が 挙 げ ら れ る 。 そ の 一 方 で ， 抑 う つ や 反 す
う に 対 す る 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 の 治 療 有 効 性 は 知 見 が 一 貫 し て い な い た
め （ F a n g ,  H o o r e l b e k e ,  B r u y n e e l ,  N o t e b a e r t ,  M a c L e o d ,  D e  R a e d t ,  &  
K o s t e r ,  2 0 1 8 ;  K o s t e r  e t  a l . ,  2 0 1 7） ， こ の 介 入 法 の 基 盤 と な る 基 礎 的 知 見
の 蓄 積 が 必 要 で あ る 。  
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こ れ ら の 知 見 を ふ ま え る と ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル で は ， 反 す う が 注 意 の
範 囲 が 狭 め る こ と で 情 報 の 取 り 込 み が 制 限 さ れ る と 仮 定 す る 。 そ の た
め ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で 注 意 の 範 囲 が 狭 く な る こ と で ， 特 定 の 話 題 に 限
定 さ れ た 思 考 が 繰 り 返 し 生 じ ， 反 す う が 持 続 す る と 考 え ら れ る が ， こ の
点 に つ い て は 検 討 さ れ て い な い 。  
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第 ２ 章  先 行 研 究 の 問 題 点 と 本 研 究 の 目 的  
 
第 １ 節  先 行 研 究 の 問 題 点 の 整 理 と 本 研 究 の 目 的  
 第 １ 章 ５ 節 で 反 す う と 注 意 の 範 囲 に 関 す る 先 行 研 究 の 問 題 点 を 概 観 し
た 。 そ の う え で ， 今 後 の 検 討 課 題 は 以 下 の よ う に 整 理 す る こ と が で き
る 。  
( 1 )  反 す う と 注 意 の 範 囲 に 関 す る 内 的 妥 当 性 の 高 い 知 見 を 示 す た め
に ， 反 す う や 注 意 の 範 囲 を 実 験 的 に 操 作 す る 必 要 が あ る 。  
( 2 )  状 態 反 す う を 定 量 的 に 測 定 す る こ と が で き る 状 態 反 す う 尺 度 を 作
成 す る 必 要 が あ る 。  
( 3 )  思 考 内 容 の 感 情 価 と 思 考 時 間 の 観 点 か ら ， 反 す う を 実 験 的 に 操 作
す る 必 要 が あ る 。  
( 4 )  反 す う と 注 意 の 範 囲 が 抑 う つ を 維 持 ・ 悪 化 さ せ る プ ロ セ ス を 検 討
す る 必 要 が あ る 。  
 こ れ ら の 検 討 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 研 究 で は 注 意 の 範 囲 モ デ ル に
基 づ く 反 す う の 持 続 過 程 を 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  
 
第 ２ 節  本 研 究 の 意 義  
 認 知 的 情 報 処 理 の 観 点 か ら 反 す う の 維 持 や 悪 化 を 説 明 す る モ デ ル と し
て ， 感 情 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル と 認 知 資 源 の 枯 渇 モ デ ル が あ る こ と が 整 理
さ れ た 。 こ れ ら は 先 行 研 究 の 知 見 を 広 く 説 明 す る こ と で き る モ デ ル と し
て 広 く 用 い ら れ て い る 。 そ の 一 方 で ， 感 情 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル や 認 知 資
源 の 枯 渇 モ デ ル で は 説 明 な 困 難 な 知 見 も 報 告 さ れ て い る 。 そ の な か で ，
注 意 の 範 囲 モ デ ル は ， こ れ ら の モ デ ル や 概 念 で は 説 明 で き な か っ た 知 見
だ け で な く ， こ れ ら で 説 明 が さ れ て き た 知 見 も あ わ せ て 説 明 す る こ と が
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で き る た め ， 反 す う の 維 持 や 悪 化 を 説 明 す る モ デ ル と し て 有 用 で あ る と
考 え ら れ る 。 そ の た め ， こ れ ま で ほ と ん ど 検 討 さ れ て こ な か っ た 注 意 の
範 囲 と い う 認 知 的 情 報 処 理 の 観 点 か ら 反 す う の 維 持 や 悪 化 を 説 明 し ， 注
意 の 範 囲 モ デ ル の 妥 当 性 を 明 ら か に す る こ と が で き る 点 で 意 義 が あ る と
考 え ら れ る 。  
 
第 ３ 節  本 研 究 の 構 成  
 本 研 究 は 全 ６ 章 で 構 成 さ れ る （ F i g u r e  2 - 1）。 第 １ 章 で は ， 反 す う と 注
意 の 範 囲 に 関 す る 研 究 動 向 と 課 題 を 整 理 し ， 本 章 で 本 研 究 の 目 的 と 意 義
を 提 示 し た 。 第 ３ 章 （ 研 究 １ ） で は ， 状 態 反 す う を 測 定 す る 尺 度 で あ る
R u m i n a t i o n  a b o u t  a n  I n t e r p e r s o n a l  O f f e n s e  S c a l e（ R I O） 日 本 語 版 を 作 成
し ， そ の 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 討 し た 。 第 ４ 章 （ 研 究 ２ ） で は ， 反 す う と
注 意 の 範 囲 に 関 す る 内 的 妥 当 性 の 高 い 知 見 を 示 す た め に ， 反 す う を 思 考
内 容 の 感 情 価 と 思 考 時 間 の 観 点 か ら 操 作 し た う え で 注 意 の 範 囲 に 及 ぼ す
影 響 を 検 討 し た 。 第 ５ 章 （ 研 究 ３ ） で は ， 注 意 の 範 囲 の 観 点 か ら 反 す う
の 持 続 過 程 を 明 ら か に す る た め に ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 の 注 意 の 範 囲 が 反
す う に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。 こ れ ら を ふ ま え ， 第 ６ 章 で は ， 反 す う と
注 意 の 範 囲 が 双 方 向 的 に 影 響 し あ う と い う 反 す う の 持 続 過 程 に つ い て 考
察 し た う え で ， 本 研 究 に よ る 臨 床 応 用 可 能 性 と 人 間 科 学 へ の 寄 与 に つ い
て 論 じ た 。  
 
第 ４ 節  本 研 究 で 扱 う 概 念 の 整 理  
第 １ 項  う つ 病 と 抑 う つ の 概 念 整 理 と 本 研 究 に お け る 「 抑 う つ 」 の 定 義  
 本 邦 で は ， う つ 病 に 関 連 す る 用 語 が 数 多 く 用 い ら れ て い る た め ， 本 研
究 が 対 象 と す る 臨 床 像 や 構 成 概 念 を 明 確 に す る た め に ， こ れ ら の 用 語 を  
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F i g u r e  2 - 1 .  本 研 究 の 構 成  
  
第２章　先行研究の問題点と本研究の目的
(1)
(2)
(3)
(4)
研究１
研究２
研究３
第６章　総合考察
反すうによる注意の範囲の差異――思考内容の感情価と思
考時間からの検討――
ネガティブ気分下の注意の範囲が反すうに及ぼす影響
第５章　注意の範囲モデルに基づく反すうの持続過程の検討
第１章　反すうと注意の範囲に関する研究動向と課題
第３章　状態反すう尺度の作成と信頼性・妥当性の検討
第４章　反すうが注意の範囲に及ぼす影響の検討
Rumination about an Interpersonal Offense Scale（RIO）日本
語版の作成と信頼性・妥当性の検討
内的妥当性の高い知見を示すためには，反すうや注意の範囲を
実験的に操作する必要があるが，そうした検討はほとんどない。
→第４章，第５章で検討
本邦では状態反すうを測定するための標準化された尺度が作成
されていない。→第３章で検討
従来の反すう操作は思考内容の感情価しか操作されておらず，
思考時間は操作されていない。→第４章で検討
反すうと注意の範囲が抑うつを維持・悪化させるプロセスは検討
されていない。→第５章で検討
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操 作 的 に 定 義 す る 必 要 が あ る 。 ま ず ， 本 研 究 に お け る う つ 病 と は ，
D S M - 5（ Ta b l e  1 - 1 ;  A PA ,  2 0 1 3  高 橋 ・ 大 野 監 訳 ， 2 0 1 4） の 診 断 基 準 を 満
た し た 状 態 像 と 定 義 す る 。 ま た ， 坂 本 （ 1 9 9 8） は ， う つ 病 に 関 連 す る 状
態 像 と し て ， 抑 う つ 気 分 ， 抑 う つ 症 状 ， 抑 う つ 症 候 群 に 分 類 し て い る 。
具 体 的 に ， 抑 う つ 気 分 と は 「 一 時 的 な 落 ち 込 み 気 分 状 態 」， 抑 う つ 症 候
群 と は 「 診 断 基 準 に 該 当 す る 症 状 」， 抑 う つ 症 候 群 と は 「 複 数 の 抑 う つ
症 状 が ま と ま っ た も の 」 と そ れ ぞ れ 定 義 さ れ て い る （ 坂 本 ， 1 9 9 8）。 そ
の 一 方 で ， こ れ ら の 状 態 像 は 重 複 し た 要 素 も 含 ま れ て お り ， D S M - 5 に
お け る う つ 病 の 診 断 基 準 で も 分 類 さ れ て い な い 。 そ の た め ， 本 研 究 で は
抑 う つ を 「 憂 う つ 感 や 気 分 の 落 ち 込 ん だ 状 態 」 と 定 義 す る 。  
  
第 ２ 項  特 性 反 す う と 状 態 反 す う の 概 念 整 理 と 本 研 究 に お け る 「 反 す
う 」 の 定 義  
 第 １ 章 ３ 節 に お い て ， 特 性 や 個 人 差 に 基 づ く 反 す う モ デ ル と 認 知 的 情
報 処 理 に 基 づ く 反 す う モ デ ル の 観 点 か ら ， 既 存 の 反 す う モ デ ル を 概 観 し
た 。 そ の う え で ， こ れ ら の モ デ ル で 対 象 と す る 反 す う の 状 態 像 を 明 確 に
す る た め に も ， 特 性 と 状 態 の 観 点 か ら 反 す う を 定 義 す る 必 要 が あ る 。 そ
こ で 本 研 究 で は ， 特 性 反 す う を 「 安 定 的 に ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え
る 傾 向 」， 状 態 反 す う を 「 あ る 時 点 で ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え て い
る 状 態 」 と そ れ ぞ れ 定 義 す る 。 そ の う え で ， 本 研 究 で は 反 す う の 認 知 的
情 報 処 理 の 特 徴 と 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 因 果 関 係 を 検 討 す る た め に ， 状
態 反 す う に 焦 点 を 当 て た 研 究 を 行 う 。  
 そ の 一 方 で ， 特 性 反 す う と 状 態 反 す う は 互 い に 相 反 す る 状 態 像 を 指 す
わ け で は な い 。 実 際 に ， 多 く の 先 行 研 究 で ， 状 態 反 す う を 行 う 頻 度 が 高
い こ と を 特 性 反 す う が 高 い こ と と 想 定 し て い る （ N o l e n - H o e k s e m a  e t  a l . ,  
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2 0 0 8 ;  O l a t u n j i  e t  a l . ,  2 0 1 3 ;  S m i t h  &  A l l o y,  2 0 0 9）。 そ の た め ， 本 研 究 の
知 見 は 状 態 反 す う に 限 ら ず ， 反 す う の 認 知 行 動 的 特 徴 を 理 解 す る こ と に
つ な が る と 考 え ら れ る 。  
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第 ３ 章  Rum ina t ion abou t a n I n terp erso nal  Of f ense  Sca le   
（ RI O） 日 本 語 版 の 作 成 と 信 頼 性 ・ 妥 当 性 の 検 討 （ 研 究 １ ）  
 
第 １ 節  問 題 と 目 的  
先 行 研 究 の 問 題 点 と し て ， 本 邦 で は 標 準 化 さ れ た 状 態 反 す う 尺 度 が 作
成 さ れ て い な い こ と が 指 摘 さ れ た 。 内 的 妥 当 性 の 高 い 知 見 を 示 す た め に
は ， 反 す う を 実 験 的 に 操 作 し た う え で 注 意 の 範 囲 モ デ ル を 検 討 す る 必 要
が あ る 。 し か し な が ら ， 反 す う 操 作 の 妥 当 性 を 確 認 す る た め の 尺 度 が 存
在 し な い た め ， 実 際 に は 抑 う つ や 感 情 状 態 が 剰 余 変 数 と な る 可 能 性 を 排
除 す る こ と が で き な い 。  
そ こ で ， 研 究 １ で は R I O 日 本 語 版 の 作 成 と そ の 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検
討 す る こ と を 目 的 と し た 。 そ の 際 ， 尺 度 作 成 研 究 の 質 向 上 の た め の ガ イ
ド ラ イ ン で あ る I S P O R（ I n t e r n a t i o n a l  S o c i e t y  f o r  P h a r m a c o e c o n o m i c s  a n d  
O u t c o m e s  R e s e a r c h） タ ス ク フ ォ ー ス と C O S M I N（ C o n s e n s u s - b a s e d  
S t a n d a r d s  f o r  S e l e c t i o n  o f  H e a l t h  M e a s u r e m e n t  I n s t r u m e n t s） に 従 っ た 。
ま た ， C O S M I N に お い て ， 妥 当 性 は 内 容 的 妥 当 性 ， 基 準 関 連 妥 当 性 ， 構
成 概 念 妥 当 性 に 分 類 さ れ ， こ の う ち 構 成 概 念 妥 当 性 は ， 構 造 的 妥 当 性 ，
異 文 化 間 妥 当 性 ， 仮 説 検 証 の 下 位 項 目 で 構 成 さ れ る 。 R I O の 原 版 は 反 す
う に 関 す る 定 義 や 文 献 か ら 反 す う を 測 定 す る 尺 度 を レ ビ ュ ー し て 項 目 が
作 成 さ れ た た め （ Wa d e  e t  a l . ,  2 0 0 8）， R I O の 内 容 的 妥 当 性 は 確 認 さ れ て
い る と 判 断 し た 。 ま た ， 基 準 関 連 妥 当 性 の 検 討 は 構 成 概 念 妥 当 性 の 仮 説
検 証 の 手 続 き と 重 複 す る た め ， 本 研 究 で は 構 成 概 念 妥 当 性 を 検 討 す る こ
と と し た 。  
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第 ２ 節  本 研 究 の 仮 説  
R I O 日 本 語 版 を 作 成 し ， そ の 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 討 す る う え で ， 以 下
の 基 準 と 仮 説 を 設 定 し た 。 構 造 的 妥 当 性 の 検 討 と し て ， R I O の 原 版 で は
６ 項 目 １ 因 子 構 造 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る た め （ Wa d e  e t  a l . ,  
2 0 0 8）， 確 証 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。 確 証 的 因 子 分 析 の モ デ ル 適 合 度 の 基
準 は ， G F I と A G F I と C F I が . 9 5 以 上 ， R M S E A が . 0 8 以 下 と し た う え で
（ H o o p e r ,  C o u g h l a n ,  &  M u l l e n ,  2 0 0 8），「 R I O 日 本 語 版 は 原 版 と 同 様 に ６
項 目 １ 因 子 構 造 で あ る 」 と い う 仮 説 を 立 て た 。  
信 頼 性 と し て 内 的 整 合 性 の 検 討 で は ， C r o n b a c h の α 係 数 を 算 出 し
た 。 内 的 整 合 性 の 基 準 は ， C r o n b a c h の α 係 数 が . 7 0 以 上 を 採 用 基 準 と
し ， . 8 0～ . 9 0 を 十 分 な 値 と し た （ D e Ve l l i s ,  2 0 1 6）。 ま た ， 再 検 査 信 頼 性
の 検 討 で は ， １ 回 目 調 査 と ２ 回 目 調 査 の 間 で 級 内 相 関 係 数 （ I n t r a c l a s s  
C o r r e l a t i o n  C o e f f i c i e n t :  I C C） を 算 出 し た 。 I C C の 基 準 は ， . 4 0～ . 5 9 を
f a i r， . 6 0～ . 7 4 を g o o d， . 7 5 以 上 を e x c e l l e n t と し た （ C i c c h e t t i ,  1 9 9 4）。
R I O 日 本 語 版 は 状 態 反 す う を 測 定 す る 尺 度 で あ る た め ， 回 答 時 の 抑 う つ
や ス ト レ ッ サ ー の 程 度 な ど に よ っ て 得 点 は 変 動 す る こ と が 想 定 さ れ た 。
そ の た め ， R I O 日 本 語 版 は 特 性 で あ る 特 性 反 す う や 私 的 自 己 意 識 よ り も
再 検 査 信 頼 性 が 低 い と 考 え ら れ た 。 ま た ， R I O の 原 版 の 再 検 査 信 頼 性 係
数 は r  =  . 5 1 で あ っ た こ と か ら （ Wa d e  e t  a l . ,  2 0 0 8），「 R I O 日 本 語 版 は 特
性 反 す う や 私 的 自 己 意 識 よ り も 再 検 査 信 頼 性 係 数 が 低 い も の の ， . 6 0 以
上 の 値 が 示 さ れ る 」 と い う 仮 説 を 立 て た 。 な お ， R I O 日 本 語 版 は 特 性 で
は な く 状 態 と し て の 反 す う を 測 定 す る 尺 度 で あ る こ と か ら ， 検 査 ―再 検
査 の 間 隔 を ２ 週 間 に 設 定 し た 。  
構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討 と し て ， R I O の 原 版 で は 怒 り や 対 人 関 係 上 の 傷
つ き に 対 す る 反 応 な ど と の 関 連 を 検 討 し て い る （ Wa d e  e t  a l . ,  2 0 0 8）。 そ
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の 一 方 で ， 反 す う は 抑 う つ の 維 持 ・ 悪 化 要 因 で あ る た め （ N o l e n -
H o e k s e m a  e t  a l . ,  2 0 0 8）， 本 研 究 で は 抑 う つ に 関 連 す る 要 因 と し て ， 特 性
反 す う ， 私 的 自 己 意 識 （ 反 芻 ， 省 察 ）， 感 情 調 節 （ 抑 制 ， 再 評 価 ）， 感 情
状 態 （ ネ ガ テ ィ ブ 感 情 ， ポ ジ テ ィ ブ 感 情 ） と の 関 連 を 検 討 し た 。 相 関 の
強 さ は ， 先 行 研 究 （ C o h e n ,  1 9 8 8） に 従 い ， | r |  <  . 1 0 を 相 関 な し ， . 1 0  ≤  
| r |  <  . 3 0 を 弱 い ， . 3 0  ≤  | r |  <  . 5 0 を 中 程 度 ， | r |  ≥  . 5 0 を 強 い と し た 。 第 １
に ， 状 態 反 す う と 特 性 反 す う は ， 状 態 と 特 性 の 違 い 以 外 で は ネ ガ テ ィ ブ
思 考 の 反 復 性 と い う 点 で 共 通 し た 特 徴 を も ち （ M a r t i n  &  Te s s e r ,  1 9 9 6），
R I O の 原 版 と 特 性 反 す う は r  =  . 6 1～ . 6 2 の 相 関 が 示 さ れ て い る （ S m a r t ,  
P e t e r s ,  &  B a e r ,  2 0 1 6）。 こ の こ と か ら ，「 R I O 日 本 語 版 と 特 性 反 す う は . 5 0
以 上 の 正 の 相 関 が 示 さ れ る こ と で 収 束 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ る 」 と い う 仮
説 を 立 て た 。 第 ２ に ， 状 態 反 す う と 私 的 自 己 意 識 に お い て ， 反 芻 は 「 自
己 へ の 脅 威 ， 喪 失 ， 不 正 に よ っ て 動 機 づ け ら れ た 自 己 へ 注 意 を 向 け や す
い 特 性 」 と 定 義 さ れ ， 省 察 は 「 知 的 好 奇 心 に よ っ て 動 機 づ け ら れ た 自 己
へ 注 意 を 向 け や す い 特 性 」 と 定 義 さ れ る （ 高 野 ・ 丹 野 ， 2 0 0 8 b）。 そ の う
え で ， 状 態 反 す う と 私 的 自 己 意 識 は い ず れ も 自 己 に 関 す る 思 考 へ の 注 意
の 持 続 と い う 点 で 状 態 反 す う と 共 通 し た 特 徴 を も つ が （ N o l e n - H o e k s e m a  
e t  a l . ,  2 0 0 8）， 私 的 自 己 意 識 の 反 芻 は 抑 う つ を 悪 化 さ せ ， 省 察 は 抑 う つ
を 低 減 さ せ る こ と が 報 告 さ れ て い る （ Ta k a n o  &  Ta n n o ,  2 0 0 9）。 ま た ， 状
態 反 す う は 抑 う つ と 正 の 相 関 が 示 さ れ て い る こ と か ら （ M a r c h e t t i ,  M o r ,  
C h i o r r i ,  &  K o s t e r ,  2 0 1 8 ;  N e p o n  e t  a l . ,  2 0 1 1 ;  Wa d e  e t  a l . ,  2 0 0 8），「 R I O 日
本 語 版 と 私 的 自 己 意 識 の 反 芻 は . 5 0 以 上 の 正 の 相 関 が 示 さ れ る こ と で 収
束 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ る 」，「 R I O 日 本 語 版 と 私 的 自 己 意 識 の 省 察 は . 3 0
未 満 の 負 の 相 関 が 示 さ れ る こ と で 弁 別 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ る 」 と い う 仮
説 を 立 て た 。 第 ３ に ， 状 態 反 す う と 感 情 調 節 に お い て ， 状 態 反 す う は ネ
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ガ テ ィ ブ 思 考 の 反 復 性 を 特 徴 と す る の に 対 し ， 感 情 調 節 は 感 情 に 対 す る
意 図 的 ・ 非 意 図 的 な 対 処 を 特 徴 と す る 点 で 異 な る 。 そ の 一 方 で ， 感 情 調
節 の 抑 制 は 「 感 情 生 起 後 に 感 情 の 表 出 を 抑 え る 方 略 」 と 定 義 さ れ （ 吉
津 ・ 関 口 ・ 雨 宮 ， 2 0 1 3）， 先 行 研 究 で は 特 性 反 す う と r  =  . 3 7 の 相 関 が 示
さ れ て い る （ Z a w a d z k i ,  2 0 1 5）。 ま た ， 感 情 調 節 の 再 評 価 は 「 感 情 の 原
因 と な る 出 来 事 を 再 解 釈 し て 感 情 の 生 起 そ の も の を 調 節 す る 方 略 」 と 定
義 さ れ （ 吉 津 ら ， 2 0 1 3）， 先 行 研 究 で は 特 性 反 す う と r  =  - . 2 6 の 相 関 が
示 さ れ て い る （ Z a w a d z k i ,  2 0 1 5）。 こ れ ら の こ と か ら ，「 R I O 日 本 語 版 と
感 情 調 節 の 抑 制 は . 3 0 以 上 . 5 0 未 満 の 正 の 相 関 が 示 さ れ る こ と で 収 束 的
妥 当 性 が 確 認 さ れ る 」，「 R I O 日 本 語 版 と 感 情 調 節 の 再 評 価 は . 3 0 未 満 の
負 の 相 関 が 示 さ れ る こ と で 弁 別 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ る 」 と い う 仮 説 を 立
て た 。 第 ４ に ， 状 態 反 す う と 抑 う つ に お い て ， 先 行 研 究 で は r  =  . 2 8
～ . 5 4 の 相 関 が 示 さ れ て い る （ M a r c h e t t i  e t  a l . ,  2 0 1 8 ;  N e p o n  e t  a l . ,  2 0 1 1 ;  
Wa d e  e t  a l . ,  2 0 0 8）。 こ の こ と か ら ，「 R I O 日 本 語 版 と 抑 う つ は . 5 0 以 上 の
正 の 相 関 が 示 さ れ る こ と で 収 束 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ る 」 と い う 仮 説 を 立
て た 。 最 後 に ， 状 態 反 す う と 感 情 状 態 に お い て ， 反 す う は 精 神 的 健 康 を
悪 化 さ せ る こ と が 指 摘 さ れ て い る た め （ N o l e n - H o e k s e m a  e t  a l . ,  2 0 0 8），
「 R I O 日 本 語 版 と ネ ガ テ ィ ブ 感 情 は . 5 0 以 上 の 正 の 相 関 が 示 さ れ る こ と
で 収 束 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ る 」，「 R I O 日 本 語 版 と ポ ジ テ ィ ブ 感 情 は . 5 0
以 上 の 負 の 相 関 が 示 さ れ る こ と で 収 束 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ る 」 と い う 仮
説 を 立 て た 。  
 
第 ３ 節  方 法  
調 査 対 象 者  
 本 研 究 で は ， 首 都 圏 の 私 立 大 学 ３ 校 に 在 籍 す る 大 学 生 と 大 学 院 生 を 対
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象 に 質 問 紙 を 配 布 し ， そ の う ち 欠 損 値 が あ っ た 1 9 名 分 の デ ー タ を 除 外
し た 2 0 8 名 （ 男 性 7 1 名 ， 女 性 1 3 7 名 ； 平 均 年 齢 2 0 . 4 6 歳 ± 2 . 2 4 歳 ） を 分
析 対 象 と し た 。 同 様 に ， 再 検 査 信 頼 性 の 検 討 で も 欠 損 値 が あ っ た １ 名 分
の デ ー タ を 除 外 し た 5 5 名 （ 男 性 1 4 名 ， 女 性 4 1 名 ； 平 均 年 齢
2 0 . 3 5 ± 2 . 6 3 歳 ） を 分 析 対 象 と し た 。 そ の 際 ， 調 査 へ の 参 加 に 伴 い ， 心 理
的 な 部 分 へ の 質 問 に 回 答 す る こ と で ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 が 持 続 す る リ ス ク
が 想 定 さ れ た 。 こ の た め ， 精 神 科 や 心 療 内 科 に 通 院 中 ま た は 通 院 歴 が あ
る こ と と ， 向 精 神 薬 を 服 用 中 で あ る こ と を 除 外 基 準 と し た 。  
な お ， C O S M I N に お け る 事 前 の サ ン プ ル サ イ ズ 設 計 と し て ， 構 造 的 妥
当 性 の 検 討 で は 作 成 す る 尺 度 の 項 目 数 の ７ 倍 か つ 1 0 0 名 以 上 が す ぐ れ た
サ ン プ ル サ イ ズ と さ れ る （ Te r w e e ,  M o k k i n k ,  K n o l ,  O s t e l o ,  B o u t e r ,  &  d e  
Ve t ,  2 0 1 2）。 ま た ， 再 検 査 信 頼 性 の 検 討 で は 少 な く と も 5 0 名 が 推 奨 さ
れ る （ Te r w e e  e t  a l . ,  2 0 1 2）。 そ の た め ， 本 研 究 で も こ れ ら の サ ン プ ル サ
イ ズ を 目 標 と し ， い ず れ の 基 準 も 満 た す こ と が で き た 。  
 
R I O 日 本 語 版 の 作 成 手 続 き  
 R I O 日 本 語 版 を 作 成 す る に あ た り ，I S P O R タ ス ク フ ォ ー ス（ 稲 田 ，2 0 1 5；
Wi l d ,  G r o v e ,  M a r t i n ,  E r e m e n c o ,  M c E l r o y,  Ve r j e e - L o r e n z ,  &  E r i k s o n ,  2 0 0 5）
の 尺 度 翻 訳 の 手 続 き に 従 っ た 。 R I O の 邦 訳 は ， 原 版 著 者 の N a t h a n i e l  G .  
Wa d e か ら 承 諾 を 得 た う え で 行 わ れ た 。第 １ に ，臨 床 心 理 学 を 専 門 と す る
博 士 後 期 課 程 の 大 学 院 生 １ 名 と ， 英 語 と 日 本 語 に 堪 能 で 本 研 究 の 目 的 を
知 ら な い １ 名 が 別 々 に R I O 原 版 の 邦 訳 を 行 っ た 。な お ，邦 訳 を 行 う 前 に ，
前 者 は 後 者 に 対 し て R I O が 測 定 す る 構 成 概 念 に つ い て 説 明 を 行 っ た 。第
２ に ， ２ 名 の 翻 訳 者 は 各 邦 訳 版 を 統 合 し ， 各 項 目 の 合 意 を 図 っ た 。 第 ３
に ，邦 訳 さ れ た R I O は 元 の 英 語 版 を 知 ら な い 翻 訳 の 専 門 企 業 の 英 語 話 者
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１ 名 に よ っ て 逆 邦 訳 さ れ た 。 第 ４ に ， 日 本 語 と 英 語 の バ イ リ ン ガ ル で あ
る ク ロ ス チ ェ ッ カ ー が 邦 訳 版 R I O と 逆 邦 訳 版 R I O を 比 較 し ，両 者 の 項 目
表 現 の 等 価 性 を 確 認 し た 。 そ の う え で ， 項 目 表 現 の 等 価 性 に つ い て 再 検
討 の 必 要 が あ る 項 目 に つ い て は ， 翻 訳 の 専 門 企 業 か ら 邦 訳 の 修 正 が 提 案
さ れ た 。 第 ５ に ， 邦 訳 者 ２ 名 が 協 議 し 邦 訳 の 再 検 討 を 行 っ た う え で ， 修
正 さ れ た 邦 訳 版 R I O を 作 成 し た 。そ の う え で ，再 度 ，翻 訳 の 専 門 企 業 に
よ る 逆 邦 訳 な ら び に ク ロ ス チ ェ ッ カ ー に よ る 項 目 表 現 の 等 価 性 の 確 認 を
行 い ，逆 邦 訳 版 R I O を 作 成 し た 。最 後 に ，原 版 著 者 と 協 議 し な が ら 原 版
と 日 本 語 版 の 項 目 の 等 価 性 を 確 認 し た う え で ， R I O 日 本 語 版 を 完 成 さ せ
た 。  
 
調 査 材 料  
デ モ グ ラ フ ィ ッ ク デ ー タ  性 別 と 年 齢 の 記 入 を 求 め た 。  
健 康 ア ン ケ ー ト  ( 1 )病 気 や ケ ガ の 有 無 ， ( 2 )服 薬 の 有 無 ， ( 3 )睡 眠 不 足
と 疲 労 の 有 無 ， ( 4 )心 理 療 法 や カ ウ ン セ リ ン グ を 受 け て い る か ， ( 5 )ト ラ
ウ マ テ ィ ッ ク な 経 験 の 有 無 の う ち ， １ つ で も 当 て は ま る 項 目 が あ れ ば 研
究 を 中 止 す る た め に 使 用 し た 。  
状 態 反 す う  本 研 究 で 作 成 し た R I O 日 本 語 版 を 用 い た 。こ の 尺 度 は ６
項 目 ５ 件 法 で 構 成 さ れ て お り ，「以 下 の 項 目 は ，対 人 関 係 で 生 じ る ネ ガ テ
ィ ブ な 気 持 ち の 反 応 を 表 し て い ま す 。 今 現 在 ， 以 下 の 文 章 が ど の 程 度 当
て は ま る か 当 て は ま ら な い か を 答 え て く だ さ い 」 と い う 教 示 が 用 い ら れ
た 。 得 点 が 高 い ほ ど 状 態 反 す う が 高 い こ と を 表 す 。  
特 性 反 す う  日 本 語 版 R u m i n a t i v e  R e s p o n s e s  S c a l e（ R R S ;  H a s e g a w a ,  
2 0 1 3）を 用 い た 。こ の 尺 度 は 2 2 項 目 ４ 件 法 で 構 成 さ れ て お り ，得 点 が 高
い ほ ど 特 性 反 す う が 高 い こ と を 表 す 。  
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私 的 自 己 意 識  R u m i n a t i o n - R e f l e c t i o n  Q u e s t i o n n a i r e 日 本 語 版 （ R R Q；
高 野 ・ 丹 野 ， 2 0 0 8 b） を 用 い た 。 こ の 尺 度 は 2 4 項 目 ５ 件 法 か ら な り ， 反
芻 と 省 察 の 下 位 因 子 で 構 成 さ れ る 。 各 下 位 因 子 の 得 点 が 高 い ほ ど そ れ ぞ
れ の 私 的 自 己 意 識 が 高 い こ と を 表 す 。  
感 情 調 節  E m o t i o n  R e g u l a t i o n  Q u e s t i o n n a i r e 日 本 語 版（ E R Q；吉 津 ら ，
2 0 1 3）を 用 い た 。こ の 尺 度 は 1 0 項 目 ７ 件 法 か ら な り ，抑 制 と 再 評 価 の 下
位 因 子 で 構 成 さ れ る 。 各 下 位 尺 度 の 得 点 が 高 い ほ ど そ れ ぞ れ の 感 情 調 節
が 高 い こ と を 表 す 。  
抑 う つ  日 本 語 版 C e n t e r  f o r  E p i d e m i o l o g i c  S t u d i e s  D e p r e s s i o n（ C E S -
D； 島 ・ 鹿 野 ・ 北 村 ・ 浅 井 ， 1 9 8 5） を 用 い た 。 こ の 尺 度 は 2 0 項 目 ４ 件 法
か ら 構 成 さ れ て お り ， 得 点 が 高 い ほ ど 抑 う つ が 高 い こ と を 表 す 。  
感 情 状 態  日 本 語 版 P o s i t i v e  a n d  N e g a t i v e  A f f e c t  S c h e d u l e（ PA N A S；
佐 藤 ・ 安 田 ， 2 0 0 1） を 用 い た 。 こ の 尺 度 は 1 6 項 目 ６ 件 法 か ら な り ， ネ
ガ テ ィ ブ 感 情 と ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 下 位 因 子 で 構 成 さ れ る 。 各 下 位 尺 度 の
得 点 が 高 い ほ ど そ れ ぞ れ の 感 情 状 態 が 高 い こ と を 表 す 。  
 
調 査 手 続 き  
 本 調 査 は 講 義 終 了 後 の 時 間 を 使 っ て 一 斉 に 無 記 名 方 式 で 実 施 さ れ た 。
ま ず ， 調 査 の 趣 旨 説 明 と あ わ せ て ， ( 1 )調 査 協 力 は 任 意 で あ り ， い つ で
も 中 止 す る こ と が で き る こ と ， ( 2 )回 答 の 有 無 お よ び 内 容 は 学 業 成 績 に
影 響 し な い こ と ， ( 3 )得 ら れ た デ ー タ は 研 究 目 的 以 外 に 使 用 し な い こ と
を 説 明 し た 。 そ の う え で ， 調 査 協 力 に 同 意 が 得 ら れ た 者 に 対 し て 質 問 紙
へ の 回 答 を 求 め た 。 そ し て ， 再 検 査 信 頼 性 の 検 討 と し て １ 回 目 調 査 の ２
週 間 後 に 同 様 の 手 続 き で ２ 回 目 の 回 答 を 求 め た 。 な お ， 確 証 的 因 子 分 析
に は S P S S  A m o s  2 5 . 0（ I B M ,  J a p a n）， 探 索 的 因 子 分 析 に は H A D 1 6 . 0（ 清
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水 ， 2 0 1 6）， そ れ 以 外 の 分 析 に は S P S S  S t a t i s t i c s  2 5 . 0（ I B M ,  J a p a n） を
そ れ ぞ れ 用 い た 。  
 
倫 理 的 配 慮  
 本 研 究 は ， 早 稲 田 大 学 「 人 を 対 象 と す る 研 究 に 関 す る 倫 理 審 査 委 員
会 」 の 承 認 を 得 て 実 施 さ れ た （ 承 認 番 号 ： 2 0 1 8 - 0 2 4）。  
 
第 ４ 節  結 果  
項 目 分 析  
項 目 分 析 の 結 果 を Ta b l e  3 - 1 に 示 す 。ま ず ，R I O 日 本 語 版 の 天 井 効 果 と
床 効 果 の 有 無 を 確 認 す る た め に ， 平 均 値 ±１ 標 準 偏 差 の 値 が １ 以 上 ま た
は ５ 未 満 を 示 す 項 目 の 有 無 を 確 認 し た と こ ろ ， 全 て の 項 目 で 外 れ 値 は な
か っ た 。次 に ，R I O 日 本 語 版 の 平 均 値 ±１ 標 準 偏 差 に よ っ て 上 位 群 と 下 位
群 に 分 け た う え で G - P 分 析 を 行 っ た と こ ろ ，全 て の 項 目 で 上 位 群 は 下 位
群 よ り も 有 意 に 得 点 が 高 か っ た 。そ し て ，I - R 相 関 を 行 っ た と こ ろ ，全 て
の 項 目 で 有 意 な 相 関 係 数 が 示 さ れ た 。 こ れ ら の こ と か ら ， R I O 日 本 語 版
の 項 目 は 適 切 で あ る と 判 断 さ れ た 。  
 
構 造 的 妥 当 性 の 検 討  
R I O の 原 版 は ６ 項 目 １ 因 子 構 造 で あ る こ と が 確 認 さ れ て い る た め
（ Wa d e  e t  a l . ,  2 0 0 8）， R I O 日 本 語 版 で も １ 因 子 構 造 を 仮 定 し た 確 証 的 因
子 分 析 を 行 っ た 。そ の 結 果 ，モ デ ル の 適 合 度 は ，χ 2 ( 9 )  =  9 7 . 5 8（ p  <  . 0 0 1），
C M I N  =  9 9 . 2 6，G F I  =  . 8 5，A G F I  =  . 6 5， C F I  =  . 8 7， T L I  =  . 7 8，R M S E A =  . 2 2
で あ っ た 。 こ れ ら の 値 は H o o p e r  e t  a l .（ 2 0 0 8） の 基 準 に 満 た な か っ た こ
と か ら ，最 尤 推 定 法 ，プ ロ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 探 索 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。  
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ス ク リ ー プ ロ ッ ト と 平 行 分 析 の 結 果 （ F i g u r e  3 - 1）， １ 因 子 構 造 が 妥 当 で
あ る と 判 断 さ れ た 。 固 有 値 は 3 . 8 0 で あ り ， こ の 因 子 の 分 散 説 明 率 は
6 3 . 2 5 %で あ っ た 。 ま た ， 各 項 目 の 因 子 負 荷 量 は . 6 0～ . 8 2 で あ り ， 高 い 値
が 示 さ れ た（ F i g u r e  3 - 2）。こ れ ら の こ と か ら ，「 R I O 日 本 語 版 は 原 版 と 同
様 に ６ 項 目 １ 因 子 構 造 で あ る 」 と い う 仮 説 は 部 分 的 に 支 持 さ れ た 。  
 
R I O 日 本 語 版 の 記 述 統 計 量 と 正 規 性 の 確 認  
 R I O 日 本 語 版 の 平 均 値 は 1 5 . 2 5 で あ り ， 標 準 偏 差 は 5 . 7 0 で あ っ た 。 ま
た ， R I O 日 本 語 版 が 正 規 分 布 で あ る こ と を 確 認 す る た め に ， ヒ ス ト グ ラ
ム を 作 成 し（ F i g u r e  3 - 3），S h a p i r o - W i l k 検 定 を 行 っ た 。そ の 結 果 ，正 規 性
の 仮 定 は 棄 却 さ れ た た め（ p  <  . 0 0 1），構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討 で は S p e a r m a n
の 順 位 相 関 係 数 を 用 い る こ と と し た 。  
 
信 頼 性 の 検 討  
内 的 整 合 性  R I O 日 本 語 版 の 内 的 整 合 性 を 検 討 す る た め に ， C r o n b a c h
の α 係 数 を 算 出 し た 。 そ の 結 果 ， α  =  . 8 0 で あ り ， 十 分 な 値 を 示 し た 。  
再 検 査 信 頼 性  再 検 査 信 頼 性 を 検 討 す る た め に ， １ 回 目 と ２ 回 目 の 調
査 で R I O 日 本 語 版 ， R R S， R R Q の I C C を 算 出 し た 。そ の 結 果 ， R I O 日 本
語 版 で は I C C  =  . 8 1（ 9 5 % C I［ . 6 7 ,  . 8 9］） で あ っ た 。 ま た ， R R S で は I C C  
=  . 8 8（ 9 5 % C I［ . 7 9 ,  . 9 3］），R R Q の 反 芻 で は I C C  =  . 8 7（ 9 5 % C I［ . 7 7 ,  . 9 2］），
省 察 で は I C C  =  . 8 7（ 9 5 % C I［ . 7 8 ,  . 9 3］） で あ っ た 。 そ し て ， 相 関 係 数 の
差 の 検 定 を 行 っ た と こ ろ ， R I O 日 本 語 版 の I C C は R R S お よ び R R Q の 反
芻 と 省 察 の I C C の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た （ 順 に ， z  =  - 1 . 2 7 ,  p  
=  . 2 0 ;  z  =  - 1 . 0 2 ,  p  =  . 3 1 ;  z  =  - 1 . 0 2 ,  p  =  . 3 1）。 こ れ ら の こ と か ら ，「 R I O 日
本 語 版 は 特 性 反 す う や 私 的 自 己 意 識 よ り も 再 検 査 信 頼 性 係 数 が 低 い も の  
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F i g u r e  3 - 1 .  R I O 日 本 語 版 の ス ク リ ー プ ロ ッ ト と 平 行 分 析 結 果  
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F i g u r e  3 - 2 .  R I O 日 本 語 版 の 各 項 目 の 因 子 負 荷 量  
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F i g u r e  3 - 3 .  R I O 日 本 語 版 の ヒ ス ト グ ラ ム  
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の ， . 6 0 以 上 の 値 が 示 さ れ る 」 と い う 仮 説 は 部 分 的 に 支 持 さ れ た 。  
 
構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討  
R I O 日 本 語 版 の 構 成 概 念 妥 当 性 （ 収 束 的 妥 当 性 と 弁 別 的 妥 当 性 ） を 検
討 す る た め に ， R I O 日 本 語 版 と 各 尺 度 で 相 関 分 析 を 行 っ た 。 記 述 統 計 量
お よ び 本 研 究 の 仮 説 と 各 相 関 係 数 を Ta b l e  3 - 2 に 示 し た 。そ の 結 果 ， E R Q
の 抑 制 と PA N A S の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 で は 仮 説 を 支 持 し な か っ た が ， そ れ
以 外 の 尺 度 （ R R S， R R Q の 反 芻 ・ 省 察 ， E R Q の 再 評 価 ， C E S - D， PA N A S
の ネ ガ テ ィ ブ 感 情 ） で は 仮 説 を 支 持 す る 結 果 が 示 さ れ た 。 構 成 概 念 妥 当
性 に お け る 仮 説 支 持 率 は 7 5％ で あ っ た 。  
 
第 ５ 節  考 察  
本 研 究 の 目 的 は ，状 態 反 す う を 測 定 す る 尺 度 で あ る R I O 日 本 語 版 を 作
成 し ，そ の 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 討 す る こ と で あ っ た 。本 研 究 の 結 果 か ら ，
R I O 日 本 語 版 は 原 版 と 同 じ く ６ 項 目 １ 因 子 構 造 で あ り ， 信 頼 性 と 妥 当 性
を 有 す る こ と が 示 さ れ た 。  
ま ず ，構 造 的 妥 当 性 の 検 討 で は R I O 日 本 語 版 は ６ 項 目 １ 因 子 構 造 で あ
る こ と が 確 認 さ れ ， 仮 説 を 部 分 的 に 支 持 す る 結 果 が 示 さ れ た 。 そ の 一 方
で ， R I O の 原 版 で は ６ 項 目 １ 因 子 構 造 が 示 さ れ て い る た め ， 本 研 究 で は
確 証 的 因 子 分 析 に よ っ て 因 子 構 造 を 検 討 し た が ， 事 前 に 設 定 し た モ デ ル
適 合 度 の 基 準 を 満 た さ な か っ た 。こ の 要 因 と し て ， R I O の 原 版（ Wa d e  e t  
a l . ,  2 0 0 8） で は 健 康 な 大 学 生 と 対 人 関 係 上 の 悩 み で 治 療 を 受 け て い る 大
学 生 を 対 象 に し て い た が ， 本 研 究 で は 健 康 な 大 学 生 の み を 対 象 に し た こ
と が 結 果 に 影 響 し た 可 能 性 が あ る 。  
ま た ， 構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討 で は お お む ね 仮 説 と 一 致 し た 結 果 が 示 さ  
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M SD RIO日本語版
との仮説
95%信頼区間 仮説との対応
特性反すう（RRS） 26.67 14.39 r > .50 .60 ** [.50, .68] 支持
私的自己意識（RRQ）
反芻 39.83 8.11 r  > .50 .61 ** [.52, .69] 支持
省察 38.87 8.53 r  < -.30 -.16 n.s. [-.29, -.02] 支持
感情調節（ERQ）
抑制 25.47 6.90 .30 ≤ r  < .50 .18 * [.04, .30] 不支持
再評価 16.43 5.24 r  < -.30 -.06 n.s. [-.19, .07] 支持
抑うつ（CES-D） 21.00 11.30 r  > .50 .58 ** [.48, .66] 支持
感情状態（PANAS）
ネガティブ感情 20.31 9.19 r  > .50 .62 ** [.52, .69] 支持
ポジティブ感情 22.30 8.20 r  > -.50 -.04 n.s. [-.17, .10] 不支持
**p  < .01; *p  < .05; n.s.not significant
Note.  CES-D = 日本語版Center for Epidemiologic Studies Depression; ERQ = Emotion Regulation Questionnaire日
本語版; PANAS = 日本語版Positive and Negative Affect Schedule; RRS = 日本語版Ruminative Responses Scale;
RRQ = Rumination-Reflection Questionnaire日本語版
記述統計量，RIO日本語版 の仮説と各尺度との相関分析結果
結果 (rs )
Table 3-2
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れ た 。 ネ ガ テ ィ ブ 思 考 の 反 復 性 は 特 性 反 す う と 状 態 反 す う で 共 通 し た 特
徴 で あ り （ M a r t i n  &  Te s s e r ,  1 9 9 6）， 反 復 的 な ネ ガ テ ィ ブ 思 考 は 抑 う つ や
ネ ガ テ ィ ブ 感 情 と い っ た 不 適 応 的 結 果 と 関 連 す る こ と が 報 告 さ れ て い る
（ N o l e n - H o e k s e m a  e t  a l . ,  2 0 0 8）。 ま た ， R I O 日 本 語 版 と 抑 う つ は 正 の 相
関 が 示 さ れ て い る た め （ N e p o n  e t  a l . ,  2 0 1 1 ;  Wa d e  e t  a l . ,  2 0 0 8）， 精 神 的
健 康 の 高 さ と 関 連 が あ る 私 的 自 己 意 識 の 省 察 や 感 情 調 節 の 再 評 価 と は 関
連 が 弱 い こ と を 想 定 し ， 仮 説 を 支 持 す る 結 果 が 示 さ れ た 。 こ れ ら の こ と
か ら ， R I O 日 本 語 版 は 妥 当 性 を 有 す る 尺 度 で あ る と い え る 。  
そ の 一 方 で ， 本 研 究 で は 妥 当 性 に 関 す る 仮 説 を 支 持 し な い 結 果 も 示 さ
れ た が ， そ の 要 因 と し て 日 本 に お け る 感 情 調 整 の 抑 制 や ポ ジ テ ィ ブ 感 情
の 表 出 の 機 能 の 違 い が 考 え ら れ る 。 先 行 研 究 で は ， ネ ガ テ ィ ブ 感 情 を 抑
制 し ， ポ ジ テ ィ ブ 感 情 を 表 出 し な い こ と で 他 者 や 集 団 と の 協 調 が 促 進 さ
せ る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る （ M a t s u m o t o ,  Yo o ,  &  N a k a g a w a ,  2 0 0 8）。 ま
た ， ア ジ ア 文 化 圏 の 対 象 者 の 場 合 ， 感 情 調 節 の 抑 制 は ネ ガ テ ィ ブ 感 情 と
関 連 が な い （ B u t l e r ,  L e e ,  &  G r o s s ,  2 0 0 7） こ と や ， 日 本 は ア メ リ カ よ り も
ポ ジ テ ィ ブ 感 情 が 低 い も の の ， ネ ガ テ ィ ブ 感 情 に は 違 い が な い
（ M i y a m o t o  &  R y f f ,  2 0 1 1） こ と が 報 告 さ れ て い る 。 加 え て ， PA N A S の ポ
ジ テ ィ ブ 感 情 と ネ ガ テ ィ ブ 感 情 で は 弱 い 相 関 し か 見 ら れ な い こ と が 報 告
さ れ て い る（ S c h m u k l e ,  E l g o f f ,  &  B u r n s ,  2 0 0 2）。こ れ ら の こ と か ら ，日 本
で は ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 表 出 せ ず に 感 情 表 出 を 抑 制 す る こ と が 他 者 と の コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 円 滑 に 進 め る と い う 機 能 を 有 す る こ と で ， R I O 日 本
語 版 の 構 成 概 念 妥 当 性 に 関 す る 仮 説 が 支 持 さ れ な か っ た と 考 え ら れ る 。  
本 研 究 の 限 界 点 と し て ，本 研 究 の 結 果 か ら R I O 日 本 語 版 は ６ 項 目 １ 因
子 構 造 で あ る こ と が 確 認 さ れ た が ， 確 証 的 因 子 分 析 に よ る 適 合 度 指 標 は
基 準 に 満 た さ ず ， そ の 要 因 と し て 調 査 対 象 者 の 違 い が 影 響 し た こ と が 考
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え ら れ た 。 そ の た め ， 今 後 は 高 抑 う つ 者 や 臨 床 群 な ど も 対 象 と し た う え
で 構 造 的 妥 当 性 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 ま た ， R I O 日 本 語 版 で 測 定 さ れ
る 状 態 反 す う で は ， 対 象 者 が 自 身 の 状 態 反 す う を 意 識 的 に モ ニ タ リ ン グ
で き て い る こ と が 前 提 と な る 。 そ の 一 方 で ， R I O 日 本 語 版 は ６ 項 目 １ 因
子 構 造 と 少 な い 項 目 数 と １ 因 子 で 構 成 さ れ て い る こ と か ら ， 回 答 者 の 負
担 が 少 な く ， 回 答 行 動 が 気 そ ら し と な っ て 得 点 に 影 響 が 生 じ る 可 能 性 も
低 い と 考 え ら れ る 。 そ の た め ， 自 記 式 尺 度 で 状 態 反 す う を 測 定 す る 場 合
に は R I O 日 本 語 版 は 有 用 で あ る と い え る 。  
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第 ４ 章  反 す う に よ る 注 意 の 範 囲 の 差 異              
――思 考 内 容 の 感 情 価 と 思 考 時 間 か ら の 検 討 ――（ 研 究 ２ ）  
 
第 １ 節  問 題 と 目 的  
先 行 研 究 の 問 題 点 と し て ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル を 支 持 す る 先 行 研 究 は 主
に 横 断 研 究 デ ザ イ ン で 反 す う と ワ ー キ ン グ メ モ リ の 関 連 を 検 討 し て い る
た め ， 変 数 間 の 因 果 関 係 は 限 定 的 で あ る こ と が 指 摘 さ れ た 。 注 意 の 範 囲
モ デ ル の 内 的 妥 当 性 を 高 め る た め に は ， 反 す う を 実 験 的 に 操 作 し た う え
で 注 意 の 範 囲 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る 必 要 が あ る が ， そ う し た 研 究 は ほ
と ん ど 行 わ れ て い な い 。 加 え て ， 従 来 の 反 す う 操 作 （ N o l e n - H o e k s e m a  &  
M o r o w,  1 9 9 3）で は 思 考 内 容 の 感 情 価 だ け を 操 作 し て お り ，思 考 時 間 は 操
作 さ れ て い な い 。 こ れ ま で の 研 究 か ら ， ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 注 意 の 範 囲 を
狭 く す る こ と は 知 見 が 一 貫 し て い な い が （ R o w e  e t  a l . ,  2 0 0 7）， 反 す う が
注 意 の 範 囲 を 狭 く す る 可 能 性 は 繰 り 返 し 指 摘 さ れ て い る （ F a n g  e t  a l . ,  
2 0 1 7 ;  2 0 1 8 b ;  G r o l  e t  a l . ,  2 0 1 5）。 そ の た め ， 反 す う の 構 成 要 素 と し て 思 考
内 容 の 感 情 価 と 思 考 時 間 が 注 意 の 範 囲 を 狭 め る 要 因 で あ る と 考 え ら れ る
が ， 従 来 の 反 す う 操 作 で は こ れ ら ２ つ の 要 因 の 交 互 作 用 は 検 討 さ れ て い
な い 。  
そ こ で 研 究 ２ で は ， 反 す う に よ る 注 意 の 範 囲 の 差 異 を 検 討 す る こ と を
目 的 と し た 。 そ の 際 ， 思 考 内 容 の 感 情 価 と 思 考 時 間 の ２ 要 因 か ら 反 す う
を 実 験 的 に 操 作 し た う え で ，研 究 １ で 作 成 さ れ た R I O 日 本 語 版 を 用 い て
操 作 チ ェ ッ ク を 行 っ た 。ま た ，注 意 の 範 囲 を 検 討 す る た め に ，A t t e n t i o n a l  
B r e a d t h  Ta s k（ B o s m a n s ,  B r a e t ,  K o s t e r ,  &  R a e d t ,  2 0 0 9） を 一 部 修 正 し て 用
い た 。 こ の 課 題 で は ， 注 視 点 か ら タ ー ゲ ッ ト と な る 刺 激 ま で の 物 理 的 な
距 離 を も っ て 注 意 の 範 囲 を 測 定 す る 課 題 で あ り ， 注 意 の 範 囲 に 関 す る 複
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数 の 先 行 研 究 （ B o s m a n s  e t  a l . ,  2 0 1 8 ;  D e w i t t e  &  K o s t e r ,  2 0 1 4 ;  F a n g  e t  a l . ,  
2 0 1 8 a ;  G r o l  e t  a l . ,  2 0 1 5 ;  G r o l  &  R a e d t ,  2 0 1 4 ;  Va n  d e  Wa l l e ,  B i j t t e b i e r ,  D e  
R a e d t ,  &  B o s m a n s ,  2 0 1 7） で も 用 い ら れ て い る 。 そ の た め ， A t t e n t i o n a l  
B r e a d t h  Ta s k は 注 意 の 範 囲 を 検 討 す る う え で 妥 当 な 課 題 で あ る と 判 断 し ，
本 研 究 で は 実 験 刺 激 を 修 正 し て 用 い る こ と と し た 。 そ の う え で ， 本 研 究
の 仮 説 は 「 ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る 操 作 を 行 う と 注 意 の 範 囲 は 狭
く な る 」 と し た 。  
 
第 ２ 節  方 法  
実 験 対 象 者  
 本 研 究 で は ，首 都 圏 の 私 立 大 学 に 在 籍 す る 大 学 生 と 大 学 院 生 6 8 名（ 男
性 2 9 名 ，女 性 3 9 名 ； 平 均 年 齢 2 1 . 5 7 ± 1 . 3 2 歳 ）を 分 析 対 象 と し た 。そ の
際 ，本 研 究 で は 認 知 課 題 の 成 績 が 従 属 変 数 と な る た め ， ( a )う つ 病 の 診 断
の 有 無 ，( b )服 薬 の 有 無 ，( c )過 度 の 眠 気 ，( d )過 度 の 疲 労 感 が 剰 余 変 数 と し
て 従 属 変 数 に 影 響 す る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。こ の た め ，除 外 基 準 は ， ( 1 )
精 神 科 や 心 療 内 科 に 通 院 中 ま た は 通 院 歴 が あ る こ と ，( 2 )服 薬 中 で あ る こ
と ，( 3 )極 度 の 眠 気 で あ る こ と ，( 4 )極 度 の 疲 労 感 を 感 じ て い る こ と と し た 。 
ま た ， G *  P o w e r  3 . 1（ F a u l ,  E r d f e l d e r ,  L a n g ,  &  B u c h n e r ,  2 0 0 7） を 用 い て
事 前 の サ ン プ ル サ イ ズ 設 計 を 行 っ た 。そ の 際 ，先 行 研 究（ G r o l  e t  a l . ,  2 0 1 5 ;  
F a n g  e t  a l . ,  2 0 1 7 ;  2 0 1 8 b） で は 特 性 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 関 連 が 報 告 さ れ
て い る こ と と ， 本 研 究 で は 反 す う を 実 験 的 に 操 作 す る こ と か ら ， 大 き い
効 果 量 が 想 定 さ れ た 。 そ の た め ， 大 き い 効 果 量 （ η p 2  =  . 1 4 ,  α  =  . 0 5， 1 - β  
=  . 8 0） と 2 0％ の 実 験 脱 落 率 を 想 定 し ， 6 1 名 の サ ン プ ル サ イ ズ が 必 要 で
あ る こ と が 示 さ れ た 。  
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調 査 材 料  
デ モ グ ラ フ ィ ッ ク デ ー タ  フ ェ イ ス シ ー ト に 性 別 と 年 齢 の 記 入 を 求 め
た 。  
健 康 ア ン ケ ー ト  ( 1 )病 気 や ケ ガ の 有 無 ， ( 2 )服 薬 の 有 無 ， ( 3 )睡 眠 不 足
と 疲 労 の 有 無 ， ( 4 )心 理 療 法 や カ ウ ン セ リ ン グ を 受 け て い る か ， ( 5 )ト ラ
ウ マ テ ィ ッ ク な 経 験 の 有 無 の う ち ， １ つ で も 当 て は ま る 項 目 が あ れ ば 研
究 を 中 止 す る た め に 使 用 し た 。  
特 性 反 す う  日 本 語 版 R R S（ H a s e g a w a ,  2 0 1 3） を 用 い た 。 こ の 尺 度 は
2 2 項 目 ４ 件 法 か ら な り ， 得 点 が 高 い ほ ど 特 性 反 す う が 高 い こ と を 表 す 。 
抑 う つ  日 本 語 版 C E S - D（ 島 ら ， 1 9 8 5）を 用 い た 。こ の 尺 度 は 2 0 項 目
４ 件 法 で 構 成 さ れ て お り ， 得 点 が 高 い ほ ど 抑 う つ が 高 い こ と を 表 す 。  
状 態 反 す う  研 究 １ で 作 成 し た R I O 日 本 語 版（ 佐 藤 ・ 国 里 ・ 小 関 ・ 鈴
木 ， 2 0 1 9） を 用 い た 。 こ の 尺 度 は ６ 項 目 ５ 件 法 で 構 成 さ れ て お り ， 得 点
が 高 い ほ ど 状 態 反 す う が 高 い こ と を 表 す 。  
感 情 状 態  日 本 語 版 PA N A S（ 佐 藤 ・安 田 ， 2 0 0 1）を 用 い た 。こ の 尺 度
は 1 6 項 目 ６ 件 法 か ら な り ， ネ ガ テ ィ ブ 感 情 と ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 下 位 因
子 で 構 成 さ れ る 。得 点 が 高 い ほ ど そ れ ぞ れ の 感 情 状 態 が 高 い こ と を 表 す 。 
 
反 す う の 操 作  
 思 考 内 容 の 感 情 価  反 す う を 実 験 的 に 操 作 す る た め に ， N o l e n -
H o e k s e m a  &  M o r r o w（ 1 9 9 3）の 反 応 課 題 を 一 部 修 正 し て 用 い た 。ネ ガ テ ィ
ブ 思 考 群 で は ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 （ 例 ： 過 去 ２ 週 間 の 中 で 特 に 気 分 が 落 ち
込 ん だ 出 来 事 ， そ の 出 来 事 を 経 験 す る こ と で 気 分 が 落 ち 込 む 理 由 な ど ）
を １ 項 目 3 0 秒 ず つ 提 示 し ， そ の 話 題 に つ い て 繰 り 返 し 考 え る よ う に 教
示 し た 。 一 方 ， ニ ュ ー ト ラ ル 思 考 群 で は ニ ュ ー ト ラ ル な 話 題 （ 例 ： モ ナ
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リ ザ の 表 情 ， 川 を ゆ っ く り と 下 る ボ ー ト な ど ） を １ 項 目 3 0 秒 ず つ 提 示
し ， そ の 話 題 に つ い て 繰 り 返 し 考 え る よ う に 教 示 し た 。  
思 考 時 間  反 す う を 行 う 時 間 と し て ６ 分 間 と １ 分 間 の 群 を 設 定 し た 。
N o l e n - H o e k s e m a  &  M o r r o w（ 1 9 9 3）の 反 応 課 題 で は ，反 す う 条 件 と 気 そ ら
し 条 件 を そ れ ぞ れ ８ 分 間 実 施 し て い る 。 一 方 で ， 本 研 究 で は 予 備 実 験 の
結 果 や 実 験 操 作 に よ る 精 神 的 疲 労 の 影 響 を 最 小 限 に す る た め に ， 思 考 時
間 を ６ 分 間 と １ 分 間 に 設 定 し た 。  
 
修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  T a s k  
 注 意 の 範 囲 を 検 討 す る た め に ， 修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k を 用 い
た 。原 版 の A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k（ B o s m a n s  e t  a l . ,  2 0 0 9）で は ，実 験 刺
激 と し て 感 情 価 を 含 む 表 情 画 像 が 用 い ら れ て い る 。 一 方 で ， 本 研 究 で は
感 情 価 や 表 情 に よ る バ イ ア ス を 統 制 す る た め に ， 実 験 刺 激 と し て 図 形 刺
激 （ 正 四 角 形 と 正 五 角 形 ） を 用 い た 。 対 象 者 の 顔 と 課 題 提 示 用 デ ィ ス プ
レ イ ま で の 距 離 を 2 7 c m に 設 定 し ， 対 象 者 に は 画 面 の 中 央 を 見 な が ら 画
面 上 に 出 て く る 指 示 に 従 う よ う に 教 示 し た 。 な お ， 課 題 作 成 と 刺 激 提 示
に は I n q u i s i t  5（ M i l l i s e c o n d ,  U . S .）， 刺 激 提 示 用 デ ィ ス プ レ イ に は E I Z O  
F l e x S c a n  S 1 9 2 3， 刺 激 出 力 と 反 応 取 得 に は D E L L X P S 1 3 を そ れ ぞ れ 用 い
た 。  
修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k の 手 続 き を F i g u r e  4 - 1 に 示 す 。 画 面 １
で は ，注 視 点 を 5 0 0 m s 提 示 し た 後 に 画 面 の 中 央 に 図 形 刺 激 と そ の 周 囲 に
1 6 個 の 丸 を 提 示 し た 。そ の う ち ８ 個 は 画 面 中 央 の 図 形 刺 激 か ら 4 . 5 c m 離
れ て お り （ 以 下 ， C l o s e 条 件 と す る ）， 残 り の ８ 個 は 1 1 . 2 c m 離 れ て い た
（ 以 下 ，F a r 条 件 と す る ）。参 加 者 に は ，画 面 中 心 の 図 形 と 印 の あ る 丸（ タ
― ゲ ッ ト ） を 同 定 す る よ う に 求 め ， 練 習 試 行 １ で は 2 5 0 m s， 練 習 試 行 ２  
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F i g u r e  4 - 1 .  修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k 手 続 き  
（ B o s m a n s  e t  a l . ,  2 0 0 9 を 参 考 に 作 成 ）  
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と 本 試 行 で は 6 8 m s 提 示 し た 。画 面 ２ で は ，「画 面 中 央 に 提 示 さ れ た 図 形
は ど ち ら で す か ？ 」 と い う 教 示 と と も に 図 形 刺 激 を 提 示 し ， ２ 肢 強 制 選
択 形 式 で 回 答 を 求 め た 。 画 面 ３ で は ，「 タ ー ゲ ッ ト は ど こ に あ り ま し た
か ？ 」と い う 教 示 と と も に 画 面 １ で 提 示 し た 1 6 個 の 丸 を 提 示 し ，パ ソ コ
ン の キ ー ボ ー ド で タ ー ゲ ッ ト の 位 置 を 判 断 さ せ た 。 試 行 間 の イ ン タ ー バ
ル は 2 , 0 0 0 m s と し ， こ れ ら 一 連 の 流 れ を 練 習 試 行 １ と 練 習 試 行 ２ で ８ 試
行 ず つ 実 施 し た 後 に ， 本 試 行 と し て 4 8 試 行 実 施 し た 。  
本 課 題 の 従 属 変 数 は ， 画 面 １ の 中 央 の 図 形 を 正 し く 判 断 し た う え で の
タ ー ゲ ッ ト の 位 置 に 対 す る 正 反 応 率 で あ る 。そ の た め ， C l o s e 条 件 と F a r
条 件 の タ ー ゲ ッ ト の 正 反 応 率 の 差 分 値 を Δ A t t e n t i o n a l  N a r r o w i n g  I n d e x
（ Δ A N I）と し た 。Δ A N I の 値 が 大 き い ほ ど 注 意 の 範 囲 が 狭 い こ と を 表 す 。  
 
実 験 手 続 き  
実 験 協 力 希 望 者 に 対 し て 研 究 の 主 旨 説 明 を 行 い ， 承 諾 が 得 ら れ た 場 合
に は 研 究 参 加 の 同 意 を 得 て 実 験 日 時 を 調 整 し た 。 そ の 際 ， 研 究 の 主 旨 説
明 と あ わ せ て ， ( 1 )研 究 協 力 は 任 意 で あ り ，い つ で も 中 止 す る こ と が で き
る こ と ，( 2 )回 答 の 有 無 や そ の 内 容 は 学 業 成 績 に 影 響 し な い こ と ，( 3 )得 ら
れ た デ ー タ は 研 究 目 的 以 外 に 使 用 し な い こ と を 説 明 し た 。 各 群 へ の 割 り
付 け は ２ 進 法 の 乱 数 を 生 成 さ せ て 無 作 為 に 行 っ た 。  
実 験 の 手 続 き を F i g u r e  4 - 2 に 示 す 。ま ず ，フ ェ イ ス シ ー ト ，R R S，C E S -
D， R I O - T 1， PA N A S - T 1 に 回 答 を 求 め た 。 次 に ， 反 す う を 操 作 し た 後 に
R I O - T 2 と PA N A S - T 2 に 回 答 を 求 め た 。最 後 に ，修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  
Ta s k を 実 施 し た 後 に リ ラ ク セ ー シ ョ ン を 行 い ，実 験 を 終 了 し た 。分 析 に
は S P S S  S t a t i s t i c s  2 5 . 0（ I B M ,  J a p a n） を 用 い た 。  
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F i g u r e  4 - 2 .  実 験 手 続 き  
  
↓
↓
ネガティブ思考を６分間
考える群
ニュートラル思考を６分間
考える群
ネガティブ思考を１分間
考える群
ニュートラル思考を１分間
考える群
↓
↓
↓
Note . CES-D = 日本語版Center for Epidemiologic Studies
Depression; PANAS = 日本語版Positive and Negative Affect
Schedule; RRS = 日本語版Ruminative Responses Scale; RIO＝
Rumination about an Interpersonal Offense Scale日本語版
リラクセーション
フェイスシート，健康アンケート
RRS，CES-D，RIO-T1，PANAS-T1
反すう操作（思考内容の感情価×思考時間）
RIO-T2，PANAS-T2
修正版Attentional Breadth Task
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倫 理 的 配 慮  
本 研 究 は ，早 稲 田 大 学「 人 を 対 象 と す る 研 究 に 関 す る 倫 理 審 査 委 員 会 」  
の 承 認 を 得 て 実 施 さ れ た （ 承 認 番 号 ： 2 0 1 8 - 1 1 9）。  
 
第 ３ 節  結 果  
記 述 統 計 量 と 群 間 の 等 質 性 の 検 討  
 本 研 究 の 記 述 統 計 量 を Ta b l e  4 - 1 に 示 す 。ま た ，反 す う 操 作 前 の 群 間 の
等 質 性 を 検 討 す る た め に ， 思 考 の 感 情 価 （ ネ ガ テ ィ ブ 思 考 ， ニ ュ ー ト ラ
ル 思 考 ） と 思 考 時 間 （ ６ 分 間 ， １ 分 間 ） を 独 立 変 数 ， 年 齢 ， R R S， C E S -
D，R I O，PA N A S を 従 属 変 数 と し た ２ 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た と こ ろ ，群 間
で こ れ ら 全 て の 指 標 に 違 い は 認 め ら れ な か っ た（ p s  >  . 1 2 ;  Ta b l e  4 - 1）。そ
の た め ， 各 指 標 で 群 間 に 違 い が 認 め ら れ な か っ た こ と を も っ て ， 反 す う
操 作 前 の 群 間 は 等 質 で あ っ た と 判 断 し た 。  
 
思 考 内 容 の 感 情 価 ， 思 考 時 間 ， 反 す う 操 作 の 時 期 に よ る 状 態 反 す う と 感
情 状 態 の 差 異 の 検 討  
 反 す う の 操 作 チ ェ ッ ク を す る た め に ，思 考 の 感 情 価（ ネ ガ テ ィ ブ 思 考 ，
ニ ュ ー ト ラ ル 思 考 ），思 考 時 間（ ６ 分 間 ，１ 分 間 ），反 す う 操 作 の 時 期（ 反
す う 操 作 前 ，反 す う 操 作 後 ）を 独 立 変 数 ，R I O と PA N A S を 従 属 変 数 と し
た ３ 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た（ Ta b l e  4 - 2 ;  F i g u r e  4 - 3）。第 １ に ， R I O で ２ 次
の 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た た め （ F  ( 1 ,  6 4 )  =  4 2 . 0 7 ,  p  <  . 0 0 1 ,  η p 2  =  . 4 0），
単 純 主 効 果 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， ネ ガ テ ィ ブ 思 考 を ６ 分 間 と １ 分 間
考 え た 群 に お い て 反 す う 操 作 後 は 反 す う 操 作 前 よ り も R I O が 有 意 に 高 く
（ p s  <  . 0 1）， 反 す う 操 作 後 の ネ ガ テ ィ ブ 思 考 に お い て ６ 分 間 考 え た 群 は
１ 分 間 考 え た 群 よ り も R I O が 有 意 に 高 か っ た （ p  <  . 0 1）。 ま た ， ニ ュ ー  
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F i g u r e  4 - 3 .  反 す う の 操 作 チ ェ ッ ク 結 果  
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ト ラ ル 思 考 を ６ 分 間 と １ 分 間 考 え た 群 に お い て 反 す う 操 作 前 は 反 す う 操
作 後 よ り も R I O が 有 意 に 高 か っ た （ p s  <  . 0 5）。  
第 ２ に ，PA N A S の ネ ガ テ ィ ブ 感 情 で ２ 次 の 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た た
め （ F  ( 1 ,  6 4 )  =  5 1 . 9 5 ,  p  <  . 0 0 1 ,  η p 2  =  . 4 5）， 単 純 主 効 果 検 定 を 行 っ た 。 そ
の 結 果 ， R I O を 同 様 に ， ネ ガ テ ィ ブ 思 考 を ６ 分 間 と １ 分 間 考 え た 群 に お
い て 反 す う 操 作 後 は 反 す う 操 作 前 よ り も PA N A S の ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 有
意 に 高 く （ p s  <  . 0 1）， 反 す う 操 作 後 の ネ ガ テ ィ ブ 思 考 に お い て ６ 分 間 考
え た 群 は １ 分 間 考 え た 群 よ り も PA N A S の ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 有 意 に 高 か
っ た （ p  <  . 0 1）。  
 第 ３ に ，PA N A S の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 で ２ 次 の 交 互 作 用 は 有 意 で な か っ た
た め （ F  ( 1 ,  6 4 )  =  1 . 9 0 ,  p  =  . 1 7 ,  η p 2  =  . 0 3）， 限 定 的 な が ら １ 次 の 交 互 作 用
を 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， 思 考 の 感 情 価 と 反 す う 操 作 の 時 期 の 交 互 作 用 が
有 意 で あ っ た た め （ F  ( 1 ,  6 4 )  =  1 7 . 1 0 ,  p  <  . 0 1 ,  η p 2  =  . 2 1）， 単 純 主 効 果 検
定 を 行 っ た と こ ろ ， ネ ガ テ ィ ブ 思 考 を 考 え た 群 で 反 す う 操 作 前 は 反 す う
操 作 後 よ り も PA N A S の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 が 有 意 に 低 か っ た（ p s  <  . 0 1）。こ
れ ら の こ と か ら ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る 操 作 を 行 う と ， ネ ガ テ
ィ ブ な 話 題 を 短 く 考 え る 操 作 や ニ ュ ー ト ラ ル な 話 題 を 考 え る 操 作 を 行 う
よ り も ， 状 態 反 す う や ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 悪 化 す る こ と が 示 さ れ ， 反 す う
操 作 の 妥 当 性 が 確 認 さ れ た 。  
 
注 意 の 範 囲 条 件 の 妥 当 性 の 確 認  
修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k の 全 試 行 の う ち ， 3 %が 画 面 中 央 の 図 形
刺 激 を 正 し く 判 断 で き な か っ た 。 そ の た め ， 先 行 研 究 （ B o s m a n s  e t  a l . ,  
2 0 0 9） と 同 様 に ， こ れ ら の デ ー タ は 「 画 面 １ の 中 央 の 図 形 刺 激 を 正 し く
見 て い な か っ た た め ， 画 像 刺 激 か ら タ ー ゲ ッ ト ま で の 距 離 の 測 定 結 果 は
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妥 当 性 が 低 い 」 も の と 判 断 し ， 分 析 か ら 除 外 し た 。 そ の う え で ， 本 課 題
で 設 定 し た 注 意 の 範 囲 条 件（ C l o s e，F a r）の 妥 当 性 を 確 認 す る た め に ，思
考 の 感 情 価 （ ネ ガ テ ィ ブ 思 考 ， ニ ュ ー ト ラ ル 思 考 ）， 思 考 時 間 （ ６ 分 間 ，
１ 分 間 ），注 意 の 範 囲（ C l o s e， F a r）を 独 立 変 数 ，タ ー ゲ ッ ト の 正 再 生 率
を 従 属 変 数 と し た ３ 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た（ Ta b l e  4 - 3 ;  F i g u r e  4 - 4）。そ の
結 果 ，注 意 の 範 囲 の 主 効 果 の み が 有 意 で あ り（ F  ( 1 ,  6 4 )  =  2 0 9 4 . 3 1 ,  p  <  . 0 1 ,  
η p 2  =  . 9 7）， C l o s e 条 件 は F a r 条 件 よ り も タ ー ゲ ッ ト の 正 再 生 率 が 有 意 に
高 か っ た（ p  <  . 0 1）。こ の こ と か ら ，修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k で の
注 意 の 範 囲 の 条 件 設 定 は 妥 当 で あ っ た こ と が 確 認 さ れ た 。  
 
反 す う に よ る 注 意 の 範 囲 の 差 異 の 検 討  
 反 す う に よ る 注 意 の 範 囲 の 差 異 を 検 討 す る た め に ， 思 考 の 感 情 価 （ ネ
ガ テ ィ ブ 思 考 ， ニ ュ ー ト ラ ル 思 考 ） と 思 考 時 間 （ ６ 分 間 ， １ 分 間 ） を 独
立 変 数 ， 修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k で 算 出 さ れ た Δ A N I を 従 属 変 数
と し た ２ 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た（ Ta b l e  4 - 3 ;  F i g u r e  4 - 5）。そ の 結 果 ，交 互
作 用 が 有 意 で あ っ た た め （ F  ( 1 ,  6 4 )  =  6 . 4 0 ,  p  <  . 0 1 ,  η p 2  =  . 0 9）， 単 純 主 効
果 検 定 を 行 っ た と こ ろ ， ６ 分 間 考 え た 群 で ネ ガ テ ィ ブ 思 考 は ニ ュ ー ト ラ
ル 思 考 よ り も Δ A N I が 有 意 に 高 く（ p  <  . 0 1），ネ ガ テ ィ ブ 思 考 を ６ 分 間 考
え た 群 は １ 分 間 考 え た 群 よ り も Δ A N I が 有 意 に 高 か っ た（ p  <  . 0 1）。こ の
こ と か ら ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を ６ 分 間 考 え た 群 で は 注 意 の 範 囲 が 狭 く な
る こ と が 示 さ れ た 。  
 
第 ４ 節  考 察  
本 研 究 の 目 的 は ， 反 す う の 構 成 要 素 で あ る 思 考 内 容 の 感 情 価 と 思 考 時
間 を 実 験 的 に 操 作 し た う え で ， 反 す う に よ る 注 意 の 範 囲 の 差 異 を 検 討 す  
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M SD M SD M SD M SD
Close .58 .06 .59 .07 .61 .06 .65 .07
Far .11 .03 .16 .04 .17 .06 .22 .05
ΔANI .48 .08 .40 .08 .40 .09 .42 .11
修正版Attentional Breadth Taskの記述統計量および
思考内容の感情価と思考時間による注意の範囲の差異
ネガティブ思考 ニュートラル思考
６分間 １分間 ６分間 １分間
Table 4-3
Note.  ΔANI = Close条件の正反応率－Far条件の正反応率（値が大きいほど注
意の範囲が狭いことを表す）
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F i g u r e  4 - 4 .  思 考 内 容 の 感 情 価 ， 思 考 時 間 ， 反 す う 操 作 の 時 期 に よ る  
タ ー ゲ ッ ト の 正 再 生 率 の 差 異  
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F i g u r e  4 - 5 .  思 考 内 容 の 感 情 価 と 思 考 時 間 に よ る 注 意 の 範 囲 の 差 異  
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る こ と で あ っ た 。 本 研 究 の 結 果 か ら ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る 操
作 を 行 う と ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 短 く 考 え る 操 作 や ニ ュ ー ト ラ ル な 話 題
を 考 え る 操 作 を 行 う よ り も ， 状 態 反 す う と ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 悪 化 す る こ
と が 示 さ れ た こ と か ら ， 本 研 究 の 反 す う 操 作 は 妥 当 で あ っ た こ と が 確 認
さ れ た 。 ま た ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る 操 作 を 行 う と 注 意 の 範 囲
が 狭 く な る こ と が 示 さ れ ，「 ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る 操 作 を 行 う と
注 意 の 範 囲 は 狭 く な る 」 と い う 仮 説 は 支 持 さ れ た 。  
 第 １ に ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る 操 作 を 行 う と ， ネ ガ テ ィ ブ な
話 題 を 短 く 考 え る 操 作 や ニ ュ ー ト ラ ル な 話 題 を 考 え る 操 作 を 行 う よ り も ，
状 態 反 す う や ネ ガ テ ィ ブ 感 情 は 悪 化 す る こ と が 示 さ れ ， 反 す う 操 作 の 妥
当 性 が 確 認 さ れ た 。N o l e n - H o e k s e m a  &  M o r r o w（ 1 9 9 3）の 反 す う 操 作 の 手
続 き は 多 く の 先 行 研 究 で 用 い ら れ て い る も の の ， こ の 手 続 き で は 思 考 内
容 の 感 情 価 し か 操 作 さ れ て お ら ず ， 思 考 時 間 は 操 作 さ れ て い な い 。 こ れ
ま で の 研 究 で は ， 反 す う は ネ ガ テ ィ ブ な 思 考 だ け で な く ， 思 考 の 持 続 性
も 構 成 要 素 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ O l a t u n j i  e t  a l . ,  2 0 1 3 ;  S m i t h  &  
A l l o y,  2 0 0 9）。こ れ は ，反 す う が ネ ガ テ ィ ブ な 思 考 と い う よ り も 抑 う つ と
ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 的 処 理 の プ ロ セ ス を 表 す と い う 指 摘 （ G o t l i b ,  &  
J o o r m a n n ,  2 0 1 0 ;  Te a s d a l e ,  1 9 8 5）か ら も 推 察 さ れ る 。そ の 一 方 で ，反 す う
操 作 に よ る ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 悪 化 は 十 分 に 示 さ れ な か っ た 。 S c h m u k l e  e t  
a l .（ 2 0 0 2）は ， PA N A S の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 と ネ ガ テ ィ ブ 感 情 は 弱 い 相 関 し
か 見 ら れ な い こ と を 報 告 し て い る 。 そ の た め ， ネ ガ テ ィ ブ 感 情 と ポ ジ テ
ィ ブ 感 情 は 独 立 し た 概 念 で あ り ， ネ ガ テ ィ ブ な 思 考 内 容 と そ の 持 続 性 は
ネ ガ テ ィ ブ 感 情 に の み 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と が 示 唆 さ れ る 。  
 第 ２ に ， ネ ガ テ ィ ブ 思 考 を 長 く 考 え る 操 作 を 行 う と 注 意 の 範 囲 が 狭 く
な る こ と が 示 さ れ た 。 注 意 の 範 囲 モ デ ル を 支 持 す る こ れ ま で の 知 見 は ，
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反 す う を 特 性 と と ら え た 横 断 研 究 に 基 づ く 知 見 で あ っ た た め（ F a n g  e t  a l . ,  
2 0 1 7 ;  2 0 1 8 b ;  G r o l ,  e t  a l . ,  2 0 1 5）， 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 因 果 関 係 は 限 定
的 で あ っ た 。 ま た ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル の 理 論 的 根 拠 と さ れ る 気 分 の 拡 張
―形 成 理 論 で は ， ポ ジ テ ィ ブ 感 情 が 注 意 の 範 囲 を 拡 張 す る こ と は 繰 り 返
し 報 告 さ れ て い る も の の ， ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 注 意 の 範 囲 を 狭 く す る と い
う 知 見 は 一 貫 し て い な い （ R o w e  e t  a l . ,  2 0 0 7）。 そ の た め ， ネ ガ テ ィ ブ 感
情 や ネ ガ テ ィ ブ な 思 考 内 容 に 関 す る 操 作 だ け で は 注 意 の 範 囲 を 狭 く す る
条 件 と し て 不 十 分 で あ る 可 能 性 が あ る 。 こ れ ら の こ と か ら も ， 反 す う の
構 成 要 素 と し て 思 考 内 容 の 感 情 価 と 思 考 時 間 が 注 意 の 範 囲 を 狭 く す る 要
因 で あ る と 考 え ら れ る 。  
 ま た ，本 研 究 の 結 果 か ら ，注 意 の 範 囲 は 反 す う の 個 人 差 と い う よ り も ，
反 す う の 認 知 的 情 報 処 理 を 説 明 す る 概 念 の 可 能 性 が あ る 。 注 意 の 範 囲 モ
デ ル で は ， 注 意 の 範 囲 は ネ ガ テ ィ ブ 感 情 に 対 す る 反 す う 傾 向 の 高 さ を 特
徴 づ け る 個 人 差 と し て 説 明 さ れ て い る （ W h i t m e r  &  G o t l i b ,  2 0 1 3）。 そ の
一 方 で ， 本 研 究 で は 反 す う を 実 験 的 に 操 作 す る こ と で 注 意 の 範 囲 が 狭 く
な る こ と を 示 し た 。 こ れ は ， 気 分 の 拡 張 ―形 成 理 論 に 基 づ く 研 究 で は ，
気 分 誘 導 や E R P の 振 幅 か ら 注 意 の 範 囲 の 拡 張 や 狭 小 を 示 し た 知 見 が 多
い （ Va n l e s s e n ,  D e  R a e d t ,  K o s t e r ,  &  P o u r t o i s ,  2 0 1 6） こ と か ら も 示 唆 さ れ
る 。 こ れ ら の こ と か ら ， 本 研 究 で は ， 反 す う が 注 意 の 範 囲 が 反 す う に 及
ぼ す 影 響 に つ い て 内 的 妥 当 性 の 高 い 知 見 を 提 供 し た 点 で 意 義 が あ る と 考
え ら れ る 。  
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第 ５ 章  ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 の 注 意 の 範 囲 が 反 す う に 及 ぼ す 影 響    
（ 研 究 ３ ）  
 
第 １ 節  問 題 と 目 的  
 先 行 研 究 の 問 題 点 と し て ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 が 抑 う つ を 維 持 ・ 悪 化
さ せ る プ ロ セ ス は 明 ら か に さ れ て い な い こ と が 指 摘 さ れ た 。 注 意 の 範 囲
モ デ ル で は ， 反 す う に よ っ て 注 意 の 範 囲 が 狭 く な る こ と で 情 報 の 取 り 込
み が 制 限 さ れ る こ と を 想 定 す る 。 ま た ， 抑 う つ 的 処 理 活 性 化 説 で は ， 抑
う つ と ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 的 情 報 処 理 の 相 互 影 響 性 を 仮 定 し て い る 。 そ の
た め ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で 注 意 の 範 囲 が 狭 く な る と 情 報 の 取 り 入 れ が 制
限 さ れ る こ と で 反 す う が 持 続 す る と 考 え ら れ る が ， こ の 点 に つ い て は 検
討 さ れ て い な い 。 そ こ で 本 研 究 で は ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 の 注 意 の 範 囲 が
反 す う に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。 本 研 究 の 仮 説 は 「 ネ
ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 に 注 意 の 範 囲 を 狭 め る 操 作 を 行 う と 反 す う は 悪 化 す
る 」 と し た 。  
 
第 ２ 節  方 法  
実 験 対 象 者  
本 研 究 で は ， 首 都 圏 の 私 立 大 学 に 在 籍 す る 大 学 生 と 大 学 院 生 4 2 名
（ 男 性 2 3 名 ， 女 性 1 9 名 ； 平 均 年 齢 2 1 . 3 8± 1 . 1 3 歳 ） を 分 析 対 象 と し
た 。 本 研 究 の 除 外 基 準 は ， 研 究 ２ と 同 じ 理 由 か ら ， ( 1 )精 神 科 や 心 療 内
科 に 通 院 中 ま た は 通 院 歴 が あ る こ と ， ( 2 )服 薬 中 で あ る こ と ， ( 3 )極 度 の
眠 気 で あ る こ と ， ( 4 )極 度 の 疲 労 感 を 感 じ て い る こ と と し た 。  
ま た ， G *  P o w e r  3 . 1（ F a u l  e t  a l . ,  2 0 0 7） を 用 い て 事 前 の サ ン プ ル サ イ
ズ 設 計 を 行 っ た 。 そ の 際 ， 先 行 研 究 で は 注 意 の 範 囲 の 狭 さ が 反 す う の 悪
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化 に 及 ぼ す 影 響 は 検 討 さ れ て い な い も の の ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル や 抑 う つ
的 処 理 活 性 仮 説 か ら ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 相 互 影 響 性 が 成 立 す る こ と
が 想 定 さ れ た 。 そ の た め ， 本 研 究 で は 中 程 度 か ら 小 さ い 効 果 量 （ η p 2  
=  . 0 4 ,  α  =  . 0 5， 1 - β  =  . 8 0） と 2 0 %の 実 験 脱 落 率 を 想 定 し ， 5 0 名 の サ ン プ
ル サ イ ズ が 必 要 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 本 研 究 の 対 象 者 数 は こ の サ ン プ
ル サ イ ズ に 到 達 し な か っ た が ， 実 験 か ら 脱 落 し た 者 は 0 名 で あ っ た 。 事
前 の サ ン プ ル サ イ ズ 設 計 で 2 0 %の 実 験 脱 落 率 を 含 ま な い 場 合 に は 4 2 名
の サ ン プ ル サ イ ズ が 必 要 で あ る こ と が 示 さ れ た た め ， 本 研 究 の 検 定 力 は
十 分 で あ っ た と 考 え ら れ る 。  
 
調 査 材 料  
デ モ グ ラ フ ィ ッ ク デ ー タ  性 別 と 年 齢 の 記 入 を 求 め た 。  
健 康 ア ン ケ ー ト  ( 1 )病 気 や ケ ガ の 有 無 ， ( 2 )服 薬 の 有 無 ， ( 3 )睡 眠 不 足
と 疲 労 の 有 無 ， ( 4 )心 理 療 法 や カ ウ ン セ リ ン グ を 受 け て い る か ， ( 5 )ト ラ
ウ マ テ ィ ッ ク な 経 験 の 有 無 の う ち ， １ つ で も 当 て は ま る 項 目 が あ れ ば 研
究 を 中 止 す る た め に 使 用 し た 。  
特 性 反 す う  日 本 語 版 R R S（ H a s e g a w a ,  2 0 1 3） を 用 い た 。 こ の 尺 度 は
2 2 項 目 ４ 件 法 か ら な り ， 得 点 が 高 い ほ ど 特 性 反 す う が 高 い こ と 表 す 。  
抑 う つ  日 本 語 版 C E S - D（ 島 ら ， 1 9 8 5） を 用 い た 。 こ の 尺 度 は 2 0 項
目 ４ 件 法 か ら な り ， 得 点 が 高 い ほ ど 抑 う つ が 高 い こ と を 表 す 。  
状 態 反 す う  研 究 １ で 作 成 し た R I O 日 本 語 版 （ 佐 藤 ら ， 2 0 1 9） を 用
い た 。 こ の 尺 度 は ６ 項 目 ５ 件 法 か ら な り ， 得 点 が 高 い ほ ど 状 態 反 す う が
高 い こ と を 表 す 。  
感 情 状 態  日 本 語 版 PA N A S（ 佐 藤 ・ 安 田 ， 2 0 0 1） を 用 い た 。 こ の 尺
度 は 1 6 項 目 ６ 件 法 か ら な り ， 下 位 尺 度 と し て ポ ジ テ ィ ブ 感 情 と ネ ガ テ
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ィ ブ 感 情 か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 尺 度 は 得 点 が 高 い ほ ど 各 感 情 状 態 が 高 い
こ と を 表 す 。  
 
ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導  
 J a l l a i s  &  G i l e t（ 2 0 1 0） を 参 考 に ， F.  F.  C h o p i n の P r e l u d e  i n  E  m i n o r  
O p . 2 8  N o . 4（ A .  D v a r i o n a i t e 演 奏 ； ２ 分 4 4 秒 ） と ， J .  S .  B a c h の P a r t i t a  
N o .  2  i n  C  M i n o r ,  B W V  8 2 6 :  I V.  S a r a b a n d e（ V.  Ó l a f s s o n 演 奏 ； ４ 分 4 5
秒 ） を 用 い て ， 対 象 者 に は こ れ ら の 音 楽 に 意 識 を 向 け て 聴 く よ う に 求 め
た 。 な お ， カ ウ ン タ ー バ ラ ン ス を 取 る た め に 曲 の 順 番 は ラ ン ダ ム に 提 示
し た 。  
 
修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  T a s k  
注 意 の 範 囲 を 検 討 す る た め に ， 研 究 ２ と 同 様 に ， 修 正 版 A t t e n t i o n a l  
B r e a d t h  Ta s k を 行 っ た 。 そ の 際 ， 課 題 作 成 と 刺 激 提 示 に は I n q u i s i t  5
（ M i l l i s e c o n d ,  U . S .）， 刺 激 提 示 用 デ ィ ス プ レ イ に は E I Z O  F l e x S c a n  
S 1 9 2 3， 刺 激 出 力 と 反 応 取 得 に は D E L L  X P S 1 3 を そ れ ぞ れ 用 い た 。  
 
ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 の 注 意 の 範 囲 の 測 定 と 操 作  
 ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 の 注 意 の 範 囲 の 測 定  ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 の
注 意 の 範 囲 を 測 定 す る た め に ， 研 究 ２ と 同 様 に C l o s e 条 件 と F a r 条 件 で
5 0 : 5 0 の 比 率 で タ ー ゲ ッ ト を 配 置 し た 。  
 注 意 の 範 囲 の 操 作  F a n g  e t  a l .（ 2 0 1 8 a） を 参 考 に ， 修 正 版 A t t e n t i o n a l  
B r e a d t h  Ta s k の 画 面 １ に お い て ， 実 験 群 （ 注 意 の 範 囲 を 狭 め る 群 ） で は
C l o s e 条 件 と F a r 条 件 で 8 0 : 2 0 の 比 率 で タ ー ゲ ッ ト を 配 置 し た 。一 方 ，統
制 群 （ 注 意 の 範 囲 を 操 作 し な い 群 ） で は ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 の 注 意 の
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範 囲 の 測 定 と 同 様 に ，C l o s e 条 件 と F a r 条 件 で 5 0 : 5 0 の 比 率 で タ ー ゲ ッ ト
を 配 置 し た 。 F a n g  e t  a l .（ 2 0 1 8 a） は ， 注 意 の 範 囲 の 操 作 を 行 う 際 の 刺 激
提 示 の 比 率 や 試 行 回 数 は 研 究 間 で 一 貫 し て い な い こ と を 指 摘 し て い る 。
そ の う え で ， 課 題 に 対 す る 退 屈 感 を 軽 減 し ， 実 験 参 加 の 集 中 度 を 維 持 さ
せ る た め に ， タ ー ゲ ッ ト の 位 置 を C l o s e 条 件 と F a r 条 件 で 8 0 : 2 0 の 比 率
に 設 定 し ， ラ ン ダ ム に 変 動 さ せ る こ と で 注 意 の 範 囲 が 操 作 さ れ て い る
（ F a n g  e t  a l . ,  2 0 1 8 a）。 ま た ， 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 で 用 い ら れ る ド ッ ト プ
ロ ー ブ 課 題 （ B u o d o ,  P a t r o n ,  M e s s e r o t t i  B e n v e n u t i ,  &  P a l o m b a ,  2 0 1 8 ;  M a ,  
K r u i j t ,  N ö j d ,  Z e t t e r l u n d ,  A n d e r s s o n ,  &  C a r l b r i n g ,  2 0 1 9 ;  Ya n g ,  C u i ,  L i ,  X i a o ,  
Z h a n g ,  &  O e i ,  2 0 1 7） や プ ロ ー ブ 検 出 課 題 （ A m i r ,  We b e r ,  B e a r d ,  B o m y e a ,  
&  Ta y l o r ,  2 0 0 8） で も 8 0 : 2 0 の 刺 激 提 示 比 率 で 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 の 効 果
を 検 討 し て い る 。加 え て ，S u w a y  &  F o x（ 2 0 1 2）は ，刺 激 提 示 比 率 を 8 0 : 2 0
な ど に 変 化 さ せ る こ と で 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 の 効 果 が 高 ま る 可 能 性 を 指
摘 し て い る 。こ れ ら の こ と か ら ，8 0 : 2 0 の 刺 激 提 示 比 率 で 注 意 の 範 囲 を 操
作 す る こ と は 一 定 の 妥 当 性 を 有 す る と 判 断 し ， 本 研 究 で も こ の 比 率 を 採
用 す る こ と と し た 。  
 
実 験 手 続 き  
 実 験 協 力 希 望 者 に 対 し て 研 究 の 主 旨 説 明 を 行 い ， 承 諾 が 得 ら れ た 場 合
に は 研 究 参 加 の 同 意 を 得 て 実 験 日 時 を 調 整 し た 。 そ の 際 ， 研 究 の 主 旨 説
明 と あ わ せ て ， ( a )研 究 協 力 は 任 意 で あ り ， い つ で も 中 止 す る こ と が で
き る こ と ， ( b )回 答 の 有 無 や そ の 内 容 は 学 業 成 績 に 影 響 し な い こ と ， ( c )
得 ら れ た デ ー タ は 研 究 目 的 以 外 に 使 用 し な い こ と を 説 明 し た 。 各 群 へ の
割 り 付 け は ２ 進 法 の 乱 数 を 生 成 さ せ て 無 作 為 に 行 っ た 。  
実 験 の 手 続 き を F i g u r e  5 - 1 に 示 す 。 第 １ に ， フ ェ イ ス シ ー ト と 健 康 ア  
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F i g u r e  5 - 1 .  実 験 手 続 き  
  
↓
↓
↓
↓
↓
実験群
（注意の範囲を狭める群）
統制群
（注意の範囲を操作しない群）
↓
↓
Note . CES-D = 日本語版Center for Epidemiologic Studies Depression;
PANAS = 日本語版Positive and Negative Affect Schedule; RRS = 日
本語版Ruminative Responses Scale; RIO＝Rumination about an
Interpersonal Offense Scale日本語版
フェイスシート，健康アンケート
RRS，CES-D，RIO-T1，PANAS-T1
修正版Attentional Breadth Task-T2
（注意の範囲の操作）
RIO-T3，PANAS-T3
リラクセーション
ネガティブ気分誘導
修正版Attentional Breadth Task-T1
（ネガティブ気分誘導後の注意の範囲の測定）
RIO-T2，PANAS-T2
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ン ケ ー ト に 記 入 を 求 め ， 参 加 者 が 実 験 に 参 加 で き る 状 態 で あ る こ と を 確
認 し た 。 第 ２ に ， R R S， C E S - D， R I O - T 1， PA N A S - T 1 に 回 答 を 求 め た 後
に ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 を 実 施 し た 。 第 ３ に ， 修 正 版 A t t e n t i o n a l  
B r e a d t h  Ta s k - T 1（ ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 の 注 意 の 範 囲 の 測 定 ） を 実 施 し
た 後 に ， R I O - T 2 と PA N A S - T 2 に 回 答 を 求 め た 。 第 ４ に ， 修 正 版
A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k - T 2（ 注 意 の 範 囲 の 操 作 ） を 実 施 し ， R I O - T 3 と
PA N A S - T 3 に 回 答 を 求 め た 。 最 後 に リ ラ ク セ ー シ ョ ン を 行 い ， 実 験 を 終
了 し た 。 実 験 の 所 要 時 間 は 約 7 0 分 で あ っ た 。  
 
倫 理 的 配 慮  
 本 研 究 は ， 早 稲 田 大 学 「 人 を 対 象 と す る 研 究 に 関 す る 倫 理 審 査 委 員
会 」 の 承 認 を 得 て 実 施 さ れ た （ 承 認 番 号 ： 2 0 1 9 - 0 2 2）。  
 
第 ３ 節  結 果  
記 述 統 計 量 と 群 間 の 等 質 性 の 検 討  
本 研 究 の 記 述 統 計 量 を Ta b l e  5 - 1 に 示 す 。 ま ず ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導  
前 の 群 間 の 等 質 性 を 検 討 す る た め に ， 注 意 の 範 囲 （ 実 験 群 ， 統 制 群 ） を
独 立 変 数 ， R R S， C E S - D， R I O， PA N A S を 従 属 変 数 と し た 対 応 の な い t  
検 定 を 行 っ た と こ ろ ， 群 間 に 違 い は 認 め ら れ な か っ た （ p s  >  . 3 4 ;  Ta b l e  
5 - 1）。 そ の た め ， 各 指 標 で 群 間 に 違 い が 認 め ら れ な か っ た こ と を も っ て
群 間 は 等 質 で あ っ た と 判 断 し た 。  
 
ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 の 注 意 の 範 囲 の 操 作 チ ェ ッ ク  
 修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k の 全 施 行 の う ち ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘
導 後 の 注 意 の 範 囲 の 測 定 で は 5 %， 注 意 の 範 囲 の 操 作 後 で は 6 %が 画 面 中  
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央 の 図 形 刺 激 を 正 し く 判 断 で き な か っ た 。 そ の た め ， 先 行 研 究
（ B o s m a n s  e t  a l . ,  2 0 0 9） や 研 究 ２ と 同 様 に ， こ れ ら の デ ー タ は 「 画 面 １
の 中 央 の 図 形 刺 激 を 正 し く 見 て い な か っ た た め ， 画 像 刺 激 か ら タ ー ゲ ッ
ト ま で の 距 離 の 測 定 結 果 は 妥 当 性 が 低 い 」 も の と 判 断 し ， 分 析 か ら 除 外
し た 。 全 実 験 対 象 者 の ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 の 修 正 版 A t t e n t i o n a l  
B r e a d t h  Ta s k の ヒ ス ト グ ラ ム を F i g u r e  5 - 2 に 示 す 。 そ し て ， 注 意 の 範 囲
の 操 作 チ ェ ッ ク を す る た め に ， 群 （ 実 験 群 ， 統 制 群 ） と 注 意 の 範 囲 の 操
作 時 期 （ ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 ， 注 意 の 範 囲 の 操 作 後 ） を 独 立 変 数 ，
Δ A N I を 従 属 変 数 と し た ２ 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た （ Ta b l e  5 - 2 ;  F i g u r e  5 -
3）。 そ の 結 果 ， 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た た め （ F  ( 1 ,  4 0 )  =  8 . 7 4 ,  p  <  . 0 1 ,  
η p 2  =  . 1 8）， 単 純 主 効 果 検 定 を 行 っ た と こ ろ ， 実 験 群 に お い て 注 意 の 範
囲 の 操 作 後 は 操 作 前 よ り も Δ A N I が 有 意 に 高 く （ p  <  . 0 1）， 注 意 の 範 囲
の 操 作 後 に お い て 実 験 群 は 統 制 群 よ り も Δ A N I が 有 意 に 高 か っ た （ p  
<  . 0 1）。 こ れ ら の こ と か ら ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 の 注 意 の 範 囲 の 操 作
は 妥 当 で あ っ た こ と が 確 認 さ れ た 。  
 
ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で の 注 意 の 範 囲 に よ る 反 す う と 感 情 状 態 の 差 異  
 ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で の 注 意 の 範 囲 に よ る 反 す う と 感 情 状 態 の 差 異 を 検
討 す る た め に ， 第 １ に ， 群 （ 実 験 群 ， 統 制 群 ） と 注 意 の 範 囲 の 操 作 時 期
（ ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 前 ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 ， 注 意 の 範 囲 の 操 作
後 ） を 独 立 変 数 ， R I O を 従 属 変 数 と し た ２ 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た
（ Ta b l e  5 - 3 ;  F i g u r e  5 - 4）。 そ の 結 果 ， 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た た め （ F  
( 2 ,  8 0 )  =  1 0 . 5 1 ,  p  <  . 0 1 ,  η p 2  =  . 2 1）， 単 純 主 効 果 検 定 を 行 っ た と こ ろ ， 実
験 群 に お い て ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 と 注 意 の 範 囲 の 操 作 後 は ネ ガ テ ィ ブ
気 分 誘 導 前 よ り も R I O が 有 意 に 高 か っ た （ p s  <  . 0 1）。 ま た ， 統 制 群  
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F i g u r e  5 - 2 .  全 実 験 対 象 者 の ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 の  
修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k の ヒ ス ト グ ラ ム  
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F i g u r e  5 - 3 .  注 意 の 範 囲 の 操 作 チ ェ ッ ク 結 果  
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F i g u r e  5 - 4 .  群 と 注 意 の 範 囲 の 操 作 に よ る 状 態 反 す う の 差 異  
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に お い て ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 は ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 前 と 注 意 の 範 囲 の
操 作 後 よ り も R I O が 有 意 に 高 か っ た （ p s  <  . 0 1）。 そ し て ， 注 意 の 範 囲
の 操 作 後 に お い て 実 験 群 は 統 制 群 よ り も R I O が 有 意 に 高 か っ た （ p  
<  . 0 1）。  
 第 ２ に ， 群 と 注 意 の 範 囲 の 操 作 時 期 を 独 立 変 数 ， PA N A S の ネ ガ テ ィ
ブ 感 情 を 従 属 変 数 と し た ２ 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た （ Ta b l e  5 - 3 ;  F i g u r e  5 -
5）。 そ の 結 果 ， 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た た め （ F  ( 2 ,  8 0 )  =  1 6 . 1 6 ,  p  
<  . 0 1 ,  η p 2  =  . 2 9）， 単 純 主 効 果 検 定 を 行 っ た と こ ろ ， 実 験 群 に お い て ネ
ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 と 注 意 の 範 囲 の 操 作 後 は ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 前 よ り
も PA N A S の ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 有 意 に 高 か っ た （ p s  <  . 0 1）。 ま た ， 統 制
群 に お い て ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 は ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 前 と 注 意 の 範 囲
の 操 作 後 よ り も PA N A S の ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 有 意 に 高 か っ た （ p s  
<  . 0 1）。 そ し て ， 注 意 の 範 囲 の 操 作 後 に お い て 実 験 群 は 統 制 群 よ り も
PA N A S の ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 有 意 に 高 か っ た （ p  <  . 0 1）。  
最 後 に ， 群 と 注 意 の 範 囲 の 操 作 時 期 を 独 立 変 数 ， PA N A S の ポ ジ テ ィ
ブ 感 情 を 従 属 変 数 と し た ２ 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た （ Ta b l e  5 - 3 ;  F i g u r e  5 -  
6）。 そ の 結 果 ， 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た た め （ 順 に ， F  ( 2 ,  8 0 )  =  9 . 9 2 ,  p  
<  . 0 1 ,  η p 2  =  . 2 0）， 単 純 主 効 果 検 定 を 行 っ た と こ ろ ， 実 験 群 に お い て 注
意 の 範 囲 の 操 作 後 ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 前 の 順
で PA N A S の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 が 有 意 に 低 か っ た （ p s  <  . 0 1）。 ま た ， 統 制
群 に お い て ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 は 誘 導 前 よ り も PA N A S の ポ ジ テ ィ ブ
感 情 が 有 意 に 低 か っ た （ p  <  . 0 1）。 そ し て ， 注 意 の 範 囲 の 操 作 後 に お い
て 実 験 群 は 統 制 群 よ り も PA N A S の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 が 有 意 に 低 か っ た
（ p  =  . 0 3）。 こ れ ら の こ と か ら ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で 注 意 の 範 囲 を 狭 め
る 操 作 を 行 う と 状 態 反 す う と ネ ガ テ ィ ブ 感 情 は 悪 化 す る 可 能 性 が 示 さ れ  
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F i g u r e  5 - 5 .  群 と 注 意 の 範 囲 の 操 作 に よ る ネ ガ テ ィ ブ 感 情 の 差 異  
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F i g u r e  5 - 6 .  群 と 注 意 の 範 囲 の 操 作 に よ る ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 差 異  
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た 。  
 
注 意 の 範 囲 の 変 化 量 と 状 態 反 す う お よ び 感 情 状 態 の 変 化 量 の 関 連  
実 験 操 作 に よ る 注 意 の 範 囲 と 状 態 反 す う お よ び 感 情 状 態 の 関 連 を 検 討
す る た め に ， 第 １ に ， 群 ご と に 注 意 の 範 囲 の 変 化 量 と 状 態 反 す う の 変 化
量 で 相 関 分 析 を 行 っ た と こ ろ （ Ta b l e  5 - 4 ;  F i g u r e  5 - 7）， 実 験 群 で は 有 意
な 正 の 相 関 が 見 ら れ （ r  =  . 4 4 ,  9 5 % C I  [ . 0 1 ,  . 7 3 ] ,  p  =  . 0 4 ,）， 統 制 群 で は
有 意 な 相 関 が 見 ら れ な か っ た （ r  =  - . 0 2 ,  9 5 % C I  [ - . 4 5 ,  . 4 2 ] ,  p  =  . 9 5）。 第
２ に ， 群 ご と に 注 意 の 範 囲 の 変 化 量 と PA N A S の ネ ガ テ ィ ブ 感 情 の 変 化
量 で 相 関 分 析 を 行 っ た と こ ろ （ Ta b l e  5 - 4 ;  F i g u r e  5 - 8）， 両 群 で 有 意 な 相
関 は 見 ら れ な か っ た （ 実 験 群 ： r  =  . 0 7 ,  9 5 % C I  [ - . 3 7 ,  . 4 9 ] ,  p  =  . 7 5； 統 制
群 ： r  =  . 1 6 ,  9 5 % C I  [ - . 2 9 ,  . 5 5 ] ,  p  =  . 4 8）。 第 ３ に ， 群 ご と に 注 意 の 範 囲
の 変 化 量 と PA N A S の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 変 化 量 で 相 関 分 析 を 行 っ た と こ
ろ （ Ta b l e  5 - 4 ;  F i g u r e  5 - 9）， 両 群 で 有 意 な 相 関 は 見 ら れ な か っ た （ 実 験
群 ： r  =  - . 0 9 ,  9 5 % C I  [ - . 5 0 ,  . 3 6 ] ,  p  =  . 6 9； 統 制 群 ： r  =  - . 3 1 ,  9 5 % C I  
[ - . 6 5 ,  . 1 4 ] ,  p  =  . 1 8）。 こ れ ら の こ と か ら ， 修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  
Ta s k は ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 関 連 を 検 討 す る う え で 妥 当 な 課 題 で あ
る こ と が 確 認 さ れ ， 注 意 の 範 囲 が 狭 ま る と 状 態 反 す う は 悪 化 す る 可 能 性
が 示 さ れ た 。  
 
第 ４ 節  考 察  
 本 研 究 の 目 的 は ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 の 注 意 の 範 囲 が 反 す う に 及 ぼ す 影
響 を 検 討 す る こ と で あ っ た 。 本 研 究 の 結 果 か ら ， 実 験 群 で は ， ネ ガ テ ィ
ブ 気 分 誘 導 後 と 注 意 の 範 囲 の 操 作 後 は ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 前 よ り も 状 態
反 す う が 有 意 に 高 く ， 注 意 の 範 囲 の 操 作 後 で は ， 実 験 群 は 統 制 群 よ り も   
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F i g u r e  5 - 7 .  注 意 の 範 囲 の 変 化 量 と 状 態 反 す う の 変 化 量 の 関 連  
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F i g u r e  5 - 8 .  注 意 の 範 囲 の 変 化 量 と ネ ガ テ ィ ブ 感 情 の 変 化 量 の 関 連  
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F i g u r e  5 - 9 .  注 意 の 範 囲 の 変 化 量 と ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 変 化 量 の 関 連  
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状 態 反 す う が 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た 。 ま た ， 実 験 群 に お い て 注 意 の
範 囲 の 変 化 量 は 状 態 反 す う の 変 化 量 と 有 意 な 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。 こ れ
ら の 結 果 か ら ，「ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 に 注 意 の 範 囲 を 狭 め る 操 作 を 行 う
と 反 す う は 悪 化 す る 」 と い う 仮 説 は 支 持 さ れ た 。  
 第 １ に ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 に 注 意 の 範 囲 を 狭 め る 操 作 を 行 う と ，
注 意 の 範 囲 の 狭 さ を 表 す Δ A N I は 有 意 に 高 く な っ た こ と か ら ， ネ ガ テ ィ
ブ 気 分 誘 導 後 の 注 意 の 範 囲 の 操 作 は 妥 当 で あ っ た こ と が 確 認 さ れ た 。 先
行 研 究 で は ， 注 意 の 範 囲 の 拡 大 は 嫌 悪 画 像 に 対 す る E R P の N 1 振 幅 を 低
減 さ せ る （ G a b l e  &  H a r m o n - J o n e s ,  2 0 1 2） こ と や ， 注 意 の 範 囲 の 縮 小 は
自 己 制 御 に 関 す る 課 題 の パ フ ォ ー マ ン ス を 悪 化 さ せ る （ H a n i f  e t  a l . ,  
2 0 1 2） こ と が 報 告 さ れ て い た も の の ， こ れ ら の 研 究 で は 注 意 の 範 囲 の 操
作 チ ェ ッ ク が 用 い ら れ て い な か っ た 。 本 研 究 で は ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導
後 に 注 意 の 範 囲 を 操 作 し な い 統 制 群 を 設 定 し た う え で 上 記 の 結 果 が 示 さ
れ た こ と か ら も ， 本 研 究 で の ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 の 注 意 の 範 囲 の 操 作
は 妥 当 で あ っ た と い え る 。  
 第 ２ に ， 注 意 の 範 囲 の 操 作 後 で は 実 験 群 は 統 制 群 よ り も 状 態 反 す う が
有 意 に 高 い こ と と ， 実 験 群 に お い て 注 意 の 範 囲 の 変 化 量 は 状 態 反 す う の
変 化 量 と 有 意 な 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。 ま た ， 実 験 群 に お い て 注 意 の 範 囲
の 変 化 量 は 感 情 状 態 の 変 化 量 と は 有 意 な 相 関 は 示 さ れ な か っ た こ と か
ら ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 関 連 に 感 情 状 態 が 交 絡 し て い る 可 能 性 は 除 外
す る こ と が で き る 。 こ れ は ， 修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k が 注 意 の
範 囲 と 状 態 反 す う の 関 連 を 検 討 す る う え で 妥 当 性 が 高 い 課 題 で あ る こ と
を 示 唆 し ， 感 情 状 態 や 抑 う つ を 統 制 し た 場 合 で も 反 す う と 注 意 の 範 囲 に
関 連 が 見 ら れ る と い う 知 見 と も 一 致 す る （ G r o l  e t  a l . ,  2 0 1 5）。 ま た ， 本
研 究 で は 注 意 の 範 囲 を 操 作 し な い 統 制 群 も あ わ せ て 設 定 し た が ， 実 験 群
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で の み 注 意 の 範 囲 の 変 化 量 は 状 態 反 す う の 変 化 量 と 有 意 な 正 の 相 関 が 示
さ れ た こ と か ら ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る こ と で 注 意 の 範 囲 も 連
続 的 に 狭 ま っ て い く こ と が 推 察 さ れ る 。 こ れ は ， 反 す う が 思 考 の 持 続 性
を 特 徴 と す る こ と や （ N o l e n - H o e k s e m a  e t  a l . ,  2 0 0 8）， 反 す う に よ っ て 注
意 の 範 囲 が 狭 く な る こ と で 情 報 の 取 り 込 み が 制 限 さ れ ， 結 果 と し て 反 す
う が 持 続 す る と い う 注 意 の 範 囲 モ デ ル に 基 づ く 予 測 か ら も 示 唆 さ れ る 。  
 そ の 一 方 で ， F a n g  e t  a l .（ 2 0 1 8 a） は ， 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 の 観 点 か ら
G l o b a l - L o c a l  t a s k を 用 い て 注 意 の 範 囲 の 拡 大 が 状 態 反 す う の 低 減 に 及 ぼ
す 影 響 を 検 討 し た と こ ろ ， 注 意 の 範 囲 と 状 態 反 す う の 関 連 は 示 さ れ て お
ら ず ， 本 研 究 の 結 果 と は 一 致 し な い 。 こ の 要 因 と し て ， F a n g  e t  a l .
（ 2 0 1 8 a） で は ， 対 象 と し た 注 意 の 範 囲 の 状 態 像 が 異 な っ て い た 可 能 性
が あ る 。 注 意 の 範 囲 と い う 認 知 的 情 報 処 理 に は ，「 環 境 か ら 直 接 知 覚 さ
れ る 情 報 の 総 量 」 と い う 視 覚 的 注 意 に 基 づ く 定 義 （ F a n g  e t  a l . ,  2 0 1 7）
だ け で は く ，「 ワ ー キ ン グ メ モ リ 内 で 活 性 化 す る 情 報 の 総 量 」 と い う 広
義 の 定 義 も 提 唱 さ れ て い る （ W h i t m e r  &  G o t l i b ,  2 0 1 3）。 そ の う え で ，
F a n g  e t  a l .（ 2 0 1 8 a） で は G l o b a l - L o c a l  t a s k を 用 い て 注 意 の 範 囲 の 訓 練
を 行 っ て い る が ， こ の 課 題 は 大 局 文 字 と 局 所 文 字 の 一 方 を 判 断 さ せ る こ
と か ら ， S t r o o p 課 題 に お け る 色 と 意 味 の よ う に 判 断 が 競 合 し た 状 態 で
正 し い 入 力 情 報 を 同 定 さ せ る 統 制 的 処 理 を 対 象 と し て い る （ F u j i t a ,  
T r o p e ,  L i b e r m a n  &  L e v i n - S a g i ,  2 0 0 6 ;  H a n i f  e t  a l . ,  2 0 1 2）。 そ の 一 方 で ，
本 研 究 で 用 い た 修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k で は ， 注 視 刺 激 か ら タ
ー ゲ ッ ト ま で の 距 離 を も っ て 注 意 の 範 囲 を 検 討 し て い る た め ， 視 空 間 上
の 注 意 の 範 囲 と い う 自 動 的 処 理 を 対 象 と し て い る 。 そ の う え で ，
A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k を 用 い た 先 行 研 究 （ G r o l  e t  a l . ,  2 0 1 5） で は ， 特
性 反 す う の ネ ガ テ ィ ブ な 下 位 因 子 で あ る 考 え 込 み （ b r o o d i n g） が 自 己 関
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連 刺 激 に 対 す る 注 意 の 範 囲 の 狭 さ に 正 の 影 響 を 与 え る こ と が 報 告 さ れ て
い る 。 こ れ ら を ふ ま え る と ， 反 す う は 視 空 間 上 の 注 意 を 狭 め る と い う 自
動 的 処 理 が ， そ の 注 意 の 範 囲 外 に あ る 情 報 の 取 り 込 み を 制 限 し ， 反 す う
を 悪 化 さ せ る 可 能 性 が あ る 。 本 研 究 は ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で 注 意 が 狭 く な
る と 状 態 反 す う が 悪 化 す る こ と が 示 唆 さ れ ， 注 意 の 範 囲 と 反 す う の 関 連
に つ い て 内 的 妥 当 性 の 高 い 知 見 を 提 供 し た 点 で 意 義 が あ る と 考 え ら れ
る 。  
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第 ６ 章  総 合 考 察  
 
第 １ 節  本 研 究 結 果 の ま と め  
 本 研 究 で は ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル に 基 づ く 反 す う の 持 続 過 程 に つ い て 検
討 す る こ と を 目 的 と し た 。 第 ３ 章 （ 研 究 １ ） で は ， 状 態 反 す う を 定 量 的
に 測 定 す る R u m i n a t i o n  a b o u t  a n  I n t e r p e r s o n a l  O f f e n s e  S c a l e（ R I O） 日 本
語 版 を 作 成 し ， そ の 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， R I O 日 本 語
版 は 原 版 と 同 様 に ６ 項 目 １ 因 子 構 造 で あ り ， 信 頼 性 と 妥 当 性 を 有 す る こ
と が 示 さ れ た 。 第 ４ 章 （ 研 究 ２ ） で は ， 思 考 内 容 の 感 情 価 と 思 考 時 間 の
観 点 か ら 反 す う を 操 作 し た う え で ， 反 す う に よ る 注 意 の 範 囲 の 差 異 を 検
討 し た 。 そ の 結 果 ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る 操 作 を 行 う と 注 意 の
範 囲 が 狭 く な る こ と が 示 さ れ ， 仮 説 は 支 持 さ れ た 。 第 ５ 章 （ 研 究 ３ ） で
は ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 の 注 意 の 範 囲 が 反 す う に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。
そ の 結 果 ， 注 意 の 範 囲 を 狭 め た 実 験 群 は 注 意 の 範 囲 を 操 作 し な か っ た 統
制 群 よ り も 注 意 の 範 囲 の 操 作 後 の 状 態 反 す う が 有 意 に 高 く ， ネ ガ テ ィ ブ
気 分 誘 導 後 の 注 意 の 範 囲 の 変 化 量 と 状 態 反 す う の 変 化 量 の 間 に 正 の 相 関
が 示 さ れ た 。 こ の こ と か ら ，「 ネ ガ テ ィ ブ 気 分 誘 導 後 に 注 意 の 範 囲 を 狭
め る 操 作 を 行 う と 状 態 反 す う は 悪 化 す る 」 と い う 仮 説 は 支 持 さ れ た 。  
 こ れ ら の 研 究 の 結 果 を ふ ま え る と ， F i g u r e  6 - 1 に 示 す こ と が で き る 。
研 究 １ の 結 果 か ら R I O 日 本 語 版 は 状 態 反 す う を 測 定 す る う え で 有 用 な
自 記 式 尺 度 で あ る こ と ， 研 究 ２ の 結 果 か ら 反 す う は 注 意 の 範 囲 を 狭 め る
こ と と ， 研 究 ３ の 結 果 か ら ネ ガ テ ィ ブ 感 情 を 経 験 し て い る と き に 注 意 の
範 囲 が 狭 く な る と 反 す う が 悪 化 す る こ と が 示 さ れ た 。 こ の こ と か ら ， 反
す う と 注 意 の 範 囲 の 狭 小 化 は 互 い に 影 響 し あ う こ と で 反 す う が 持 続 す る
こ と が 示 唆 さ れ る 。  
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F i g u r e  6 - 1 .  本 研 究 の 結 果 の ま と め  
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第 ２ 節  反 す う と 注 意 の 範 囲 の 関 連 性  
第 １ 項  反 す う が 注 意 の 範 囲 に 及 ぼ す 影 響  
 研 究 ２ の 結 果 か ら ， 状 態 反 す う は 注 意 の 範 囲 を 狭 め る こ と が 示 さ れ
た 。 そ の 際 ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る と い う 思 考 内 容 の 感 情 価 と
思 考 時 間 の ２ 要 因 か ら 状 態 反 す う を 操 作 す る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら
れ た 。 注 意 の 範 囲 モ デ ル で は ， 反 す う に よ っ て 注 意 の 範 囲 が 狭 く な り ，
情 報 の 取 り 込 み が 制 限 さ れ る と 説 明 さ れ る 。 加 え て ， 注 意 の 範 囲 は セ ル
フ コ ン ト ロ ー ル や 感 情 制 御 に 重 要 な 役 割 を 果 た す こ と や （ H a n i f  e t  a l . ,  
2 0 1 2 ;  L u t z  e t  a l . ,  2 0 0 8）， 反 す う に よ っ て 注 意 の 範 囲 の 中 心 に あ る 情 報
の 処 理 が 促 進 さ れ る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る （ F a n g  e t  a l . ,  2 0 1 8 b）。 本
研 究 の 結 果 を ふ ま え る と ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る こ と で ， 注 意
の 範 囲 外 か ら の 情 報 の 取 り 入 れ が 制 限 さ れ ， 注 意 の 範 囲 内 の 情 報 の 処 理
に 固 執 し て し ま う こ と で 注 意 の 範 囲 が 狭 く な る こ と が 示 唆 さ れ る 。  
 本 研 究 で は ， 反 す う を 思 考 内 容 の 感 情 価 （ ネ ガ テ ィ ブ な 思 考 内 容 ） と
思 考 時 間 （ 長 く 考 え 続 け る こ と ） の ２ 要 因 か ら 定 義 し ， 実 験 操 作 を 行 っ
た 。 反 す う の 狭 義 の 定 義 は 研 究 者 間 で 異 な る こ と が 指 摘 さ れ て い る が
（ S m i t h  &  A l l o y,  2 0 0 9）， 反 す う に 関 す る 研 究 の 多 く は N o l e n - H o e k s e m a
（ 1 9 9 1） の 「 抑 う つ の 症 状 や 原 因 ， 意 味 ， 結 果 に 繰 り 返 し 焦 点 づ け ら れ
て い る 反 応 様 式 」 と い う 定 義 を 端 に 発 し て い る 。 N o l e n - H o e k s e m a
（ 1 9 9 1） の 反 す う の 定 義 と 本 研 究 で の 反 す う 操 作 の 手 続 き は ， こ の 定 義
の う ち 「 抑 う つ の 症 状 や 原 因 ， 意 味 ， 結 果 」 は ネ ガ テ ィ ブ な 思 考 内 容
に ，「 繰 り 返 し 焦 点 づ け ら れ て い る 」 こ と は 長 く 考 え 続 け る こ と に そ れ
ぞ れ 対 応 し て い る と 理 解 す る こ と が で き る 。 ま た ， 先 行 研 究 か ら ， い っ
た ん 反 す う 状 態 に 入 っ て し ま う と 自 己 持 続 的 （ s e l f - p e r p e t u a t i n g） に な
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り ， こ の 思 考 状 態 を 望 ま な く な っ た 場 合 で も 制 御 困 難 に な っ て し ま う こ
と が 指 摘 さ れ て い る （ P a p a g e o r g i o u  &  We l l s ,  2 0 0 3）。 こ れ ら の こ と か
ら ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題 を 長 く 考 え る こ と で ， 自 己 に 関 す る ネ ガ テ ィ ブ な
表 象 が 活 性 化 し ， 反 す う の 持 続 に 関 わ る 内 的 な ト リ ガ ー が 多 く な る た
め ， 反 す う が 持 続 し て し ま う こ と が 示 唆 さ れ る 。  
 
第 ２ 項  注 意 の 範 囲 が 反 す う に 及 ぼ す 影 響  
 研 究 ３ の 結 果 か ら ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で 注 意 の 範 囲 が 狭 く な る と 反 す
う は 悪 化 す る こ と が 示 さ れ た 。 注 意 の 範 囲 モ デ ル は ， 反 す う の 持 続 を 注
意 の 範 囲 と い う 認 知 的 情 報 処 理 の 観 点 か ら 説 明 す る モ デ ル で あ る が ， 注
意 の 範 囲 が 狭 く な る こ と で 反 す う が 悪 化 す る こ と ま で は 明 ら か に さ れ て
い な か っ た 。 注 意 の 範 囲 モ デ ル で は ， 反 す う が 注 意 の 範 囲 を 狭 め る こ と
で 情 報 の 取 り 込 み が 制 限 さ れ ， 特 定 の 話 題 に 限 定 さ れ た 思 考 が 繰 り 返 し
生 じ る こ と で 反 す う が 持 続 す る と 説 明 さ れ る 。 注 意 の 範 囲 モ デ ル を 支 持
す る 先 行 研 究 は ， 主 に 横 断 研 究 デ ザ イ ン で 反 す う と ワ ー キ ン グ メ モ リ の
関 連 を 検 討 し て い る た め （ W h i t m e r  &  G o t l i b ,  2 0 1 3）， こ の モ デ ル を 直 接
的 に 検 討 し た 研 究 は 少 な い と い う 問 題 点 が 存 在 す る 。 そ こ で ， 注 意 の 範
囲 の モ デ ル の 妥 当 性 を 検 証 す る た め に も ， ま ず 研 究 ２ と し て 反 す う が 注
意 の 範 囲 を 狭 め る こ と を 検 討 し ， 研 究 ３ で は そ の 逆 の 因 果 関 係 を 想 定 し
て 仮 説 を 支 持 す る 結 果 が 示 さ れ た 。  
反 す う が 注 意 に 関 連 す る 認 知 的 情 報 処 理 に 影 響 を 及 ぼ す だ け で な く ，
そ の 逆 の 因 果 関 係 も 成 立 す る こ と は ， 既 存 の モ デ ル や 先 行 研 究 の 結 果 か
ら も 推 察 さ れ る 。 反 す う と 注 意 機 能 に 関 す る モ デ ル で は ， ネ ガ テ ィ ブ 刺
激 に 対 す る 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス や 認 知 コ ン ト ロ ー ル の 低 下 が 反 す う を
持 続 さ せ る こ と で 抑 う つ が 悪 化 す る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る （ K o s t e r  e t  
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a l . ,  2 0 1 1 ;  L e v e n s  e t  a l . ,  2 0 0 9）。 た と え ば ， 嫌 悪 的 な 出 来 事 に 直 面 し た 際
に ， ネ ガ テ ィ ブ な 出 来 事 か ら 注 意 を 切 り 替 え る こ と が 困 難 に な る と ， そ
の 出 来 事 を 手 掛 か り と し て 反 す う を し て し ま い ， 抑 う つ が 悪 化 す る と 説
明 さ れ る （ K o s t e r  e t  a l . ,  2 0 1 1）。 加 え て ， 注 意 機 能 の 低 下 が 反 す う を 悪
化 さ せ る 可 能 性 を 考 慮 す る こ と で ， 注 意 訓 練 が 抑 う つ や 反 す う な ど に 対
す る 治 療 効 果 の 有 効 性 の 検 討 に も 応 用 す る こ と が で き る 。 た と え ば ， う
つ 病 に 対 す る 弁 証 法 的 行 動 療 法 に 注 意 持 続 訓 練 と ワ ー キ ン グ メ モ リ を 増
強 さ せ る 認 知 コ ン ト ロ ー ル 訓 練 を 加 え る と ， 抑 う つ と 反 す う の 改 善 が 有
意 に 大 き か っ た こ と が 報 告 さ れ て い る （ S i e g l e ,  G h i n a s s i ,  &  T h a s e ,  
2 0 0 7）。 こ れ ら の こ と か ら も ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で 注 意 の 範 囲 が 狭 く な
る と 反 す う は 悪 化 す る と 考 え ら れ る 。  
 
第 ３ 項  反 す う と 注 意 の 範 囲 の 相 互 影 響 性  
 研 究 ２ と 研 究 ３ の 結 果 か ら ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 狭 小 化 は 互 い に 影
響 し あ う こ と で 反 す う が 持 続 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。 そ し て ， こ う し た
反 す う と 注 意 の 範 囲 の 相 互 影 響 性 に は ， 反 す う の 構 成 要 素 と い う 微 視 的
視 点 と ， 反 す う と ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 的 情 報 処 理 と の 関 連 と い う 巨 視 的 視
点 か ら 反 す う の 持 続 を 理 解 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る （ F i g u r e  6 -
2）。  
ま ず ， 研 究 ２ に お け る 反 す う の 操 作 チ ェ ッ ク の 結 果 か ら ， ネ ガ テ ィ ブ
な 話 題 を 長 く 考 え る こ と で 状 態 反 す う と ネ ガ テ ィ ブ 感 情 が 悪 化 す る こ と
が 示 さ れ た 。 こ の こ と か ら ， ネ ガ テ ィ ブ な 思 考 内 容 と 思 考 時 間 の 相 互 作
用 が 反 す う の 程 度 を 規 定 す る と 考 え ら れ る 。 そ し て ， ネ ガ テ ィ ブ な 話 題
を 長 く 考 え る こ と で ， 自 己 に 関 す る ネ ガ テ ィ ブ な 表 象 が 活 性 化 し ， 反 す
う が さ ら に 持 続 し て し ま う こ と が 示 唆 さ れ る 。 こ れ は ， 反 す う そ の も の  
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F i g u r e  6 - 2 .  本 研 究 か ら 示 唆 さ れ る 反 す う の 持 続 過 程 の 概 念 的 枠 組 み  
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の 制 御 困 難 性 を 表 す 点 で ， 反 す う の 微 視 的 な 持 続 過 程 と と ら え る こ と が
で き る 。  
 ま た ， 研 究 ２ と 研 究 ３ の 結 果 か ら ， 反 す う が 注 意 の 範 囲 を 狭 め る こ と
と で ， 反 す う の 制 御 に 必 要 な 情 報 の 取 り 込 み が 制 限 さ れ ， さ ら に 反 す う
が 悪 化 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。 こ れ は ， 抑 う つ 的 処 理 活 性 仮 説 で は 抑 う
つ と ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 情 報 処 理 の 相 互 に 影 響 し あ う 過 程 を 反 す う と 位 置
づ け る こ と や （ Te a s d a l e ,  1 9 8 5）， 反 す う は ネ ガ テ ィ ブ な 自 己 注 目 を 強 め
る こ と で ， ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 と 認 知 の 悪 循 環 が 形 成 さ れ る と い う 指 摘
（ C i e s l a  &  R o b e r t s ,  2 0 0 7） か ら も 推 察 さ れ る 。 こ の よ う に ， 反 す う と 注
意 の 範 囲 の 狭 小 化 の フ ィ ー ド バ ッ ク ル ー プ が 成 立 す る こ と が 示 唆 さ れ る
点 で ， 反 す う の 巨 視 的 な 持 続 過 程 と と ら え る こ と が で き る 。  
 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 関 連 性 は ， 機 能 的 磁 気 共 鳴 画 像 法 を 用 い た 認 知
神 経 学 的 知 見 か ら も 支 持 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 こ れ ま で の 研
究 か ら ， 反 す う に 関 す る 認 知 神 経 基 盤 と し て 扁 桃 体 ， 内 側 前 頭 前 野 ， 後
部 帯 状 野 が 報 告 さ れ て お り （ B e r m a n ,  P e l t i e r ,  N e e ,  K r o s s ,  D e l d i n ,  &  
J o n i d e s ,  2 0 1 1 ;  C o o n e y,  J o o r m a n n ,  E u g è n e ,  D e n n i s ,  &  G o t l i b ,  2 0 1 0 ;  D i s n e r ,  
B e e v e r s ,  H a i g h ,  &  B e c k ,  2 0 1 1 ;  N e j a d ,  F o s s a t i ,  &  L e m o g n e ,  2 0 1 3）， こ れ ら
の 関 連 は ， う つ 病 患 者 ， 寛 解 し た 抑 う つ 群 ， 非 臨 床 群 を 対 象 と し た 場 合
で も 報 告 さ れ て お り （ Wa t k i n s  &  R o b e r t s ,  2 0 2 0）， こ の う ち 内 側 前 頭 前 野
は 注 意 機 能 に 関 連 す る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ C o o n e y  e t  a l . ,  2 0 1 0）。 さ
ら に ， 反 す う の 認 知 神 経 基 盤 と し て デ フ ォ ル ト モ ー ド ネ ッ ト ワ ー ク が 指
摘 さ れ て い る （ K o s t e r  e t  a l . ,  2 0 1 1）。 デ フ ォ ル ト モ ー ド ネ ッ ト ワ ー ク と
は ， 前 部 ・ 後 部 帯 状 野 ， 内 側 前 頭 前 野 ， 内 側 ・ 側 部 下 頭 頂 小 葉 で 刺 激 や
課 題 に 伴 わ な い 安 静 状 態 の 自 発 性 脳 活 動 で あ り （ R a i c h l e ,  M a c L e o d ,  
S n y d e r ,  P o w e r s ,  G u s n a r d ,  &  S h u l m a n ,  2 0 0 1）， 注 意 の 制 御 に 関 連 す る 脳 領
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域 と 関 連 が あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ K o s t e r  e t  a l . ,  2 0 1 1）。 こ れ ら の
こ と か ら ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 認 知 神 経 基 盤 と し て 内 側 前 頭 前 野 が 関
連 す る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  
 
第 ３ 節  反 す う と 注 意 の 範 囲 に 関 連 す る 処 理 段 階  
 研 究 ２ と 研 究 ３ の 結 果 か ら ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 関 連 は ， ネ ガ テ ィ
ブ 刺 激 に 対 す る 注 意 の 偏 り よ り も 初 期 の 段 階 で 処 理 さ れ る 可 能 性 が あ
る 。 研 究 ２ と 研 究 ３ で は ， A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k（ B o s m a n s  e t  a l . ,  
2 0 0 9） で の 実 験 刺 激 を 表 情 刺 激 か ら 図 形 刺 激 に 変 更 し た う え で ， 6 8 m s
と い う ご く 短 い 刺 激 提 示 時 間 で 視 空 間 上 の 注 意 の 範 囲 の 測 定 や 操 作 を 行
っ た 。 そ の 一 方 で ， 先 行 研 究 で は ， 抑 う つ の 注 意 バ イ ア ス は 刺 激 提 示 を
1 , 0 0 0 m s 以 上 に 設 定 し た 場 合 に 生 じ や す い こ と が 示 さ れ て い る
（ M a t h e w s  &  M a c L e o d ,  2 0 0 5）。 こ の 要 因 と し て ， 抑 う つ の 注 意 バ イ ア ス
は 注 意 の 方 位 の 段 階 で は 生 起 し に く く ， 感 情 情 報 を 方 略 的 か つ 意 識 的 に
処 理 す る と い う 精 緻 化 の 段 階 で 生 起 し や す い こ と が 指 摘 さ れ て い る
（ P e c k h a m ,  M c H u g h ,  &  O t t o ,  2 0 1 0）。  
ま た ， 注 意 の 範 囲 と い う 認 知 的 情 報 処 理 は ， 注 意 の 初 期 段 階 の 感 覚 処
理 を 表 す E R P の N 1 成 分 や P 1 成 分 と 関 連 が あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る
（ H a n i f  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  H i l l y a r d  &  A n l l o - Ve n t o ,  1 9 9 8）。 E R P は 時 間 分 解 能
に す ぐ れ て お り ， 感 覚 入 力 か ら 反 応 出 力 ま で の 情 報 処 理 過 程 を 時 間 に 沿
っ て 検 討 す る こ と が で き る （ 守 谷 ら ， 2 0 1 1）。 ま た ， E R P の N 1 成 分 や
P 1 成 分 は 視 覚 刺 激 を 提 示 し た 約 1 0 0 m s 後 に 検 出 さ れ る 陰 性 ・ 陽 性 反 応
を 表 す 。 た と え ば ， 視 覚 刺 激 が 注 意 焦 点 の 中 に 出 現 し た 時 に ， 注 意 焦 点
の 外 に 出 現 し た 時 よ り も P 1 の 振 幅 が 増 大 す る こ と が 報 告 さ れ て い る
（ H a n d y,  S o l t a n i ,  &  M a n g u n ,  2 0 0 1 ;  H e i n z e  e t  a l . ,  1 9 9 4）。 本 研 究 で は E R P
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と い っ た 生 理 指 標 を 測 定 し て い な い も の の ， 修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  
Ta s k の 刺 激 提 示 時 間 を ふ ま え る と ， 反 す う に よ っ て 6 8 m s 前 後 で 入 力 情
報 に 対 す る 注 意 の 範 囲 を 狭 め る 処 理 が な さ れ ， 1 0 0 m s 前 後 で 自 発 的 な 脳
の 電 気 活 動 で あ る E R P が 検 出 さ れ た 後 に ， 1 , 0 0 0 m s 以 降 に 前 頭 前 野 な ど
で 高 次 の 認 知 的 情 報 処 理 が 行 わ れ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 ま た ， 本 研 究
で 示 唆 さ れ た 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 相 互 影 響 性 の 観 点 か ら ， こ れ ら の 情
報 処 理 過 程 は 一 方 向 で 処 理 が な さ れ る だ け で な く ， 初 期 の 感 覚 段 階 で 注
意 の 範 囲 が 狭 く な る と い う 処 理 が な さ れ る こ と で 反 す う が 持 続 す る 可 能
性 も 考 え ら れ る 。  
反 す う と 注 意 の 範 囲 の 関 連 は 初 期 の 感 覚 段 階 で 処 理 さ れ る と い う 可 能
性 は ， 先 行 研 究 で の 指 摘 か ら も 推 察 さ れ る 。 先 行 研 究 で は ， 注 意 の 範 囲
の 広 さ と 刺 激 処 理 の 強 度 は 負 の 相 関 関 係 （ す な わ ち ト レ ー ド オ フ の 関
係 ） に あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ 守 谷 ら ， 2 0 1 1）。 こ こ で の 刺 激 処 理
の 強 度 に は ， 刺 激 処 理 の 精 緻 化 や 速 度 が 含 ま れ る 。 し た が っ て ， 注 意 の
範 囲 が 広 が る と 広 範 囲 に 情 報 の 取 り 込 み が 行 わ れ る が ， 局 所 的 な 刺 激 処
理 は 遅 く な る 。 一 方 で ， 注 意 の 範 囲 が 狭 く な る と 狭 い 範 囲 で し か 情 報 の
取 り 込 み が 行 わ れ な い が ， 局 所 的 な 刺 激 処 理 は 速 く な る こ と が 推 察 さ れ
る 。 刺 激 処 理 の 速 度 が 速 く な る こ と は ， よ り 初 期 の 情 報 処 理 過 程 が 活 性
化 す る と 考 え ら れ る こ と か ら も ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 関 連 は 初 期 の 感
覚 段 階 で 処 理 が な さ れ る こ と が 示 唆 さ れ る 。  
 
第 ４ 章  注 意 の 範 囲 モ デ ル に 基 づ く 反 す う の 先 行 研 究 の 説 明  
 本 研 究 は ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル に 基 づ き 反 す う の 持 続 過 程 を 検 討 し た
が ， こ の モ デ ル を 用 い る こ と で 反 す う に 関 す る 従 来 の 知 見 も 説 明 す る こ
と が で き る 可 能 性 が あ る 。 ま ず ， 感 情 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル で は ， 反 す う
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に よ っ て ネ ガ テ ィ ブ な 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス が 生 じ る こ と が 仮 定 さ れ
る 。 そ の 一 方 で ， 不 安 と 比 べ て ， 抑 う つ や 反 す う の 気 分 一 致 効 果 バ イ ア
ス は 知 見 が 一 貫 し て い な い こ と も 指 摘 さ れ て い る 。 こ の 場 合 ， 反 す う に
よ っ て 初 期 の 感 覚 段 階 で 注 意 の 範 囲 が 狭 く な る 。 そ の う え で ， ネ ガ テ ィ
ブ 刺 激 に 対 す る 選 択 的 処 理 が 促 進 さ れ る と い う 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス が
生 じ る と 説 明 す る こ と が で き る 。 ま た ， 反 す う の 気 分 一 致 効 果 バ イ ア ス
に 関 す る 知 見 が 一 貫 し て い な い の は ， 注 意 の 範 囲 と い う 認 知 的 情 報 処 理
を 考 慮 し て い な か っ た た め と 考 え ら れ る 。  
ま た ， 認 知 資 源 の 枯 渇 モ デ ル で は ， 反 す う に よ っ て 一 定 量 の 認 知 資 源
が 消 耗 さ れ る こ と で ， 実 行 機 能 を 必 要 と す る 認 知 的 処 理 が 困 難 に な る こ
と が 仮 定 さ れ る 。 こ の 場 合 ， 反 す う に よ っ て 初 期 の 感 覚 段 階 で 注 意 の 範
囲 が 狭 く な る こ と で ， 利 用 可 能 な 認 知 資 源 も 小 さ く な り ， 思 考 の コ ン ト
ロ ー ル に 必 要 な 情 報 の 取 り 込 み が 制 限 さ れ る 。 こ れ に よ り ， 反 す う を す
る こ と で 実 行 機 能 を 必 要 と す る 認 知 的 処 理 が 困 難 に な る と 説 明 す る こ と
が で き る 。 ま た ， 反 す う に よ っ て 注 意 の 範 囲 が 狭 く な り ， そ の 注 意 の 範
囲 内 の 刺 激 処 理 の 強 度 が 高 く な る こ と で ， 課 題 に 関 連 し た 情 報 の 保 持 が
容 易 に な る （ A l t a m i r a n o  e t  a l . ,  2 0 1 0） こ と や ， 注 意 を 補 足 す る よ う な 外
的 情 報 か ら の 干 渉 を 受 け に く く な る （ A l t a m i r a n o  e t  a l . ,  2 0 1 0 ;  Z e t s c h e  e t  
a l . ,  2 0 1 2） こ と が 推 察 さ れ る 。 A l t a m i r a n o  e t  a l .（ 2 0 1 0） や  Z e t s c h e  e t  
a l .（ 2 0 1 2） の 知 見 は ， 認 知 資 源 の 枯 渇 モ デ ル で は 説 明 が つ か な い も の
で あ る こ と か ら も ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル は そ の ほ か の モ デ ル よ り も 反 す う
に 関 す る 知 見 を 包 括 的 に 説 明 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。  
 
第 ５ 節  本 研 究 に よ る 臨 床 応 用 可 能 性  
第 １ 項  効 果 的 な 気 そ ら し に 関 す る 基 礎 的 知 見  
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本 研 究 の 知 見 を ふ ま え る と ， 注 意 の 範 囲 と い う 認 知 的 情 報 処 理 に 焦 点
を 当 て る こ と で ， 第 １ に ， 効 果 的 な 気 そ ら し に 関 す る 基 礎 的 知 見 の 提 供
に つ な が る こ と が 示 唆 さ れ る 。 反 応 ス タ イ ル 理 論 で は ， 抑 う つ を 経 験 し
た と き の 反 す う 反 応 は 抑 う つ を 持 続 ・ 悪 化 さ せ る が ， 気 そ ら し 反 応 は 抑
う つ の 持 続 や 悪 化 を 阻 止 す る こ と が で き る と 説 明 さ れ る （ N o l e n -
H o e k s e m a ,  1 9 9 1）。 し か し な が ら ， 気 そ ら し の 有 効 性 に 関 す る 知 見 は 一
貫 し て お ら ず （ N o l e n - H o e k s e m a  e t  a l . ,  2 0 0 8）， そ の 要 因 と し て ， 注 意 を
そ ら す こ と を 意 図 し た 気 そ ら し は ス ト レ ス 状 況 に 対 す る 具 体 的 対 処 を 阻
害 し て し ま う 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る （ 及 川 ， 2 0 0 3）。 一 方 で ， 注 意 の
範 囲 モ デ ル や 本 研 究 の 結 果 を ふ ま え る と ， 反 す う に よ っ て 注 意 の 範 囲 が
狭 く な る こ と で 情 報 の 取 り 込 み が 制 限 さ れ る と 想 定 さ れ る 。 そ の た め ，
効 果 的 な 気 そ ら し は ス ト レ ス 事 態 か ら 注 意 を そ ら す の で は な く ， ス ト レ
ス 事 態 を 視 野 に 入 れ な が ら 注 意 の 範 囲 を 広 げ る こ と で ， 反 す う の 制 御 や
問 題 解 決 に 必 要 と さ れ る 情 報 の 取 り 込 み が 促 進 さ れ ， 抑 う つ の 改 善 に つ
な が る 可 能 性 が あ る 。 こ の 場 合 ， ス ト レ ス 事 態 全 体 か ら 注 意 を そ ら す の
か ， そ れ と も ス ト レ ス 事 態 を 注 意 の 範 囲 に 含 み な が ら も 別 の 情 報 の 取 り
入 れ を す る の か に よ っ て ， 気 そ ら し の 有 効 性 は 変 化 す る こ と が 想 定 さ れ
る 。 こ う し た こ と か ら も ， 注 意 の 範 囲 は 気 そ ら し の 有 効 性 を 規 定 す る 可
能 性 が あ る 。  
 
第 ２ 項  反 す う に 対 す る 新 た な 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 に 関 す る 基 礎 的 知 見  
 第 ２ に ， 反 す う に 対 す る 新 た な 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 に 関 す る 基 礎 的 知
見 の 提 供 に つ な が る こ と が 示 唆 さ れ る 。 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 は ， 反 す う
な ど の 臨 床 症 状 と ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 的 情 報 処 理 に 関 す る 因 果 関 係 や 新 た
な 介 入 法 の 検 討 を 目 的 と す る 。 そ の 一 方 で ， 反 す う に 対 す る 認 知 バ イ ア
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ス 修 正 法 の 有 効 性 は あ ま り 示 さ れ て い な い （ F a n g  e t  a l . ,  2 0 1 8 a ;  K o s t e r  
e t  a l . ,  2 0 1 7）。 反 す う に 対 す る 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 は ， 感 情 ネ ッ ト ワ ー
ク モ デ ル や 認 知 資 源 の 枯 渇 モ デ ル に 依 拠 し た 認 知 訓 練 に よ る 効 果 を 検 討
し て い る 。 本 研 究 の 結 果 を ふ ま え る と ， 注 意 の 範 囲 を 広 げ る こ と を 意 図
し た 認 知 訓 練 を 導 入 す る こ と で ， 反 す う の 軽 減 に つ な が る 可 能 性 が あ
る 。 こ れ は ， 本 研 究 で は 注 意 の 範 囲 を 広 げ る 操 作 を 行 っ て い な い も の
の ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で 注 意 の 範 囲 を 狭 め る こ と が 反 す う を 悪 化 さ せ る
可 能 性 が 示 さ れ た こ と か ら も 示 唆 さ れ る 。  
 ま た ， 注 意 の 範 囲 モ デ ル に 基 づ く 反 す う に 対 す る 認 知 バ イ ア ス 修 正 法
は ， 反 す う の 自 動 的 処 理 に 焦 点 を 当 て た 認 知 的 介 入 に な る と 考 え ら れ
る 。 抑 う つ の ２ 過 程 モ デ ル （ B e e v e r s ,  2 0 0 5） で は ， 統 制 的 処 理 と 自 動 的
処 理 に よ っ て 抑 う つ の 認 知 的 脆 弱 性 が 異 な り ， 両 者 の 相 互 作 用 が 感 情 の
制 御 に と っ て 重 要 な 役 割 を 果 た す と さ れ る 。 認 知 バ イ ア ス 修 正 法 で は ，
意 識 的 に 認 知 訓 練 を 行 う こ と で 認 知 バ イ ア ス を 修 正 し ， 臨 床 症 状 の 改 善
を 目 指 す こ と か ら ， 統 制 的 処 理 に 焦 点 を 当 て た 介 入 と い え る 。 反 す う と
注 意 の 範 囲 の 関 連 は 初 期 の 感 覚 段 階 で 処 理 さ れ る 可 能 性 を ふ ま え る と ，
注 意 の 範 囲 と い っ た 自 動 的 処 理 に 焦 点 を 当 て ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 に 関
す る 基 礎 的 知 見 を 蓄 積 さ せ る こ と で ， 反 す う に 対 す る 効 果 的 な 認 知 バ イ
ア ス 修 正 法 に つ な が る 可 能 性 が あ る 。  
 
第 ６ 節  本 研 究 の 限 界 点 と 今 後 の 課 題  
第 １ 項  状 態 反 す う を 自 記 式 尺 度 で 測 定 す る こ と に よ る バ イ ア ス に 関 す
る 課 題  
 本 研 究 で は ， 注 意 の 範 囲 と い う 認 知 的 情 報 処 理 の 観 点 か ら 反 す う の 持
続 過 程 に つ い て 検 討 し ， 人 間 科 学 や 臨 床 心 理 学 （ 特 に 認 知 行 動 療 法 ） に
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お い て 有 用 な 知 見 を 提 供 す る と 考 え ら れ る 。 そ の 一 方 で ， 方 法 論 上 の 問
題 な ど 複 数 の 限 界 点 や 今 後 検 討 す べ き 課 題 が 存 在 す る 。  
 第 １ に ， 状 態 反 す う を 自 記 式 尺 度 で 測 定 す る こ と に よ る バ イ ア ス の 可
能 性 が あ る 。 本 研 究 で は ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 因 果 関 係 を 検 討 す る う
え で ， 状 態 反 す う を 測 定 す る 自 記 式 尺 度 （ R I O 日 本 語 版 ） を 開 発 し ， 信
頼 性 と 妥 当 性 を 有 す る こ と を 示 し た 。 自 記 式 尺 度 に よ る 構 成 概 念 の 測 定
は ， 精 神 的 疲 労 や 時 間 的 ・ 経 済 的 な コ ス ト を 抑 え ， 結 果 の 一 般 化 を し や
す い と い う 利 点 が あ る 。 し か し な が ら ， 自 記 式 尺 度 で 状 態 反 す う を 測 定
す る 場 合 ， あ る 時 点 に お け る 自 身 の 状 態 反 す う の 程 度 を 客 観 的 に 把 握 で
き て い る こ と が 前 提 と な る 。 ま た ， 反 す う は 自 記 式 尺 度 だ け で な く ， さ
ま ざ ま な 認 知 神 経 指 標 （ 例 ： 機 能 的 脳 活 動 や 脳 波 ） や 生 理 指 標 （ 例 ： コ
ル チ ゾ ー ル や 心 拍 ） で も 関 連 が 示 さ れ て い る （ Wa t k i n s  &  R o b e r t s ,  
2 0 2 0）。 そ の た め ， 今 後 は R I O 日 本 語 版 と 認 知 神 経 指 標 や 生 理 指 標 と の
関 連 を 検 討 し ， R I O 日 本 語 版 の 妥 当 性 を 確 認 す る 必 要 が あ る 。  
 
第 ２ 項  修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  T a s k の 信 頼 性 と 妥 当 性 に 関 す る
課 題  
 第 ２ に ， 本 研 究 で 注 意 の 範 囲 の 測 定 と 操 作 を 行 う た め に 用 い た 修 正 版
A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k の 信 頼 性 と 妥 当 性 の 問 題 が 考 え ら れ る 。 こ の 課
題 は ， 注 意 の 範 囲 に 関 す る 複 数 の 先 行 研 究 （ B o s m a n s  e t  a l . ,  2 0 1 8 ;  
D e w i t t e  &  K o s t e r ,  2 0 1 4 ;  F a n g  e t  a l . ,  2 0 1 8 a ;  G r o l  e t  a l . ,  2 0 1 5 ;  G r o l  &  
R a e d t ,  2 0 1 4 ;  Va n  d e  Wa l l e  e t  a l . ,  2 0 1 7） で 用 い ら れ て お り ， 視 空 間 上 の
注 意 の 範 囲 を 客 観 的 に 測 定 す る こ と が で き る た め ， 本 研 究 で も 用 い る こ
と と し た 。 そ の 一 方 で ， A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k で は 刺 激 の 提 示 時 間 が
6 8 m s と い う ご く 短 い 時 間 に 設 定 さ れ て い る た め ， 精 神 的 疲 労 や 課 題 へ
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の 馴 れ な ど の 個 人 内 の 変 動 が 課 題 成 績 に 誤 差 を 生 じ さ せ る 可 能 性 が あ
る 。 ま た ， 本 研 究 で 使 用 し た 刺 激 提 示 用 の パ ソ コ ン と デ ィ ス プ レ イ の 性
能 水 準 で は ， 6 8 m s の 刺 激 提 示 の 制 御 に 誤 差 が 生 じ る 可 能 性 も 否 定 で き
な い 。 そ の た め ， 今 後 は 注 意 の 範 囲 の 測 定 と 操 作 を す る 際 の
A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  Ta s k の 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
 
第 ３ 項  反 す う と 注 意 の 範 囲 の 相 互 影 響 性 が 抑 う つ に 及 ぼ す 影 響 に 関 す
る 課 題  
 第 ３ に ， 本 研 究 で は 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 相 互 影 響 性 が 抑 う つ に 及 ぼ
す 影 響 を 検 討 し て い な い 。 注 意 の 範 囲 モ デ ル で は ， 反 す う が 注 意 の 範 囲
を 狭 め る こ と で 抑 う つ が 悪 化 す る と 説 明 さ れ る 。 そ の う え で ， 本 研 究 で
は ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 に 双 方 向 の 因 果 関 係 が 成 立 す る こ と で 反 す う が
持 続 し ， 抑 う つ が 悪 化 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。 そ の 一 方 で ， 本 研 究 で は
抑 う つ を 従 属 変 数 と し て 扱 っ て い な い た め ， 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 相 互
影 響 に よ っ て 抑 う つ が 悪 化 す る こ と ま で は 明 ら か に さ れ て い な い 。 そ の
た め ， 今 後 は 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 相 互 影 響 性 が 抑 う つ を 悪 化 さ せ る こ
と を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
 
第 ４ 項  注 意 の 範 囲 の 拡 大 に よ る 反 す う の 低 減 効 果 に 関 す る 課 題  
 第 ４ に ， 本 研 究 で は 注 意 の 範 囲 を 拡 大 さ せ る こ と で 反 す う が 低 減 す る
こ と ま で は 検 討 し て い な い 。 研 究 ３ の 結 果 か ら ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で 注
意 の 範 囲 を 狭 め る 操 作 を 行 う と 状 態 反 す う は 悪 化 す る こ と が 示 さ れ た 。
そ の 一 方 で ， 研 究 ３ で は 注 意 の 範 囲 を 狭 め る 群 と 統 制 群 を 設 定 し て い る
が ， 注 意 の 範 囲 を 広 げ る 群 は 設 定 し て い な い 。 研 究 ３ の 結 果 や 認 知 バ イ
ア ス 修 正 法 （ K o s t e r  e t  a l . ,  2 0 1 7） に 基 づ い た 場 合 ， ネ ガ テ ィ ブ 気 分 下 で
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注 意 の 範 囲 を 広 げ る 訓 練 を 行 う こ と で 状 態 反 す う は 軽 減 す る 可 能 性 が 考
え ら れ る 。 ま た ， 臨 床 的 介 入 と 実 験 的 研 究 は ど ち ら も 対 象 者 に 変 化 を 生
じ さ せ る こ と を 目 的 と し て い る（ 杉 浦 ， 2 0 0 9）。そ の た め ，今 後 は 注 意 の
範 囲 の 拡 大 に よ る 反 す う の 低 減 効 果 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
 
第 ５ 項  反 す う や 注 意 の 制 御 に 関 わ る ト ッ プ ダ ウ ン の 変 数 に 関 す る 課 題  
 第 ５ に ， 本 研 究 で は 反 す う や 注 意 の 制 御 に 関 わ る ト ッ プ ダ ウ ン の 変 数
を 扱 っ て い な い 。 自 己 調 整 実 行 機 能 モ デ ル （ We l l s  &  M a t t h e w s ,  1 9 9 4） で
は ， メ タ シ ス テ ム ， 認 知 ス タ イ ル ， 下 位 レ ベ ル の 情 報 処 理 と い う ３ つ の
認 知 レ ベ ル を 仮 定 し て い る 。 そ の う え で ， 注 意 が 持 続 的 に 自 己 に 焦 点 づ
け ら れ 反 す う や 心 配 に よ っ て 促 進 さ れ る 情 報 処 理 と ， 脅 威 刺 激 の モ ニ タ
リ ン グ に 固 執 し て し ま う こ と で 思 考 の 柔 軟 性 が 失 わ れ る こ と を 想 定 し て
い る 。 本 研 究 で は ， 反 す う や 注 意 の 範 囲 を 実 験 的 に 操 作 し た う え で ， 両
者 の 相 互 影 響 性 に つ い て 内 的 妥 当 性 の 高 い 知 見 を 示 す こ と を 目 的 と し た 。
そ の 一 方 で ， 本 研 究 の 結 果 か ら は ， ト ッ プ ダ ウ ン の 注 意 制 御 に 関 わ る メ
タ 認 知 的 信 念 な ど が 注 意 の 範 囲 に 影 響 す る 可 能 性 を 排 除 す る こ と が で き
な い 。 そ の た め ， 今 後 は こ う し た 変 数 も 扱 っ た う え で 反 す う と 注 意 の 範
囲 の 関 連 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
 
第 ７ 節  本 研 究 に よ る 人 間 科 学 へ の 寄 与  
 人 間 科 学 と は ， 社 会 に お け る 人 間 の 総 合 的 な 理 解 と そ れ に よ る 社 会 や
生 活 の 質 の 向 上 を 目 指 す 学 問 で あ る と 考 え る 。 そ の う え で ， 本 研 究 で 扱
っ た 反 す う は ， 自 己 と 他 者 を 含 む 環 境 と の 関 わ り の 中 で ， ネ ガ テ ィ ブ な
感 情 と 認 知 的 情 報 処 理 の 悪 循 環 に 陥 っ た 心 理 学 的 現 象 で あ る と 理 解 す る
こ と が で き る 。 ま た ， 反 す う は 抑 う つ や う つ 病 の 維 持 ・ 悪 化 要 因 で も あ
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る 。 現 代 に お い て う つ 病 は ， 日 本 を 含 む 世 界 で 最 も 深 刻 な 精 神 疾 患 の １
つ で あ り ， 大 き な 社 会 問 題 と な っ て い る こ と を ふ ま え る と ， 反 す う に 関
す る 心 理 学 的 理 解 を 深 め る こ と は 人 間 科 学 の 貢 献 に 寄 与 す る と 考 え ら れ
る 。  
 反 す う が 抑 う つ を 維 持 ・ 悪 化 さ せ る こ と を 説 明 す る モ デ ル は こ れ ま で
も 提 唱 さ れ て き た が ， い ず れ の モ デ ル か ら も 説 明 が 困 難 な 知 見 が 報 告 さ
れ て い る 。 す ぐ れ た モ デ ル と は ， 多 く の 既 存 の 知 見 を 説 明 し ， 多 く の 新
規 の 知 見 を 予 測 す る こ と が で き る も の と 考 え ら れ る 。 そ の た め ， 反 す う
の 持 続 を 説 明 す る 注 意 の 範 囲 モ デ ル に 基 づ い た 研 究 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ
た 。 そ の う え で ， 本 研 究 の 知 見 は ， 方 法 論 上 の 問 題 を 含 む 限 界 点 が 存 在
す る も の の ， こ れ ま で 検 討 さ れ て こ な か っ た 反 す う と 注 意 の 範 囲 の 相 互
影 響 性 に よ っ て 反 す う が 持 続 す る こ と を 示 唆 す る こ と か ら ， 人 間 科 学 に
一 定 の 意 義 を 提 供 す る も の と 考 え ら れ る 。  
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付  録  
 
1 .  R u m i n a t i o n  a b o u t  a n  I n t e r p e r s o n a l  O f f e n s e  S c a l e（ R I O）の 翻 訳 許 可 証
明 書  
2 .  研 究 ２ の 事 前 の サ ン プ ル サ イ ズ 設 計 結 果  
3 .  研 究 ３ の 事 前 の サ ン プ ル サ イ ズ 設 計 結 果  
4 .  フ ェ イ ス シ ー ト と 健 康 ア ン ケ ー ト  
5 .  R u m i n a t i o n  a b o u t  a n  I n t e r p e r s o n a l  O f f e n s e  S c a l e（ R I O）日 本 語 版（ 佐
藤 ら ， 2 0 1 9； 研 究 １ で 作 成 ）  
6 .  R u m i n a t i o n - R e f l e c t i o n  Q u e s t i o n n a i r e 日 本 語 版 （ R R Q； 高 野 ・ 丹 野 ，
2 0 0 8）  
7 .  E m o t i o n  R e g u l a t i o n  Q u e s t i o n n a i r e 日 本 語 版 （ E R Q； 吉 津 ら ， 2 0 1 3）  
8 .  日 本 語 版 C e n t e r  f o r  E p i d e m i o l o g i c  S t u d i e s  D e p r e s s i o n（ C E S - D；島 ら ，
1 9 8 5）  
9 .  日 本 語 版 P o s i t i v e  a n d  N e g a t i v e  A f f e c t  S c h e d u l e（ P A N A S； 佐 藤 ・ 安
田 ， 2 0 0 1）  
1 0 .  修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  T a s k 教 示 文 書 （ 研 究 ２ と 研 究 ３ で 使 用 ） 
 
脚 注  
日 本 語 版 R u m i n a t i v e  R e s p o n s e s  S c a l e（ R R S ;  H a s e g a w a ,  2 0 1 3） は 著 作 権
の 関 係 で 記 載 を 省 略 し た 。  
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付 録 １ ： R u m i n a t i o n  a b o u t  a n  I n t e r p e r s o n a l  O f f e n s e  S c a l e（ R I O） の 翻 訳
許 可 証 明 書  
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付 録 ２ ： 研 究 ２ の 事 前 の サ ン プ ル サ イ ズ 設 計 結 果  
 
 
  
Analysis:
A priori: Compute required sample size 
Input:
Effect size f 0.40
α err prob 0.05
Power (1-β err prob) 0.8
Numerator df 1
Number of groups 4
Output:
Noncentrality parameter λ 8.30
Critical F 4.05
Denominator df 47
Total sample size 51
Actual power 0.81
付録２
F tests - ANOVA: Fixed effects, special, main effects and
interactions
研究２の事前のサンプルサイズ設計結果
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付 録 ３ ： 研 究 ３ の 事 前 の サ ン プ ル サ イ ズ 設 計 結 果  
 
 
  
Analysis:
A priori: Compute required sample size 
Input:
Effect size f 0.20
α err prob 0.05
Power (1-β err prob) 0.8
Number of groups 2
Number of measurements 3
Corr among rep measures 0.5
Nonsphericity correction ε 1
Output:
Noncentrality parameter λ 10.50
Critical F 3.11
Numerator df 2
Denominator df 80
Total sample size 42
Actual power 0.82
付録３
研究３の事前のサンプルサイズ設計結果
F tests - ANOVA: Repeated measures, within-between
interaction
 
120 
 
付 録 ４ ： フ ェ イ ス シ ー ト と 健 康 ア ン ケ ー ト  
  
年 齢： 　　（　　　　　　　　） 歳
性 別： 　　　男性　　　　・　　　　女性　　　　（当てはまる方に○をつけてください）
１ 現在，何か病気やけがをしている。
２ 現在，何か薬を飲んでいる。
３ 現在，極度の睡眠不足または疲労を感じている。
４
５
　
（１～５の質問に対して、１つでも当てはまる場合には『はい』に○をつけてください）
あなたの年齢と性別を記入してください。
現在、心理療法やカウンセリングを受けている。あるいは過去に心理療法やカ
ウンセリングを受け、特定の診断名を与えられたことがある。
現在、あるいは実験直前に顕著な心理的苦痛（たとえば、自殺念慮、パニック
発作、重度の抑うつ症状）、あるいはトラウマティックな体験を経験している。
以下の内容は，あなたが実験に参加可能かどうかの判断材料とします。
できるだけありのままをお答えください。
それぞれの質問に対して、いずれか１つでも該当する場合には『はい』に○をつけてください。
はい　　　・　　　いいえ
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付 録 ５ ： R u m i n a t i o n  a b o u t  a n  I n t e r p e r s o n a l  O f f e n s e  S c a l e（ R I O） 日 本 語
版 （ 佐 藤 ら ， 2 0 1 9； 研 究 １ で 作 成 ）  
 
  
                    
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
当
て
は
ま
ら
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
当
て
は
ま
る
非
常
に
良
く
当
て
は
ま
る
１． 1 2 3 4 5
２． 1 2 3 4 5
３． 1 2 3 4 5
４． 1 2 3 4 5
５． 1 2 3 4 5
６． 1 2 3 4 5
以下の項目は，対人関係で生じるネガティブな気持ちの反応を表しています。
今現在，以下の文章がどの程度「当てはまる」か「当てはまらない」かを答えてください。
今現在，私の気持ちを落ち込ませるあの時の出来事が，
私の頭から離れることはない
今現在，私は気がつけば，頭の中であの時の事を何度も
繰り返し思い出している
今現在，自分がいかに不当に扱われたかを考えずには
いられない
今現在，対人関係の嫌な出来事を思い出してしまうため，
私は自分の人生を思いきり楽しむことができない
今現在，自分が受けた不当な扱いを考えないようにする
ことは難しい
今現在，なぜ気分が落ち込むのか，その理由を分かろうと
努めている
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付 録 ６ ： R u m i n a t i o n - R e f l e c t i o n  Q u e s t i o n n a i r e 日 本 語 版 （ R R Q； 高 野 ・ 丹
野 ， 2 0 0 8）  
 
  
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
当
て
は
ま
ら
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
当
て
は
ま
る
良
く
あ
て
は
ま
る
１． 1 2 3 4 5
２． 1 2 3 4 5
３． 1 2 3 4 5
４． 1 2 3 4 5
５． 1 2 3 4 5
６． 1 2 3 4 5
７． 1 2 3 4 5
８． 1 2 3 4 5
９． 1 2 3 4 5
10． 不愉快な考えを頭の中から外へ出すことはたやすい 1 2 3 4 5
次のページに続きます
本当に長い間，自分に起こったことを繰り返し考えた
り，つくづくと考えたりしがちだ
終わったことやしてしまったことを思い返すために時間
を使うことはない
過去にあった場面で，自分がどう振る舞ったかを頭の
中でよく思い返している
自分がしたことについて，自らもう一度評価しているこ
とに気が付くことがよくある
あまり長い間，自分自身のことを繰り返し考えたり，じっ
くり考えたりすることは決してない
自分のある側面について考えるのをやめたいと思って
いても，そこに注意が向くことが多い
最近自分が行ったことやしたことについて，頭の中で
いつも思い返しているように思う
時々，自分自身について考えるのをなかなかやめるこ
とができない
口論や意見の不一致があると，その後長い間私は起
こったことを考え続ける
以下の項目を読んで，それが自分の性質に当てはまる程度を考えてください。
そして，最もよく当てはまるものを１つだけ選んで，選んだ番号を○で囲んでください。
あまり考え込まずに思うとおりに回答してください。
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付 録 ６ ： R u m i n a t i o n - R e f l e c t i o n  Q u e s t i o n n a i r e 日 本 語 版 （ R R Q； 高 野 ・ 丹
野 ， 2 0 0 8） （ 続 き ）  
 
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
当
て
は
ま
ら
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
当
て
は
ま
る
良
く
あ
て
は
ま
る
11． 1 2 3 4 5
12． 1 2 3 4 5
13． 1 2 3 4 5
14． 1 2 3 4 5
15． 1 2 3 4 5
16． 1 2 3 4 5
17． 内省的，自制的な考え方は本当に好きではない 1 2 3 4 5
 18． なぜそうするのかを分析するのがとても好きだ 1 2 3 4 5
 19． 1 2 3 4 5
 20． 1 2 3 4 5
 21． もともと自己をとても探求したいと思っている 1 2 3 4 5
 22． 1 2 3 4 5
 23． 1 2 3 4 5
 24． 1 2 3 4 5
ものごとの本質や意味について深く考えることがとても
好きだ
自分の人生を哲学的に見ることがとても好きだとしばしば
思う
自分自身についてじっくり考えることは，楽しいとは思わ
ない
自己分析はあまり好きではない
私は，「深い」，内省的なタイプの人だとよく人に言われる
私はそれほど物事を深く考えるタイプの人ではない
「内的な」自己を探るのがとても好きだ
物事に対する自分の態度や気持ちに，強い興味がある
哲学的，抽象的な考えは，それほど私の興味を引くも
のではない
もはや関心を持つべきではない人生の出来事につい
て熟考する   ことがよくある
私は，恥ずかしい，あるいはがっかりした瞬間を思い返
すのに，非常に多くの時間を費やしている
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付 録 ７ ： E m o t i o n  R e g u l a t i o n  Q u e s t i o n n a i r e 日 本 語 版 （ E R Q； 吉 津 ら ，
2 0 1 3）  
  
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
ほ
と
ん
ど
あ
て
は
ま
ら
な
い
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
ど
ち
ら
で
も
な
い
や
や
あ
て
は
ま
る
か
な
り
あ
て
は
ま
る
非
常
に
あ
て
は
ま
る
１． 1 2 3 4 5 6 7
２． 1 2 3 4 5 6 7
３． 1 2 3 4 5 6 7
４． 1 2 3 4 5 6 7
５． 1 2 3 4 5 6 7
６． 1 2 3 4 5 6 7
７． 1 2 3 4 5 6 7
８． 1 2 3 4 5 6 7
９． 1 2 3 4 5 6 7
10． 1 2 3 4 5 6 7
否定的な感情を感じたときは，その感情を決して
表に出さないようにする
私は，否定的な感情をあまり感じたくないときは，
その状況についての考え方を変える
肯定的な感情を感じたときは，感情を表に出さな
いように注意する
ストレスを感じる状況では，考え方を変えて落ち
着いていられるようにする
私は自分の感情を表には出さない
私は，もっと肯定的な感情を感じたいときは，
その状況についての考え方を変える
私は，自分が置かれている状況についての考え
方を変えることで，感情をコントロールする
私は，否定的な感情をあまり感じたくない時は，
考えていることを変える
私は，自分の感情を表に出さないことで，感情を
コントロールする
私は，もっと肯定的な感情を感じたいときは，
考えていることを変える
以下の10個の文章は，日頃の自分自身の感情の調節について記述した文章です。
各質問項目について，あなた自身にどのくらいあてはまるか，
当てはまる程度を表す数字に○印をつけてお答えください。
肯定的な感情とは，喜びや楽しさなど好ましい感情のことです。
否定的な感情とは，悲しさや怒りなどの好ましくない感情のことです。
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付 録 ８ ： 日 本 語 版 C e n t e r  f o r  E p i d e m i o l o g i c  S t u d i e s  D e p r e s s i o n（ C E S -
D； 島 ら ， 1 9 8 5）  
  
ま
れ
に
～
な
し
い
く
ら
か
～
少
し
時
に
～
ま
あ
ま
あ
ほ
と
ん
ど
～
い
つ
も
１． 普段では何でもないことがわずらわしかった 0 1 2 3
２． 食べたくなかった・食欲がなかった 0 1 2 3
３． 0 1 2 3
４． 自分は他の人と同じくらいに価値があると感じた 0 1 2 3
５． 物事に集中できなかった 0 1 2 3
６． 気分が落ち込んでいると感じた 0 1 2 3
７． やること全てに骨が折れると感じた 0 1 2 3
８． 将来に希望があると感じた 0 1 2 3
９． これまでの人生は失敗だったと感じた 0 1 2 3
10． 何かにびくびくすることがあった 0 1 2 3
11． 落ちつかず眠れなかった 0 1 2 3
12． 幸せな気分だった 0 1 2 3
13． 普段より口数が少なかった 0 1 2 3
14． 一人ぼっちだと感じた 0 1 2 3
15． 人々がよそよそしいと感じた 0 1 2 3
16． 人生を楽しんだ 0 1 2 3
　17． 涙ぐむことがあった 0 1 2 3
　18． 悲しい気分だった 0 1 2 3
　19． まわりの人が自分を嫌っていると感じた 0 1 2 3
20． 物事に手がつかないと感じた 0 1 2 3
たとえ友人や家族が助けてくれたとしても，
憂うつな気分は晴れないと感じた
この１週間のあなたのからだや心の状態についてお聞きします。
各々の文章を読み、最もよくあてはまるものに○をつけてください。
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付 録 ９ ： 日 本 語 版 P o s i t i v e  a n d  N e g a t i v e  A f f e c t  S c h e d u l e（ P A N A S； 佐 藤 ・
安 田 ， 2 0 0 1）  
 
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
当
て
は
ま
ら
な
い
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
 
 
当
て
は
ま
ら
な
い
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
 
 
当
て
は
ま
る
当
て
は
ま
る
非
常
に
よ
く
あ
て
は
ま
る
１． びくびくした 1 2 3 4 5 6
２． 活気のある 1 2 3 4 5 6
３． おびえた 1 2 3 4 5 6
４． 誇らしい 1 2 3 4 5 6
５． うろたえた 1 2 3 4 5 6
６． 心配した 1 2 3 4 5 6
７． 強気な 1 2 3 4 5 6
８． 気合いの入った 1 2 3 4 5 6
９． ぴりぴりした 1 2 3 4 5 6
10． きっぱりとした 1 2 3 4 5 6
11． 苦悩した 1 2 3 4 5 6
12． わくわくした 1 2 3 4 5 6
13． 機敏な 1 2 3 4 5 6
14． 熱狂した 1 2 3 4 5 6
15． 恥じた 1 2 3 4 5 6
16． いらだった 1 2 3 4 5 6
現在のあなたの気分にどれほどあてはまるかを，
選択肢の中から最も適当なものに○をつけてください。
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付 録 1 0：修 正 版 A t t e n t i o n a l  B r e a d t h  T a s k 教 示 文 書（ 研 究 ２ と 研 究 ３ で 使
用 ）  
 
■  本 実 験 は ， 以 下 の ス ラ イ ド の 流 れ で 進 み ま す 。  
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と に な っ た 際 も ， 先 生 の 姿 を 見 て 学 ば せ て い た だ い た こ と で そ の 決 断 を
す る こ と が で き ， 結 果 と し て 博 士 論 文 を ま と め る こ と が で き ま し た 。 鈴
木 先 生 か ら い た だ い た お 言 葉 の １ つ ひ と つ が ， 私 の 研 究 や 臨 床 の 礎 に な
っ て い る と 思 い ま す 。  
副 査 を お 引 き 受 け い た だ き ま し た 嶋 田 洋 徳 先 生 と 田 山 淳 先 生 に は ， 博
士 論 文 の ご 指 導 を 賜 り ま し た 。 嶋 田 先 生 に は 修 士 論 文 で も ご 指 導 い た だ
き ， 博 士 論 文 で 用 い た 実 験 課 題 や 操 作 の 妥 当 性 や 本 知 見 に よ る 臨 床 応 用
可 能 性 の 考 え 方 に 至 る ま で ， 多 く の こ と を 学 ば せ て い た だ き ま し た 。 田
山 先 生 に は ， 当 初 は あ ま り 面 識 が な か っ た に も か か わ ら ず ， 根 拠 の 薄 い
部 分 を 的 確 に ご 指 摘 い た だ き ， そ の 中 で ど う 研 究 を 進 め る べ き か な ど を
丁 寧 に ご 指 導 い た だ き ま し た 。  
福 島 県 立 医 科 大 学 の 前 田 正 治 先 生 や 瀬 藤 乃 理 子 先 生 に は ， い つ も 温 か
い 励 ま し の お 言 葉 を い た だ き ま し た 。 ま た ， 放 射 線 医 学 県 民 健 康 管 理 セ
ン タ ー の 先 生 方 ， 竹 林 唯 先 生 ， 竹 林 由 武 先 生 ， 青 木 俊 太 郎 先 生 ， 小 林 智
之 先 生 に も ， 東 日 本 大 震 災 の 影 響 が 今 な お 続 い て い る 福 島 で の 研 究 ・ 臨
床 活 動 や C O V I D - 1 9 の メ ン タ ル ヘ ル ス 支 援 に つ い て ， 考 え 実 行 す る 機 会
を 提 供 し て い た だ き ま し た 。 こ の 恵 ま れ た 環 境 で な け れ ば ， 働 き な が ら
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博 士 論 文 を ま と め る こ と は で き な か っ た と 思 い ま す 。  
野 田 隆 政 先 生 （ 国 立 精 神 ・ 神 経 医 療 研 究 セ ン タ ー ） や 満 岡 義 敬 先 生
（ 日 本 大 通  満 岡 ク リ ニ ッ ク ） に は ， 特 に 臨 床 場 面 で の ご 指 導 を 賜 り ま
し た 。 野 田 先 生 か ら は ， 日 々 の 臨 床 に 還 元 で き る 研 究 を 行 う こ と の 重 要
さ と そ の 心 構 え な ど を 学 ば せ て い た だ き ま し た 。 満 岡 先 生 か ら は ， 豊 富
な 臨 床 経 験 に 基 づ く ケ ー ス の 見 立 て や 支 援 の 進 め 方 な ど を 学 ば せ て い た
だ き ま し た 。  
岡 島 義 先 生 （ 東 京 家 政 大 学 ） ， 小 関 俊 祐 先 生 （ 桜 美 林 大 学 ） ， 伊 藤 大
輔 先 生 （ 兵 庫 教 育 大 学 ） ， 国 里 愛 彦 先 生 （ 専 修 大 学 ） ， 佐 々 木 美 保 先 生
（ 金 沢 医 科 大 学 ） ， 五 十 嵐 友 里 先 生 （ 東 京 家 政 大 学 ） に は ， 研 究 室 の 合
宿 や 学 会 等 で ご 指 導 を 賜 り ま し た 。 先 生 方 の 研 究 や 臨 床 の 着 眼 点 や 懸 案
に 対 す る 対 応 案 な ど を あ ら ゆ る 場 面 で お 聞 き す る こ と が で き た こ と は ，
私 に と っ て 大 変 貴 重 な 経 験 と な り ま し た 。 特 に 国 里 先 生 に は ， 鈴 木 先 生
が 特 別 研 究 期 間 中 の ゼ ミ や そ の 他 の 多 く の 機 会 で ご 指 導 を い た だ き ， 辛
い 時 期 の 大 き な 励 み と な り ま し た 。 ま た ， 田 中 知 恵 先 生 （ 明 治 学 院 大
学 ） に は ， 学 部 の ゼ ミ で ご 指 導 を 賜 り ， 大 学 院 に 進 学 後 も 学 会 な ど で お
目 に か か っ た 際 に 優 し く お 声 掛 け い た だ き ま し た 。 先 生 方 の 研 究 や 臨 床
に 対 す る 姿 勢 が 私 自 身 の モ デ ル に な っ て お り ま す 。  
医 療 心 理 学 ／ 職 場 メ ン タ ル ヘ ル ス 学 研 究 室 の 皆 様 に は ， 研 究 や 臨 床 の
み な ら ず ， 日 々 の 生 活 に 至 る ま で さ ま ざ ま な ご 支 援 を い た だ き ま し た 。
小 川 祐 子 先 生 （ 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー 中 央 病 院 ） や 伊 藤 理 紗 先 生 （ 東 京
大 学 ） に は ， 博 士 課 程 の 先 輩 と し て 研 究 や 臨 床 活 動 の み な ら ず ， 研 究 室
運 営 や 後 輩 指 導 の こ と で も 常 に 多 く の サ ポ ー ト を い た だ き ま し た 。 小 野
は る か さ ん や 畑 琴 音 さ ん に は ， 後 輩 で あ り な が ら も 多 く の 助 言 や サ ポ ー
ト を い た だ き ま し た 。  
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本 論 文 の 執 筆 に あ た り ， 実 験 に ご 協 力 い た だ い た 皆 様 に も お 礼 申 し 上
げ ま す 。 反 す う や 気 分 の 実 験 操 作 や 認 知 課 題 に 取 り 組 ん で い た だ く こ と
は さ ま ざ ま な 負 荷 が あ っ た か と 存 じ ま す が ， ご 協 力 い た だ い た お か げ で
研 究 を 遂 行 す る こ と が で き ま し た 。  
 こ の 謝 辞 を 書 く な か で ， 改 め て 多 く の 方 々 か ら の ご 指 導 や ご 支 援 に よ
っ て 博 士 論 文 を 完 成 さ せ る こ と が で き た と 感 じ て お り ま す 。 皆 様 の 支 え
が な け れ ば ， 研 究 ・ 臨 床 活 動 を 続 け る こ と は で き ま せ ん で し た 。 改 め て
心 よ り お 礼 申 し 上 げ ま す 。  
 最 後 に ， こ の 年 齢 ま で 学 生 で あ る こ と を 認 め て く れ た 家 族 と ， 私 の 修
了 と 就 職 を い つ も 気 に か け て く れ て ， こ の 報 告 を す る こ と が で き な か っ
た 亡 き 祖 母 に 感 謝 い た し ま す 。  
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